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「
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
保
全
命
令
関
連
判
断

　
　
　
　

―
―
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ュ
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（
（
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四
条（
規
則
三
一
条（

（
（
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に

⒈　

欧
州
司
法
裁
判
所
の
二
四
条
解
釈
の
小
括

⒉　

さ
ら
な
る
検
討
事
項

一　

は
じ
め
に

渉
外
的
要
素
を
有
す
る
民
事
事
件
に
お
い
て
は
、
事
件
の
複
雑
さ
等
か
ら
解
決
に
時
間
が
か
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
国
境
を
越
え
た

判
決
執
行
は
困
難
を
伴
い
が
ち
で
あ
る
た
め
、
最
終
的
に
本
案
判
決
が
出
さ
れ
る
前
に
何
ら
か
の
保
全
措
置（

3
（

を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
保
全
措
置
」
に
分
類
さ
れ
う
る
措
置
に
は
国
際
的
に
多
様
な
も
の
が
存
在（

4
（

す
る
。
そ
こ
で
、

あ
る
法
的
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
如
何
な
る
国
の
裁
判
所（

5
（

が
保
全
命
令
の
申
立
て
を
受
け
て
措
置
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

国
際
裁
判
管
轄
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
異
な
る
種
類
の
保
全
措
置
の
命
令
管
轄
を
一
様
に
規
律
し
て
よ
い
も
の
か
否

か
、
ま
た
、
規
律
し
う
る
も
の
か
否
か
、
が
問
題
と
な
る
。

た
と
え
ば
我
が
国
の
場
合
で
言
う
と
、
民
事
保
全
法（

6
（

（
以
下
、「
民
保
法
」）
は
仮
差
押
や
仮
処
分
な
ど
の
複
数（

（
（

の
保
全
措
置
を
用
意

し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
同
一
二
条（

8
（

が
基
本
的
に
仮
差
押
と
仮
処
分
と
を
区
別
せ
ず
に（

9
（

規
律
す
る
。
そ
し
て
、
保
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全
命
令
の
国
際
裁
判
管
轄
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
現
在
の
通
説
的
見
解（

（（
（

は
、
通
常
の
民
事
訴
訟
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
準
則（

（（
（

�

を
保
全
命
令
管
轄
に
つ
い
て
も
用
い
、
原
則
と
し
て
民
事
保
全
法
一
二
条
を
類
推
的
に
適
用
し
て（

（（
（

規
律
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
保
全
命
令
の
国
際
裁
判
管
轄
の
規
律
に
あ
た
り
、
我
が
国
の
通
説
的
見
解
は
保
全
措
置
の
種
類
に
よ
る
差
を
そ
れ
ほ
ど
重
視

し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
保
全
命
令
の
裁
判
に
お
い
て
は
、
本
案
訴
訟
と
は
少
し
異
な
っ
た
考
慮
が
必
要
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
案
と
の

関
係
で
の
「
暫
定
性
」
や
措
置
の
「
実
効
性（

（（
（

」「
迅
速
性（

（（
（

」
に
つ
い
て
の
考
慮
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
「
暫
定
性
」
に
つ
い
て

は
、
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
国
の
裁
判
所
が
本
案
判
決
に
事
実
上
代
替
す
る
よ
う
な
保
全
措
置
を
と
り
う
る
の
か
、
ま
た
、
保
全
命
令

後
、
本
案
訴
訟
が
必
ず
提
起
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
等
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、「
実
効
性
」「
迅
速
性
」
に
つ
い
て
は
、
領
域
外
所
在

財
産
に
対
し
て
、
仮
差
押
命
令
を
発
令
し
う
る
の
か
、
も
し
く
は
、
発
令
国
以
外
の
国
で
わ
ざ
わ
ざ
新
た
に
執
行
命
令
を
得
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
ま
で
保
全
命
令
管
轄
を
認
め
る
べ
き
な
の
か
、
が
問
わ
れ
る
。

な
お
、
実
効
性
を
管
轄
の
有
無
の
判
断
段
階
で
考
慮
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
異
論
が
あ
り
え
る
が
、
そ
の
詳
細
に
は
本
稿
で
は
立
ち

入
ら
な
い
。
一
言
だ
け
述
べ
る
な
ら
ば
、
管
轄
判
断
段
階
で
実
効
性
を
勘
案
す
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
い
う
「
実
効
性
」
と
は
、
現
実

に
執
行
で
き
る
こ
と
と
同
義
で
は
あ
り
え
ず
、「
或
る
タ
イ
プ
の
措
置
が
或
る
状
況
下
で
保
全
の
機
能
を
果
た
し
う
る
類
型
的
な

0

0

0

0

『
可

能
性
』」
に
と
ど
ま
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
前
提
で
の
実
効
性
と
い
う
要
素
は
「
強
制
執
行
可
能
性
」
と
も
必
ず
し
も
同
義
で
は

な
い
が
、
一
定
程
度
の
実
効
性
が
あ
る
場
合
に
の
み
保
全
命
令
を
発
令
し
う
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
全
措
置
の
種
類
ご
と
の
執

行
方
法
の
違
い
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
出
て
こ
よ
う
。
そ
し
て
、
現
在
の
通
説
的
立
場
を
前
提
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
管
轄
判
断
の

「
特
段
の
事
情
」
の
考
慮
段
階
で
こ
れ
ら
を
勘
案
す
べ
き
か
否
か
は
検
討
に
値
す
る
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
保
全
命
令
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
成
文
ル
ー
ル
（
民
・
商
事
事
件
の

裁
判
管
轄
及
び
外
国
判
決
（
裁
判
）
執
行
に
関
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
二
四
条
、
同
規
則
三
一
条
〔
前
掲
注
（
・
注
（
〕。
な
お
、
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以
下
で
単
に
「
条
約
」
と
記
す
と
き
は
こ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
指
す
も
の
と
す
る
）
を
有
す
る
欧
州
連
合
諸
国
の
経
験
に
学
ぼ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
こ
こ
で
は
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
判
断（

（（
（

か
ら
条
約
二
四
条
を
理
解
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と

し
、
日
本
法
解
釈
へ
の
示
唆
等
の
具
体
的
考
察
は
別
稿
で
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

以
下
、
条
約
二
四
条
（
保
全
命
令
管
轄
）
を
同
一
六
条
五
項
（
執
行
管
轄
）
の
規
定
と
の
関
係
で
簡
単
に
概
観
（
二
）
し
た
後
、
条

約
二
四
条
に
関
す
る
先
決
判
断
を
順
に
検
討
す
る
（
三
）。
先
に
挙
げ
た
問
題
意
識
と
は
直
接
に
は
結
び
つ
か
な
い
点
に
関
す
る
先
決

判
断
の
事
例
も
含
め
、
条
約
二
四
条
の
理
解
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
例
を
選
択
し
た
。
各
先
決
判
断
の
検
討
は
、
原
則
と
し

て
、
事
案
・
判
断
要
旨（

（（
（

を
紹
介
し
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
形
で
進
め
る
。
た
だ
し
、「
コ
メ
ン
ト
」
部
分
で
先
決
判
断
の
内
容

を
挙
げ
て
い
る
場
合
、「
先
決
判
断
」
の
項
目
の
下
で
別
個
に
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
先
決
判
断
の
順
序

は
原
則
と
し
て（

（（
（

判
断
が
な
さ
れ
た
日
付
け
の
早
い
順
に
並
べ
た
が
、
一
九
九
八
年
の�V

an�U
den�

事
件（

（（
（

先
決
判
断
が
条
約
二
四
条
の
解

釈
と
し
て
極
め
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
、V

an�U
den�

事
件
以
前
（
三
（
）
の
先
決
判
断
と
以
後
（
三
（
）
の

も
の
と
で
分
け
て
番
号
を
付
し
て
い
る
。

な
お
、
各
先
決
判
断
に
つ
い
て
参
照
し
た
評
釈
の
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
の
論
者
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
稿
の
コ
メ
ン

ト
は
、「
フ
ラ
ン
ス
法
の
観
点
か
ら
に
見
た
欧
州
司
法
裁
判
所
先
決
判
断
」
と
い
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
若

干
危
惧
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
先
決
判
断
を
求
め
た
裁
判
所
所
属
国
は
、
特
に
最
近
の
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
主
に

オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
如
何
な
る
解
釈
問
題
に
つ
い
て
判
断
が
求
め
ら
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
先
決
判
断

を
求
め
る
裁
判
所
所
属
国
に
お
け
る
条
約
解
釈
上
の
議
論
を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
日
本
法
の
「
仮
差
押
」
と

「
概
ね
類
似（

（（
（

」
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の�saisies�conservatoires�

は
、
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
執
行
手
続
法
及
び
そ
の
適
用
デ
ク
レ

に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、「
フ
ラ
ン
ス
執
行
法
は
日
本
法
の
母
法
た
る
ド
イ
ツ
法
の
更
な
る
母
法
の
関
係（

（（
（

」
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
本

法
の
「
仮
処
分
」
も
フ
ラ
ン
ス
法
の
レ
フ
ェ
レ
（�référé�

）
か
ら
ド
イ
ツ
法
経
由
で
影
響
を
受
け
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
欧
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州
司
法
裁
判
所
先
決
判
断
に
つ
い
て
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
評
価
を
通
し
て
、
日
本
法
へ
の
示
唆
を
少
し
で
も
汲
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

二　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
一
六
条
五
項
と
二
四
条
の
規
定

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
一
六
条
五
項
は
、「
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
事
件
」
に
お
い
て
「
執
行
地
の
締
約
国
裁
判
所（

（（
（

」
が
、
専
属
管
轄

を
有
す
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
条
約
二
四
条
は
、「
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
が
本
案
に
つ
い
て
管
轄
を
有
す
る
場
合
で
も
、

締
約
国
法
が
定
め
る
保
全
措
置
は
こ
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

」
と
規
定
す
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
一
六

条
五
項
が
執
行

0

0

管
轄
の
定
め
で
あ
り
、
二
四
条
が
保
全
命
令

0

0

管
轄
の
定
め
で
あ
る
、
と
割
り
切
れ
れ
ば
簡
単
だ
が
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
仮
差
押
（�saisies�conservatoire

（
（（
（s�

）
等
の
許
可
の
管
轄
は
条
約
一
六
条
五
項
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
示
さ
れ

て
お
り（

（（
（

、
条
約
二
四
条
と
一
六
条
五
項
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い（

（（
（

。

さ
て
、
条
約
二
四
条
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
、
①
条
約
の
規
定（

（（
（

上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
国
の
裁
判
所
か
、
も
し
く
は
、
②
そ
れ
以

外
の
適
当
な
締
約
国
裁
判
所
（
た
だ
し
、
そ
の
国
が
自
ら
の
保
全
命
令
管
轄
を
認
め
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
か
、
の
ど
ち
ら

か
を
選
ん
で
保
全
命
令
の
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
の
長
所
と
し
て
は
、
第
一
に
、
国
際
訴

訟
に
つ
き
も
の
の
遅
延
を
避
け
て
債
権
者
に
迅
速
に
保
護
を
与
え
る
こ
と
に
資
す
る（

（（
（

点
を
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
申
し
立
て

ら
れ
る
保
全
措
置
に
物
理
的
な
い
し
は
法
的
に
最
も
密
接
関
連
性
の
あ
る
裁
判
所
の
管
轄
を
認
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る（

（（
（

。
し
か
し
、

短
所
と
し
て
は
、
保
全
命
令
の
管
轄
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
、
本
案
管
轄
に
つ
い
て
の
条
約
上
の
詳
細
な
規
律
を
無
意

味
に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。
条
約
三
条
二
項
に
よ
っ
て
「
過
剰
管
轄（

（（
（

」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
管
轄
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原
因
で
さ
え
、
締
約
国
法
上
は
適
法
に
保
全
管
轄
を
根
拠
づ
け
う
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
条
約
二
四
条
を
媒
介
し
て
締
約
国
法
上
の
管
轄

ル
ー
ル
の
無
条
件

0

0

0

の
適
用
を
認
め
る
と
、
せ
っ
か
く
締
約
国
法
上
の
「
過
剰
管
轄
」
を
条
約
上
の
本
案
管
轄
の
規
律
と
し
て
は
三
条
二

項
で
排
除
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
条
約
二
四
条
は
、
そ
の
文
言
上
は

0

0

0

0

0

0

管
轄
原
因
の
み
な
ら
ず
保
全
措
置
の
種
類
・
内
容
も
締
約
国
法
に
委
ね
て
い
る
よ
う
に

読
め
る
。
し
か
し
、
締
約
国
法
上
「
保
全
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
限
り
は
如
何
な
る
タ
イ
プ
の
措
置
で
あ
っ
て
も
条
約
上
も
「
保
全
措

置
」
と
認
め
ら
れ
う
る
の
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば�V

an�U
den�

事
件
で
債
権
者
が
求
め
た
の
は
金
銭
仮
払
命
令
で
あ
り
、

少
な
か
ら
ぬ
締
約
国
法
が
こ
の
よ
う
な
類
型
の
措
置
を
保
全
措
置
と
し
て
認
め
て
い
る
。
が
、
金
銭
仮
払
い
が
条
約
上
も

0

0

0

0

「
保
全
措

置
」
と
認
め
ら
れ
る
の
か
否
か
は
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
以
前
に
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

な
お
、「
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
」
ま
た
は
「
二
四
条
管
轄
」
な
ど
の
表
記
は
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
が

二
四
条
に
よ
っ
て
特
別
に
保
全
命
令
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
管
轄
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
点
、
詳
細

は�V
an�U

den�

事
件
コ
メ
ン
ト
部
分
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

三　

欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
二
四
条
関
連
解
釈

1　

V
an U

den 

事
件
以
前

（
1
）　C

avel

Ⅰ

事
件（

（（
（

　
　
　

～
暫
定
措
置
と
条
約
（
条
約
上
の
簡
易
承
認
・
執
行
シ
ス
テ
ム
）
の
適
用
の
有
無

　
　
　

～
離
婚
手
続
に
付
随
す
る
保
全
命
令
と
条
約
一
条
二
項
一
号
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〔
事
案
〕

M
.�Jacques�de�Cavel

（
以
下
、
夫
）
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
働
い
て
い
た
。M

m
e.�

Luise�de�Cavel

（
以
下
、
妻
）
は
ド
イ
ツ
出
身
で
あ
っ
た
。
二
人
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
カ
ン
ヌ
に
住
居
を
有
し
て
い
た
。

一
九
七
七
年
一
月
一
二
日
、
夫
は
パ
リ
の
大
審
裁
判
所
に
離
婚
訴
訟
を
提
起
し
た
。
加
え
て
、
夫
は
、
妻
が
カ
ン
ヌ
の
住
居
に
あ
っ

た
夫
所
有
の
高
価
な
絨
毯
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
住
居
内
の
物
品
を
夫
に
無
断
で
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
等
し
た
と
主
張
し
、
同

裁
判
所
に
対
し
て
保
全
措
置
の
申
立
て
も
行
っ
た
。
一
九
七
七
年
一
月
一
九
日
、
同
裁
判
所
の
家
事
裁
判
官
（�Juge�aux�affaires�

m
atrim

oniales�

）
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
住
居
内
の
家
具
や
物
品
に
対
し
、
及
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
銀
行
に
妻
名
義
で
借
り
て

あ
っ
た
金
庫
に
対
し
て
、
処
分
を
禁
じ
る
封
印
を
施
す
（�l ,apposition�des�scelles;�putting�under�seal�

）
こ
と
、
さ
ら
に
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
銀
行
の
妻
名
義
の
二
つ
の
口
座
を
仮
差
押
（�saisie-arrêt;�freezing�

）
す
る
こ
と
を
認
め
た（

（（
（

。
そ
こ
で
、夫
は
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
の
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
得
た
保
全
命
令
の
執
行
判
決
を
条
約
に
基
づ
い
て
請
求
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
地
方
裁
判
所
は
、
条
約
四
七
条
で
必
要
と
さ
れ
る
書
類
（
裁
判
国
法
上
、
そ
の
判
決
・
命
令
が
執
行
可
能
で
あ

り
、
送
達
が
適
正
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
）
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
は
控
訴
を
棄
却
し
た
。
そ
こ
で
の
理
由
は
、
離
婚
訴
訟
中
に
取
ら
れ
た
中
間
措
置
は
離
婚
訴
訟
の
一
部

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
条
約
一
条
二
項
の
「
自
然
人
の
身
分
に
関
す
る
」
措
置
と
し
て
条
約
の
事
項
的
適
用
範
囲
外
に
あ
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
夫
が
連
邦
通
常
裁
判
所
に
上
告
し
た
と
こ
ろ
、
条
約
二
条
一
項
一
号
の
「
人
の
身
分
、
ま
た
は
婚
姻
関
係
か
ら
生
じ

た
財
産
的
権
利
（�personal�status�or�rights�in�property�arising�out�of�a�m

atrim
onial�relationship�

）」
に
関
す
る
手
続
き

（
離
婚
訴
訟
）
に
付
随
し
て
出
さ
れ
た
命
令
に
条
約
の
適
用
が
あ
る
か
否
か
に
つ
き
、
同
裁
判
所
は
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
先
決

判
断
を
求
め
た
。
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〔
先
決
判
断
〕

（
ⅰ
）　
「
条
約
一
条
二
項
一
号
の� ,,rights�in�property�arising�out�of�a�m

atrim
onial�relations h

（
（（
（ip ,,�

は
、
い
く
つ
か
の
国
の

法
シ
ス
テ
ム
が
婚
姻
の
場
合
に
つ
い
て
有
す
る
よ
う
な
特
定
の
財
産
制
度
の
み
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
婚
姻
関
係
も
し
く
は
そ

の
解
消
か
ら
直
接
生
じ
る
財
産
関
係
全
て
を
意
味
す
る
」。

離
婚
訴
訟
継
続
中
の
夫
婦
の
財
産
に
関
す
る
紛
争
は
、
状
況
に
よ
っ
て
、
①
人
の
身
分
に
関
す
る
問
題
、
②
婚
姻
関
係
又
は
そ
の
解

消
か
ら
直
接
に
生
じ
る
夫
婦
間
の
財
産
上
の
法
的
関
係
、
③
婚
姻
と
関
係
な
く
夫
婦
間
に
存
在
す
る
財
産
上
の
法
律
関
係
、
の
三
つ
に

関
わ
り
う
る
、
な
い
し
は
密
接
に
関
わ
り
う
る
。
こ
の
う
ち
、
最
初
の
二
つ
の
類
型
に
関
わ
る
紛
争
は
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ

れ
る
（
七
節
）。

（
ⅱ
）　

以
上
の
考
察
は
措
置
が
暫
定
的
か
そ
う
で
な
い
か
と
問
わ
ず
、
夫
婦
の
財
産
に
関
連
す
る
措
置
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
。
す

な
わ
ち
、「
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
暫
定
措
置
（�provisional�m

easures�

）
と
非
暫
定
措
置
（�definitive�m

easures�

）
と
の

間
で
区
別
を
設
け
る
法
的
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
」（
九
節
）。

（
ⅲ
）「
離
婚
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
際
に
夫
婦
の
一
方
の
財
産
を
仮
り
に
差
し
押
さ
え
た
り
封
印
し
た
り
す
る
よ
う
な
暫
定
的
な

保
全
措
置
を
許
可
す
る
司
法
判
断
は
、
そ
れ
ら
の
措
置
が
、
離
婚
手
続
き
に
関
わ
る
人
の
身
分
の
問
題
か
、
も
し
く
は
夫
婦
関
係
又
は

そ
の
解
消
か
ら
直
接
に
生
じ
る
財
産
上
の
法
律
関
係
、
に
密
接
に
関
わ
る
場
合
は
、
条
約
一
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
条
約
の
適
用
は

な
さ
れ
な
い
」（
一
〇
節
）。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

離
婚
と
い
う
人
の
身
分
に
関
す
る
事
項
が
条
約
の
適
用
範
囲
外
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
離
婚
手
続
き
に
付
随
し
て
発
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令
さ
れ
る
暫
定
命
令
に
も
同
様
に
条
約
の
適
用
な
し
と
言
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
条
約
に
お
け
る
保
全

命
令
の
取
扱
い
が
問
題
と
さ
れ
た
初
期
の
事
例
と
し
て
重
要
な
諸
点
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
本
件
先
決
判
断
に
つ
い
て
は
、
結
論
は

妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
理
由
付
け
に
不
明
瞭
な
部
分（

（（
（

が
あ
る
上
、
保
全
措
置
に
対
す
る
条
約
の
適
用
の
有
無
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
述

べ
た
箇
所
（
八
節
後
半（

（（
（

）
は
不
明
瞭
と
の
指
摘（

（（
（

が
な
さ
れ
、
後
の�Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
が
「
補
正
」
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
便
宜

上
、
保
全
措
置
に
対
す
る
条
約
の
適
用
の
有
無
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は�Cavel

Ⅱ

事
件
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
一
緒
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
の
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
。

第
一
に
重
要
な
の
は
「
先
決
判
断
」（
ⅱ
）
の
部
分
で
、
条
約
の
（
事
項
的
）
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
問
題
と
な
る
措
置
が
暫
定
的

か
確
定
し
た
も
の
か
に
よ
る
区
別
は
な
い
、
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
は
条
約
に
基
づ
い
て
外
国
保
全
命

令
の
執
行
判
決
が
求
め
ら
れ
て
い
た
事
案
で
あ
る
か
ら
、
本
件
先
決
判
断
は
、「
離
婚
訴
訟
継
続
中
の
夫
婦
の
財
産
に
関
す
る
紛
争
」

で
あ
っ
て
も
先
決
判
断
（
七
節
）
が
三
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
う
ち
の
少
な
く
と
も
最
後
の
類
型
（
③
）
に
該
当
す
れ
ば
条
約
の
事
項
的

適
用
範
囲
に
含
ま
れ
、
確
定
判
決
で
あ
ろ
う
が
保
全
命
令
で
あ
ろ
う
が
条
約
上
の
簡
易
な
承
認
・
執
行
シ
ス
テ
ム
の
恩
恵
を
享
受
し
う

る
、
と
い
う
解
釈
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
先
決
判
断
の
第
九
節
第
三
段
落
前
半
に
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、「
こ
の
条
項
〔
二
四

条
〕
は
文
言
上
（�expressém

ent�

）、
あ
る
締
約
国
の
裁
判
所
が
本
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
と
き
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
別
の
締
約
国
に
お
け

る
保
全
命
令
申
立
て
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
即
ち
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
締
約
国
に
条
約
上
の
本
案
管
轄
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
、
別
の
締
約
国
が
条
約
二
四
条
に
基
づ
い
て
保
全
措
置
を
と
る
た
め
の
前
提
と
な
る
、
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

と
こ
ろ
が
、
後
の�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
で
は
異
な
っ
た
解
釈
（
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が
存
在
す
る
こ

と
は
、
必
ず
し
も
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
を
認
め
る
前
提
で
は
な
い
）
が
採
ら
れ
た
と
理
解
し
う
る（

（（
（

の
で
、
両
者
の
違
い
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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（
2
）　C

avel

Ⅱ

事
件（

（2
（

〔
事
案
〕

Cavel

Ⅰ

事
件
と
当
事
者
は
同
じ
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
五
月
一
八
日
、
パ
リ
大
審
裁
判
所
の
家
事
裁
判
官
は
、M

.�Jacques�

de�Cavel
（
以
下
、
夫
）
に
対
し
、
離
婚
手
続
係
属
中
、
月
額
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
扶
養
料
（�a�m

aintenance�allow
ance,�une�

pension�alim
entaire�

）
を�M

m
e.�Luise�de�Cavel

（
以
下
、
妻
）
に
支
払
う
よ
う
命
じ
た
（
第
一
裁
判
）。
妻
は
こ
れ
に
つ
い
て
条

約
に
基
づ
く
執
行
許
可
を
ド
イ
ツ
で
請
求
し
、
最
終
的
に
連
邦
通
常
裁
判
所
に
上
告
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
一
九
七
八
年
六
月
二
七
日
、
パ
リ
大
審
裁
判
所
は
夫
婦
の
離
婚
を
認
め
る
判
決
を
下
し
（
配
偶
者
双
方
有
責
と
の
判
断

に
基
づ
く
）、
併
せ
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
二
七
〇
条
以
下
に
基
づ
き
、
妻
に
月
額
二
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
暫
定
的
な
補
償
給
付
（�an�

interim
�com

pensatory�allow
ance,�une�prestation�com

pensatoire�provisoire�

）
を
認
め
た
（
第
二
裁
判
）（
妻
は
こ
の
判
決

を
不
服
と
し
て
上
訴
）。

ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
一
九
七
九
年
六
月
二
七
日
決
定
で
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
二
つ
の
先
決
判
断
を
求
め
た
。

一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
一
裁
判
に
よ
る
暫
定
命
令
の
執
行
に
つ
い
て
の
条
約
適
用
の
有
無
、
も
う
一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
裁
判
が
認

め
た
暫
定
的
な
補
償
給
付
へ
の
条
約
適
用
の
有
無
、
に
関
し
て
で
あ
る
。

〔
先
決
判
断
〕

（
ⅰ
）　

条
約
の
適
用
範
囲
と
い
う
点
で
付
随
的
請
求
（�ancillary�claim

s;�dem
andes�accessoires�

）
の
取
扱
い
を
主
請
求

（�principal�claim
s;�dem

andes�principales�

）
の
取
扱
い
に
関
連
さ
せ
る
規
定
は
条
約
上
存
在
し
な
い
。（
七
節
）

（
ⅱ
）　

付
随
的
請
求
は
、
付
随
的
請
求
の
対
象
事
項
（�the�subject-m

atter;�la�m
atière�

）
次
第
で
条
約
の
適
用
範
囲
に
入
る
の
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で
あ
り
、主
請
求
の
対
象
事
項
（�the�subject-m

atter;�la�m
atière�

）
に
よ
っ
て
〔
条
約
の
適
用
如
何
が
決
ま
る
わ
け
〕
で
は
な
い
。

（
九
節
前
半
）

本
件
と
同
じ
当
事
者
に
関
す
る
一
九
七
九
年
三
月
二
七
日
の�Cavel

Ⅰ
事
件
（�Case�（43/（8,�

〔（9（9

〕ECR�（055

）
の
判
示
は
、

以
上
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
。
つ
ま
り
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
は
、「
そ
の
付
随
的
性
質
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
目
的
に
鑑

み
て
（� ,,having�regard�to�its�true�function ,,;� ,,par�son�objet�propre ,,�

）」、
離
婚
手
続
係
属
中
の
財
産
保
全
申
請
が
夫
婦
の
婚

姻
関
係
か
ら
生
じ
る
財
産
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
条
約
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

Cavel
Ⅰ

事
件
と
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
離
婚
手
続
係
属
中
な
い
し
は
離
婚
判
決
後
に
得
ら
れ
た
保
全
措
置
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で

執
行
判
決
請
求
が
な
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
た
だ
し
、Cavel

Ⅱ

事
件
で
は�Cavel

Ⅰ

事
件
と
は
逆
に
妻
が
執
行
請
求
を
求
め
る
側
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
保
全
措
置
の
内
容（

（（
（

に
も
違
い
が
あ
っ
た
。

Cavel

Ⅰ

事
件
と�Cavel

Ⅱ

事
件
と
で
は
、
共
に
離
婚
手
続
に
付
随
す
る
形
で
発
令
さ
れ
た
保
全
命
令
に
関
す
る
事
件
と
い
う
点
で

共
通
性
が
あ
り
、
も
し
離
婚
手
続
と
い
う
条
約
適
用
外
の
事
項
に
関
す
る
手
続
き
に
付
随
す
る
命
令
が
全
て
条
約
の
適
用
外
に
な
る
と

す
る
な
ら
ば
、Cavel

Ⅰ

事
件
・Cavel

Ⅱ

事
件
共
に
そ
の
保
全
命
令
に
条
約
の
適
用
は
な
い
。
し
か
し
、
保
全
措
置
自
体
に
着
目
す
る

と
条
約
適
用
可
能
性
の
有
無
の
結
論
に
違
い
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た（

（（
（

。

こ
の
点
、
英
国
政
府
は�Cavel

Ⅰ

事
件
に
際
し
て
提
出
し
た
意
見
書
の
中
で
、
条
約
の
適
用
範
囲
外
の
事
項
に
関
す
る
手
続
き
に
付

随
し
て
発
令
さ
れ
た
命
令
は
全
て
条
約
の
適
用
外
と
す
べ
き
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
（
こ
の
見
解
を
〔
基
準
Ⅳ
〕
と
呼
ぶ
）。
と

こ
ろ
が
、〔
基
準
Ⅳ
〕
の
是
非
に
つ
い
て�Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
は
明
確
な
答
え
を
提
示
せ
ず
、
む
し
ろ�Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
に
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よ
っ
て
明
確
に
否
定
（
七
節
。「
先
決
判
断
」（
ⅰ
））
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に�Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
は
〔
基
準
Ⅳ
〕
を
明
確
に
否
定
し
、
さ
ら
に
、
具
体
的
に
、
如
何
な
る
場
合
に
条
約
が
付
随

的
請
求
に
適
用
さ
れ
る
か
の
判
断
基
準
（
こ
れ
を
〔
基
準
Ⅱ
〕
と
呼
ぶ
）
を
明
瞭
に
し
た
（
九
節
前
半
。「
先
決
判
断
」（
ⅱ
））
点
で

評
価
さ
れ
て
い
る
。Cavel

Ⅱ

事
件
に
至
っ
て
初
め
て
、「
付
随
的
請
求
」
た
る
保
全
命
令
申
請
へ
の
条
約
適
用
如
何
が
、「
主
請
求
」

と
は
独
立
し
て
検
討
さ
れ
う
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た（

（（
（

。

た
だ
し
、Cavel

Ⅰ

事
件
コ
メ
ン
ト
で
触
れ
た
よ
う
に
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
が
付
随
的
請
求
へ
の
条
約
の
適
用
の
有
無
の
判
断

基
準
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（�Cavel

Ⅰ

第
八
節
後
半
。
こ
れ
を
〔
基
準
Ⅰ
〕
と
呼
ぶ
）。
以
下
、Cavel

Ⅱ

事
件
で
示

さ
れ
た
〔
基
準
Ⅱ
〕
と�Cavel

Ⅰ

事
件
で
示
さ
れ
た
〔
基
準
Ⅰ
〕
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
だ
け
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
で
示
さ
れ
た
判
断
基
準
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
基
準
Ⅰ
〕
保
全
措
置
は
多
様
な
権
利
を
保
全
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
措
置
が
条
約
の
（
事
項
的
）
適
用
範

囲
内
に
入
る
か
ど
う
か
は
、
保
全
措
置
自
体
の
性
質
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
当
該
措
置
が
保
全
す
る
権
利
の
性
質
に
よ
る
（�A

s�

provisional�protective�m
easures�relating�to�property

…
…can�serve�to�safeguard�a�variety�of�rights,�their�inclusion�

in�the�scope�of�the�Convention�is�determ
ined�not�by�their�ow

n�nature�but� by�the�nature�of�the�rights�w
hich�they�

serve�to�protect�

）（�Cavel

Ⅰ

第
八
節
〔
傍
線
は
筆
者
〕）。

し
か
し
、
こ
の
基
準
は
問
題
視
さ
れ（

（（
（

、
な
い
し
は
批
判（

（（
（

を
受
け
て
い
た
。

他
方
、Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
の
基
準
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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〔
基
準
Ⅱ
〕
付
随
的
請
求
は
、
付
随
的
請
求
の
係
争
事
項
次
第
で
条
約
の
適
用
範
囲
に
入
る
の
で
あ
っ
て
、
主
請
求
の
係
争
事
項

に
よ
っ
て
（
条
約
の
適
用
如
何
が
決
ま
る
わ
け
）
で
は
な
い
（�A

ncillary�claim
s�accordingly�com

e�w
ithin�the�scope�of�the�

Convention�according�to� the�subject-m
atter�w

ith�w
hich�they�are�concerned�and�not�according�to�the�subject-

m
atter�involved�in�the�principal�claim

;�suivant�la�m
atière�qu ,elles�concernent�et�non�suivant� la�m

atière�dont�

relève�la�dem
ande�principale

）（�Cavel

Ⅱ

第
九
節
〔
傍
線
は
筆
者
〕）。

こ
の
二
つ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、〔
基
準
Ⅱ
〕
が
付
随
請
求
の
主
請
求
か
ら
の
独
立
性
を
肯
定
す
る
の
に
対
し
、〔
基
準
Ⅰ
〕
は
そ
の

独
立
性
を
否
定
し
て
い
る
と
し
て
、
批
判
す
る
論
者
も
あ
る
。
し
か
し
、〔
基
準
Ⅰ
〕
は
、
少
な
く
と
も
英
国
政
府
が
意
見
書
で
提
言

し
た
〔
基
準
Ⅳ
〕
と
は
異
な
る
。
と
い
う
の
は
、〔
基
準
Ⅰ
〕
は
〔
基
準
Ⅳ
〕
と
異
な
り
、
現
に
存
在
す
る
主
手
続
と
手
続
的
に
一
体

と
し
て
保
全
命
令
が
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、〔
基
準
Ⅰ
〕
と
〔
基
準
Ⅱ
〕
と
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
興
味
深
い
の
は
、Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
が
〔
基
準
Ⅰ
〕

を
次
の
よ
う
に
読
み
替
え
つ
つ
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
の
結
論
の
妥
当
性
を
示
唆
し
て
い
る（

（（
（

こ
と
で
あ
る
（
こ
の
読
み
替
え
ら
れ

た
基
準
を
〔
基
準
Ⅲ
〕
と
呼
ぶ
）。

〔
基
準
Ⅲ
〕　

保
全
措
置
の
付
随
的
性
質
の
た
め
で
は
な
く
、
保
全
措
置
の
機
能
（
目
的
）
に
鑑
み
て
（�having�regard�to�its�

true�function;�par�son�objet�propre�

）
離
婚
手
続
係
属
中
の
財
産
保
全
申
請
が
夫
婦
の
婚
姻
関
係
か
ら
生
じ
る
財
産
権
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
条
約
の
適
用
を
受
け
な
い
。

こ
う
し
て
、
保
全
命
令
の
執
行
許
可
を
請
求
さ
れ
た
締
約
国
が
条
約
第
三
編
の
適
用
の
有
無
を
如
何
に
判
断
す
る
べ
き
か
と
い
う
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問
題
に
つ
き
、Cavel

Ⅱ

事
件
で
明
確
に
否
定
さ
れ
た
〔
基
準
Ⅳ
〕
は
除
い
て
も
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
三
通
り
の
言
い
方
で

基
準
が
提
示
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
は
同
一
視
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。〔
基
準
Ⅰ
〕
と
〔
基
準
Ⅲ
〕
と
を
比

べ
る
と
、
文
言
上
は
「
保
全
措
置
の
機
能
（
目
的
）（
基
準
Ⅲ
）」
の
方
が
「
保
全
措
置
の
被
保
全
権
利
（
基
準
Ⅰ
）」
よ
り
も
広
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、
厳
密
に
文
言
を
適
用
す
れ
ば
、
具
体
的
に
異
な
る
結
論
に
至
る
こ
と
は
あ
り
え
そ
う
で
あ
る
。
が
、Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
は
こ
れ
ら
を
同
じ
趣
旨
の
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断

に
対
し
て
は
強
い
批
判
が
あ
っ
た
た
め
に
、Cavel

Ⅱ
事
件
先
決
判
断
で
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
に
お
け
る
〔
基
準
Ⅰ
〕
が
新
た
に

〔
基
準
Ⅲ
〕
の
形
で
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

後
の
先
決
判
断
に
お
い
て
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、〔
基
準
Ⅲ
〕
よ
り�Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
の
示
し
た
〔
基
準
Ⅰ
〕
を
引
用

な
い
し
参
照
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ（

（（
（

る（
（（
（

。

（
（
）　C

.H
.W

. v. G
.J.H

. 

事
件（

（（
（

 

　
　
　

～
夫
に
よ
る
妻
の
財
産
管
理
に
関
す
る
手
続
に
付
随
す
る
保
全
措
置
と
条
約
一
条
二
項
一
号

〔
事
案
〕

本
件
当
事
者
の
W
夫
人
と
H
氏
（
共
に
オ
ラ
ン
ダ
国
籍
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
）
は
、
両
者
間
の
損
益
を
共
通
の
も
の
と
す
る
（�for�a�

com
m
unity�of�profit�and�loss�betw

een�them
�

）
夫
婦
財
産
契
約
を
結
ん
で
一
九
七
二
年
か
ら
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
が
、
オ
ラ
ン

ダ
で
離
婚
手
続
を
開
始
し
て
い
る
。
一
九
七
八
年
九
月
、
W
夫
人
は
、
夫
人
の
個
人
財
産
を
H
氏
が
無
断
で
不
適
当
に
運
用
し
た
た
め

に
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
地
方
裁
判
所
に
H
氏
を
相
手
ど
っ
て
損
害
賠
償
請
求
等
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
（「
主

手
続
」）。



（（3 欧州司法裁判所による保全命令関連判断

と
こ
ろ
で
、
従
前
、
H
氏
は
「
遺
言
補
足
書
（� ,,Codicil�G.J.H

. ,,�

）」
と
題
す
る
文
書
（
以
下
、「
本
件
文
書
」）
を
作
成
し
て
夫
婦

の
ス
イ
ス
に
あ
る
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
金
庫
に
保
管
し
て
い
た
。
が
、
本
件
文
書
は
、
一
九
七
八
年
七
月
、
H
氏
の
留
守
中
に
W
夫
人

に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
、
夫
人
の
弁
護
士
の
手
に
渡
っ
て
い
る
。
H
氏
は
本
件
文
書
中
で
、
自
ら
が
夫
人
の
財
産
を
無
断
で
管
理
し
た

結
果
と
し
て
損
害
が
生
じ
た
こ
と
等
を
記
し
て
い
た
。

一
九
七
八
年
一
〇
月
一
八
日
、
H
氏
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
地
方
裁
判
所
長
に
対
し
、
本
件
文
書
を
自
ら
の
弁
護
士
に
引
き
渡
す
こ

と
、
お
よ
び
、
そ
の
写
し
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
破
棄
し
、
本
件
文
書
を
如
何
な
る
手
続
き
に
お
い
て
も
如
何
な
る
形
で
も
W
夫
人
に
使
用

さ
せ
な
い
よ
う
命
じ
る
暫
定
措
置
（
中
間
的
救
済�interlocutory�relief�

）
を
申
請
し
た
（「
付
随
的
手
続
」）。
こ
の
申
立
て
に
対
し
、

W
夫
人
は
主
に
そ
の
裁
判
管
轄
を
争
い
、最
終
的
に
事
件
は
オ
ラ
ン
ダ
最
高
裁
判
所
（�H

oge�Raad�

）
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
裁
判
所
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
地
方
裁
判
所
長
が
暫
定
措
置
を
命
じ
る
裁
判
管
轄
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め

に
は
条
約
の
適
用
の
有
無
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
、
条
約
の
規
定
に
関
す
る
四
つ
の
解
釈
問
題

に
つ
い
て
の
先
決
判
断
を
求
め
た
（
質
問
一
と
四
は
省
略
。
そ
の
他
、
概
略
、
以
下
の
と
お
り
）。

（
質
問
二
）　

本
件
保
全
申
立
て
が
、「
遺
言
補
足
書
（�codicil�

）」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
夫
の
告
白
（�declarations�

）
が
別
の
法
的

手
続
（
夫
が
妻
の
財
産
を
許
可
な
く
又
は
不
適
切
に
管
理
し
て
妻
に
損
失
を
負
わ
せ
た
と
し
て
、
夫
の
妻
に
対
す
る
債
務
の
存
在
が
争

わ
れ
て
い
る
）
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
夫
に
よ
る
当
該
財
産
管
理
が
夫
婦
関
係
か
ら
直
接
に
生
じ
る
財
産

関
係
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
場
合
、
条
約
一
条
二
項
一
号
に
よ
っ
て
本
件
保
全
申
立
て
は
条
約
の
適
用
を
受
け

な
い
と
解
さ
れ
る
か
。

（
質
問
三
）　

条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
の
概
念
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
民
事
訴
訟
法
典
第
一
編
一
三
部
一
八
節
が
規
定
す
る
迅
速
手
続
に
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よ
る
中
間
的
救
済
の
申
立
て
も
含
ま
れ
る
か
〔
質
問
三
前
半
〕。
そ
の
救
済
が
オ
ラ
ン
ダ
で
係
属
し
て
い
る
他
の
手
続
と
の
関
連
で
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
〔
質
問
三
前
半
に
対
す
る
〕
回
答
に
影
響
を
与
え
る
か
。

〔
先
決
判
断
〕

（
ⅰ
）　
（
質
問
二
に
対
す
る
回
答
と
し
て
）

夫
に
よ
る
妻
の
財
産
管
理
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
証
拠
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
文
書
の
引
渡
し
確
保

の
暫
定
措
置
申
立
て
は
、
夫
に
よ
る
当
該
財
産
管
理
が
夫
婦
関
係
か
ら
直
接
生
じ
る
財
産
関
係
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
場
合
、
条
約

の
適
用
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
い
。

（
ⅱ
）　
（
質
問
三
に
対
す
る
回
答
と
し
て
）

条
約
の
適
用
範
囲
外
の
事
項
に
関
す
る
保
全
措
置
を
条
約
の
適
用
範
囲
に
引
き
入
れ
る
た
め
に
、
条
約
二
四
条
に
依
拠
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

（
3.（
）　

条
約
一
条
二
項
一
号
や
条
約
二
四
条
に
関
す
る
解
釈
部
分
は
従
前
の
先
決
判
断
を
繰
り
返
す
の
み
で
特
に
新
し
い
判
断
は
見

当
た
ら
な
い（

（（
（

。

ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
の
質
問
二
へ
の
回
答
で
は
、
保
全
命
令
申
立
て
へ
の
条
約
一
条
二
項
の
適
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
先
例
た

る�Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
と�Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
と
が
異
な
っ
た
言
い
回
し
（〔
基
準
Ⅰ
〕〔
基
準
Ⅱ（

（（
（

〕）
を
用
い
て
い
た
た
め
、

両
者
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
件
先
決
判
断
は
一
般
的
な
形
で
は
新
た
に
基
準
を
提
示
し
て
お
ら
ず
、
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Cavel�

事
件
先
決
判
断
を
明
確
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

本
件
で
も�Cavel�

事
件
と
同
様
、
当
事
者
間
に
は
夫
婦
関
係
が
存
在
し
た
が
、
既
に
離
婚
手
続
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、Cavel�

事
件
で
は
、
保
全
手
続
と
の
関
係
で
の
「
主
手
続
」
が
離
婚
手
続
で
あ
っ
た
が
、
本
件
で
は
、
文
書
（「
遺
言
補
足
書

（�codicil�
）」）
に
つ
い
て
の
保
全
手
続
と
の
関
係
で
直
接
の
「
主
手
続
」
に
当
た
る
の
は
、
夫
に
よ
る
妻
の
財
産
管
理
に
関
し
て
提

起
さ
れ
た
手
続
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
先
決
判
断（

（（
（

は
、
夫
に
よ
る
妻
の
財
産
管
理
が
「
夫
婦
関
係
か
ら
直
接
に
生
じ
る
夫
婦
間
の
財

産
関
係
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
」
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、「
保
全
措
置
申
立
て
は
…
…
そ
の
付
随
的
性
質
の
た
め
に
（�because�

of�its�ancillary�nature;�en�raison�de�son�caractère�accessoire�

）」、
や
は
り
「
夫
婦
関
係
か
ら
直
接
生
じ
る
財
産
的
権
利
と

関
連
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
、Cavel

Ⅱ

事
件
に
お
け
る
前
述
の
〔
基
準
Ⅲ
〕
に
拠
る
な

ら
ば
、
保
全
措
置
の
機
能
（
目
的
）
に
鑑
み
て
（�having�regard�to�its�true�function;�par�son�objet�propre�

）
事
項
的
適
用
範

囲
外
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
先
例
た
る�Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
と
厳
密
に
は
整
合
し
て
い
な
い
、
と
批
判（

（（
（

さ
れ
て

い
る
。

（
3.（
）　

さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
の
質
問
三
に
対
し
て
は
、Cavel

Ⅰ

事
件
（
先
決
判
断
第
九
節
）
の
解
釈
を
確
認
す
る
の
み
で

質
問
に
対
し
て
正
面
か
ら
回
答
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
が
質
問
三
で
知
り
た
か
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
民
事
訴
訟
法
典
上
の
迅
速
手
続
き
に
よ
る
暫
定
的
緊
急
措
置
申
立

て
が
条
約
二
四
条
の
規
定
す
る
保
全
措
置
申
立
て
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
、
な
い
し
は
、
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
概
念
に
つ
い
て
、

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
条
約
二
四
条
が
、
そ
の
文
言
が
示
す
よ
う
に
、
保
全
命
令
管
轄
に
つ
い
て
も
保
全
措
置
の
種

類
・
内
容
に
つ
い
て
も
そ
の
規
律
を
各
締
約
国
法
に
完
全
に
一
任
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
法
が
規
定
す
る
暫

定
的
緊
急
措
置
を
条
約
二
四
条
の
措
置
と
認
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
他
方
、
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
概
念
が
共
同
体
的
・
自
律
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的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
概
念
の
定
義
次
第
で
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
上
の
暫
定
措
置
が
条
約
二
四
条
の
措
置
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
う
る
。
特
に
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
二
八
九
条
以
下
に
基
づ
く
仮
処
分
命
令
は
本
案
判
断
を
先
取
り
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
た

め
、
も
し
、
条
約
二
四
条
の
措
置
は
本
案
判
断
を
先
取
り
す
る
も
の
で
な
い
（�la�m

esure�n ,anticipe�pas�la�décision�au�fond�

）

こ
と
が
共
同
体
的
定
義
と
し
て
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
二
八
九
条
以
下
に
基
づ
く
措
置
に
は
条
約
二
四
条
を
適

用
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る（

（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
概
念
解
釈
は�C.H

.W
.�v.�G.J.H

.�

事
件
で
は
示
さ
れ
ず
、
後
の
先
決
判
断
を
待
つ

こ
と
に
な
っ
た
。

（
（
）　D

enilauler 

事
件（

（（
（

　

　
　
　

～
域
外
的
仮
差
押
（
承
認
・
執
行
）
ケ
ー
ス

〔
事
案（

（（
（

〕

一
九
七
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
会
社�Couchet�frères�
は
、
そ
の
顧
客
で
あ
る
ド
イ
ツ
会
社
（�une�m

aison�allem
ande�

）D
enilauler

に
対
す
る
支
払
請
求
の
訴
え
を
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
（�le�T

ribunal�de�grande�instance�de�M
ontbrison�

）
に
提
起
し
た
。
そ
の

裁
判
所
の
所
長
は
、
一
九
七
九
年
二
月
七
日
、
債
務
者�D

enilauler�
へ
の
通
知
を
し
な
い
ま
ま
債
権
者
で
あ
る�Couchet�frères�

の

申
立
て
に
基
い
て
、
一
三
〇
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
と
評
価
さ
れ
る�Couchet�frères�

の
債
権
を
保
全
す
る
た
め
に�D

enilauler�

が
ド

イ
ツ
銀
行
（�filliale�d ,une�banque�française�

）
に
開
設
し
て
い
た
口
座
を
仮
に
差
押
さ
え
る
（�saisie-arr

（
（（
（êt�

）
こ
と
を
許
可

し
た
。Couchet�frères�

は
こ
の
措
置
の
執
行
命
令
を
ド
イ
ツ
に
お
い
て
求
め
、
ド
イ
ツ
地
方
裁
判
所
所
長
（�le�président�de�
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Landgericht�de�W

iesbaden�

）
は
一
九
七
九
年
三
月
二
三
日
に
執
行
命
令
（�exequatur�

）
を
付
与
し
、
三
月
二
八
日
に
差
押
え
が

執
行
さ
れ
た
。
銀
行
口
座
を
差
押
さ
え
ら
れ
た
の
に
驚
い
た�D

enilauler�

は
、
不
服
申
立
て
（
条
約
三
六
条
）
を
行
い
、
仮
差
押
え

の
申
立
て
も
仮
差
押
え
を
認
め
る
裁
判
も
、
債
務
者�D

enilauler�

に
対
し
て
は
通
知
さ
れ
ず
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
条
約
二
七
条
二

号
、
四
六
条
二
号
、
四
七
条
一
号
の
要
請
に
反
す
る
の
で
ド
イ
ツ
で
の
執
行
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。

Francfort-sur-le�M
ain�

上
級
地
方
裁
判
所
（�O

berlandesgericht�

）
は
、
条
約
二
四
条
、
二
七
条
二
号（

（（
（

、
三
四
条
二
号
、
三
六

条
一
項
、
四
六
条
二
号（

（（
（

、
四
七
条
一
号（

（（
（

な
ど
の
解
釈
に
つ
き
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
行
判
断
を
求
め
た
。
ド
イ
ツ
裁
判
所
が
挙
げ
た

四
つ
の
解
釈
問
題
の
う
ち
、
第
一
・
第
二
の
問
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

（
a
）　

条
約
二
七
条
二
号
及
び
四
六
条
二
号
は
、
相
手
方
当
事
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
な
く
保
全
措
置
が
許
可
さ
れ
る
手
続
を

も
対
象
と
し
て
い
る
か
。

（
b
）　

条
約
四
七
条
一
号
は
、
執
行
請
求
の
対
象
と
な
る
裁
判
が
暫
定
的
な
保
全
措
置
の
た
め
の
裁
判（

（（
（

で
あ
る
と
き
も
、
執
行
請
求

を
行
う
当
事
者
は
そ
の
裁
判
が
送
達
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
な
文
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

〔
先
決
判
断
（
重
要
部
分
）〕

（
ⅰ
）　

求
め
ら
れ
て
い
る
措
置
を
命
じ
る
か
否
か
を
決
す
る
基
礎
と
な
る
状
況
評
価
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
許
可
さ
れ
る
措
置
の
暫

定
性
・
保
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
申
立
人
が
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
式
・
条
件（

（（
（

を
定
め
た
り
、
と
い
う
こ
と
を
よ
り
良
く
行
い

う
る
の
は
、
明
ら
か
に
、
財
産
所
在
地
裁
判
所
、
な
い
し
は
、
財
産
が
所
在
す
る
締
約
国
の
裁
判
所
で
あ
る
。（
一
六
節
）

（
ⅱ
）　

保
全
措
置
を
許
可
す
る
司
法
判
断
は
、
そ
の
名
宛
人
で
あ
る
当
事
者
を
召
喚
せ
ず
に
判
断
さ
れ
、
そ
し
て
、
予
め
通
知
す
る

こ
と
な
く
執
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
、
条
約
第
三
編
に
規
定
さ
れ
る
承
認
・
執
行
シ
ス
テ
ム
の
恩
恵
を
受
け
な
い
。（
一
八
節
）
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〔
コ
メ
ン
ト
〕

債
務
者
に
対
し
て
手
続
き
開
始
を
知
ら
せ
る
送
達
を
行
わ
ず
、
し
た
が
っ
て
審
尋
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
債
権
者
側
の
申
立

て
の
み
に
基
づ
い
て
（
対
審
的
で
な
く
一
方
的
に
）
保
全
措
置
を
と
る
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
で
許
可
さ
れ
、
そ
の
裁
判
が
債
務
者
に
送
達

さ
れ
な
い
ま
ま
ド
イ
ツ
で
執
行
許
可
請
求
が
な
さ
れ
た
本
件
で
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
保
全
措
置
は
条
約
上
の
簡
易
承

認
手
続
き
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
、
と
判
断
し
た
。

ま
ず
、
本
件
先
決
判
断
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
三
点
あ
る
。

第
一
は
、
そ
も
そ
も
領
域
外
的
な
保
全
措
置
を
と
る
こ
と
が
条
約
上
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
本
件
で
は
フ
ラ
ン
ス
の

裁
判
機
関
が
フ
ラ
ン
ス
の
領
域
外
に
所
在
す
る
財
産
に
対
す
る
保
全
措
置
を
許
可
し
た
事
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
欧
州
司
法
裁
判
所

は
そ
の
よ
う
な
域
外
保
全
自
体
が
条
約
と
の
関
係
で
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
は
し
て
い
な
い（

（（
（

。

第
二
に
、
保
全
命
令
管
轄
と
い
う
観
点
か
ら
の
財
産
所
在
地
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
判
示
で
あ
る
。
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
保
全

措
置
の
対
象
と
な
る
財
産
所
在
地
の
裁
判
所
が
そ
の
措
置
の
発
令
如
何
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
状
況
評
価
を
よ
り
良
く
行
い

得
る
こ
と
を
明
確
に
認
め
て
い
る（

（（
（

（
一
六
節
）。

第
三
に
、
保
全
措
置
の
「
保
全
措
置
た
る
性
格
」
を
確
保
す
る
た
め
に
保
全
裁
判
所
が
吟
味
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
、
こ
と
を
前
提
に

し
た
判
示
（
一
六
節
）
も
注
目
さ
れ
る
。
本
件
に
お
け
る
仮
差
押
命
令
の
よ
う
な
類
型
は
、
純
粋
に
保
全
措
置
と
い
え
る
タ
イ
プ
で
あ

る
が
、
後
の�V

an�U
den�

事
件
に
お
け
る
仮
払
命
令
の
よ
う
に
、
締
約
国
法
上
の
保
全
措
置
の
中
に
は
、
本
案
判
決
に
近
い
も
の
も

存
在
す
る
。
そ
し
て
、
条
約
は
手
続
に
関
す
る
各
締
約
国
法
の
統
一
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
の
で
、
締
約
国
法
上
、
い
か
な
る
措
置

が
保
全
措
置
と
さ
れ
、
い
か
な
る
発
令
要
件
が
課
さ
れ
る
の
か
は
条
約
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
条
約
二
四
条
が
、
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「
本
案
」
管
轄
と
区
別
し
て
「
保
全
」
命
令
管
轄
を
全
て
の
締
約
国
と
の
関
係
で
定
め
る
以
上
、
二
四
条
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

条
約
が
想
定
す
る
「
保
全
」
性
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
先
決
判
断
の
「
保
全
措
置
た
る
性
格
」
に
関
す
る
判
示
は
、
後
に

V
an�U

den�

事
件
先
決
判
断
が
示
す
こ
と
に
な
る
「
保
全
措
置
」
概
念
の
制
限
の
前
提
と
な
る
論
理
を
示
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
件
に
つ
い
て
の
評
釈
を
見
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
府
の
意
見
に
概
ね
従
っ
た
先
決
判
断
に
な
っ
て
い
る
点
は
さ
て
お

き
、M

ezg
（
（（
（er�

は
基
本
的
に
欧
州
司
法
裁
判
所
の
解
釈
に
好
意
的
で
あ
る
。
本
件
判
断
に
従
う
と
仮
差
押
タ
イ
プ
の
保
全
措
置
に
対
し

て
は
条
約
三
編
の
簡
略
化
さ
れ
た
承
認
手
続
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
が
、
そ
の
帰
結
は
許
容
さ
れ
る
と
い
う
。
な

ぜ
な
ら
、
①
保
全
措
置
の
対
象
財
産
所
在
地
で
保
全
命
令
が
発
令
さ
れ
る
限
り
、
執
行
命
令
を
得
る
必
要
は
な
く
、
②
財
産
所
在
地
国

以
外
で
保
全
命
令
が
発
令
さ
れ
、
外
国
で
執
行
命
令
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
そ
も
そ
も
保
全
措
置
を
と
る
意
義
に

欠
け
、
③
（
過
剰
管
轄
と
さ
れ
る
管
轄
原
因
に
基
づ
い
て
裁
判
所
が
保
全
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
を
条
約
は
禁
止
し
て
い
な
い
た
め
）

過
剰
管
轄
と
防
御
権
の
不
存
在
と
が
結
び
つ
い
て
し
ま
う
と
耐
え
難
い
こ
と
に
な
る
、
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、M

ezger�

に
よ
る
と
、
本
件
欧
州
司
法
裁
判
所
判
断
の
真
の
理
由
づ
け
は
、
①
各
締
約
国
保
全
措
置
間
で
の
差
異
の
存
在

と
②
執
行
管
轄
が
執
行
地
国
に
専
属
す
る
こ
と
、
に
見
出
せ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
保
全
措
置
の
内
容
は
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と

こ
ろ
、
発
令
は
発
令
国
法
の
内
容
で
な
さ
れ
、
執
行
は
執
行
地
国
法
に
よ
る
。
ド
イ
ツ
の
仮
差
押
は
、
そ
の
効
果
と
し
て
差
押
債
権
者

に
特
別
な
権
利
（�privilège�

）
を
与
え
る
が
、フ
ラ
ン
ス
の
仮
差
押
は
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
な
い（

（（
（

。
措
置
の
性
格
の
鋭
利
さ
次
第

で
裁
判
所
の
対
応
に
は
違
い
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
不
意
打
ち
に
よ
る
仮
差
押
は
本
案
判
決
よ
り
も
む
し
ろ
強
制
執
行

に
近
い（

（（
（

。
そ
し
て
、
強
制
執
行
は
条
約
一
六
条
五
項
が
規
定
す
る
よ
う
に
執
行
地
国
の
専
属
管
轄
が
妥
当
す
る
領
域
で
あ
る
か
ら
、
執

行
地
国
以
外
の
国
の
裁
判
所
の
命
令
の
承
認
は
否
定
さ
れ
る
の
が
道
理
な
の
で
あ
る（

（（
（

、
と
い
う
。

ま
た
、
た
と
え
条
約
上
の
承
認
手
続
き
の
利
益
を
享
受
で
き
な
い
ま
で
も
、
一
方
的
手
続
き
に
よ
っ
て
仮
差
押
を
許
可
す
る
こ
と
自
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体
が
禁
止
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
以
外
の
例
え
ば
個
別
の
二
国
間
条
約
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
う
る
こ
と
も
あ
ろ

う
し
、
発
令
国
に
自
ら
の
命
令
の
実
効
性
を
担
保
す
る
制
度（

（（
（

が
あ
れ
ば
、
執
行
地
国
の
承
認
を
得
る
ま
で
も
な
く
あ
る
程
度
の
保
全
の

実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
い
か
な
る
判
決
・
命
令
で
あ
ろ
う
と
も
締
約
国
裁
判
所
に
よ
る
発
令
で
あ

る
か
ぎ
り
他
の
締
約
国
で
も
条
約
上
の
簡
易
承
認
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
承
認
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
、
条
約
シ
ス
テ
ム
全
体
に
対
す
る

不
信
を
生
む
お
そ
れ
す
ら
あ
る
。

さ
ら
に
、M

ezger�

の
評
釈
の
立
場
を
押
し
進
め
て
、
本
件
の
欧
州
司
法
裁
判
所
の
解
釈
を
、
事
実
上
、
仮
差
押
が
条
約
一
六
条
五

項
の
領
域
に
属
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
だ
と
理
解（

（（
（

す
る
論
者
も
あ
る（

（（
（

。
仮
差
押
の
実
務
は
債
権
者
の
一
方
的
申
立
て
に
よ

る
発
令
が
通
常
の
形
態
で
あ
る
と
こ
ろ
、
一
方
的
申
立
て
に
よ
る
仮
差
押
が
条
約
上
の
承
認
ル
ー
ト
に
乗
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
事
実

上
、
仮
差
押
は
そ
の
執
行
地
国
で
申
し
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
仮
差
押
命
令
が
一
六
条
五
項

の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。

し
か
し
他
方
で
、M

ezger�

と
は
逆
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
本
件
判
断
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
立
場
も
あ
る（

（（
（

。
こ
の
立
場
の
批

判
は
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
本
件
判
断
の
よ
う
に
対
審
手
続
を
経
ず
し
て
発
令
さ
れ
た
保
全
命
令
か
ら
条
約
第
三
編
の
恩
恵
を
奪
う
な
ら
ば
、
債
権

者
が
本
案
管
轄
裁
判
所
に
保
全
申
立
て
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
保
全
命
令
申
立
人
に
本
案
管
轄
裁
判
所
以

外
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
与
え
て
い
る
条
約
二
四
条
の
趣
旨
と
異
な
り
、
む
し
ろ
本
案
管
轄
裁
判
所
以
外
へ
の
申
立
て
を
強
制
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
四
条
の
性
質
を
変
容
さ
せ
て
い
る
。

第
二
に
、
本
件
先
決
判
断
は
、
債
務
者
や
債
務
者
側
の
第
三
者
の
利
益
を
優
先
さ
せ
て
、
債
権
者
側
の
取
引
上
の
信
頼
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
い
る
。
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た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
る
の
は
、
本
件
先
決
判
断
の
特
に
第
一
五
節
及
び
一
六
節
に
お
け
る
判
示
が
、
全
て
の
類
型

の
保
全
措
置
に
つ
い
て
一
般
的
か
つ
全
面
的
に
該
当
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
特
定
財
産

0

0

0

0

に
対
し
て

0

0

0

0

直
接
的
・
物
的
に
効
力
を
及
ぼ
す
タ
イ
プ
の
保
全
措
置
を
求
め
る
場
合
で
、
か
つ
、
対
審
手
続
を
経
な
い
で
一
方
的
申
立
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て

0

0

0

0

保
全
が
許
可
さ
れ
る
場
合
は
、
域
外
的
発
令
が
本
件
判
断
に
よ
っ
て
条
約
上
不
可
能
に
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。

し
か
し
、
域
外
的
な
資
産
凍
結
命
令
が
一
般
的
に
条
約
上
承
認
・
執
行
さ
れ
得
な
い
と
判
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

債
務
者
の
手
続
権
が
保
障
さ
れ
る
限
り
、
領
域
外
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
命
令（

（（
（

で
あ
っ
て
も
条
約
第
三
編
の
対
象
と
な
る
可
能
性
は

残
っ
て
い
る
（
特
に
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
に
よ
る
発
令
の
場
合（

（（
（

）。

（
（
）　R

eichert
Ⅱ

事
件（

（（
（

　
　
　

～
「
保
全
措
置
」
の
共
同
体
的
・
自
律
的
定
義

〔
事
案
〕

ド
イ
ツ
在
住
の�Reichert�

夫
妻
が
そ
の
所
有
す
る
不
動
産
（
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
）
を
息
子
に
譲
渡
し
た
と
こ
ろ
、
夫
妻
の
債
権
者

で
あ
る�D

resdner�Bank�

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
一
六
七
条
（�action�pauli

（
（（
（ne�

の
規
定
）
を
根
拠
と
し
て

詐
害
行
為
取
消
の
訴
え
を
提
起
し
た
。

第
一
審
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
一
六
条
一
項（

（（
（

に
基
づ
き
自
ら
の
管
轄
を
肯
定
。
控
訴
院�Cour�d ,A

ppel�d ,A
ix-en-Provence�

は
、

欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
、
ま
ず
、
本
件
事
案
の
下
で
条
約
一
六
条
一
項
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か（

（（
（

、
さ
ら
に
、
同
様
に
条
約
五
条

三
項
、
一
六
条
五
項
、
二
四
条
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
先
決
判
断
を
求
め
た
。
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〔
先
決
判
断
〕　

略

〔
コ
メ
ン
ト
〕

本
件
事
案
の
債
権
者
・
債
務
者
、
さ
ら
に
「
詐
害
行
為
」
の
受
益
者
も
全
て
ド
イ
ツ
に
住
所
を
有
し
て
い
る
。
が
、
債
権
者
の

D
resdner�Bank�

は
本
件
事
案
に
つ
き
ド
イ
ツ
で
裁
判
を
す
る
と
ド
イ
ツ
法
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
懸
命
に
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
を
根
拠
づ
け
、
訴
え
を
提
起
し
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
か
ら

先
決
判
断
を
求
め
ら
れ
た
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
ま
ず�Reicher

Ⅰ

事
件
で
、
詐
害
行
為
取
消
の
対
象
が
フ
ラ
ン
ス
所
在
不
動
産
の
譲

渡
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
条
約
一
六
条
一
項
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
、
次
に�Reicher

Ⅱ

事
件
（
本
件
）
で
、
条
約
五
条
三
項
・
一
六

条
五
項
・
二
四
条
の
ど
れ
も
、
詐
害
行
為
取
消
の
訴
え
（�l ,action�paulienne�

）
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
以
下
で
は
、
本

稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
上
、
二
四
条
に
関
す
る
部
分
を
中
心
に
検
討
す
る
。

本
件
先
決
判
断
の
条
約
二
四
条
に
関
す
る
判
示
で
特
に
重
要
な
の
は
、
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
に
つ
き
条
約
上
の
（
自
律
的
）

定
義
を
示
し
た
点
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
定
義
を
立
て
ず
と
も
、
簡
単
に
、l ,action�paulienne�

の
訴
え
は
、
た
と
え
そ
れ
が
債
権
の

引
き
当
て
と
な
る
債
務
者
財
産
の
保
全
と
い
う
目
的
を
持
つ
と
し
て
も
、「
本
案
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た（

（（
（

。
実
際
、
条
約
二
四
条
は
、
そ
の
文
言
上
か
ら
も
明
ら
か
に
「
本
案
」
の
訴
え
と

「
保
全
」
申
立
て
と
を
区
別
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
か
ら
の
問
い
に
回
答
す
る
た
め
に
は
、l ,action�

paulienne�

が
「
本
案
」
の
訴
え
で
あ
る
と
言
え
さ
え
す
れ
ば（

（（
（

、
必
ず
し
も
保
全
措
置
の
定
義
を
立
て
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
あ
え
て
定
義
を
示
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

す
な
わ
ち
、
定
義
と
し
て
、
二
四
条
に
お
け
る
「
保
全
措
置
」
と
は
、
①
条
約
の
適
用
領
域
に
属
す
る
事
項
に
つ
き
、
②
別
途
、

本
案
裁
判
所
で
確
認
を
求
め
る
権
利
を
保
全
す
る
た
め
に
（�so�as�to�safeguard�rights�the�recognition�of�w

hich�is�sought�
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here;�afin�de�sauvegarder�des�driots�dont�la�reconnaissance�est�par�ailleurs�dem
andée�au�juge�au�fond�

）、

③
事
実
的
・
法
的
状
況
の
維
持
を
図
る
措
置
（�intended�to�preserve�a�factual�or�legal�situation;�destinées�à�m

aintenir�

une�situation�de�fait�ou�de�droit�

）、
で
あ
る
（
三
四
節
）
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る�action�pauline�

の

よ
う
な
訴
訟
は
、「
事
実
的
・
法
的
状
況
の
維
持
を
図
る
」
の
で
は
な
く
、
債
務
者
の
詐
害
的
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
り
債
務
者

や
受
益
者
の
財
産
に
関
す
る
「
法
的
状
況
を
変
更
」
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な
い

（
三
五
節
）、
と
結
論
づ
け
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
で
は
、
本
件
先
決
判
断
が
二
四
条
の
措
置
を
定
義
す
る
（
三
四
節
）
に
至
る
論
理
展
開
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
先
決
判
断

第
三
二
節
で
は
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
の
第
八
節
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
第
八
節
は
、
前
述
の
よ
う
に（

（（
（

、
あ
る
保
全
措
置
が
条

約
の
事
項
的
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
（〔
基
準
Ⅰ
〕）
を
示
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に�Cavel

Ⅰ

事
件
先

決
判
断
第
八
節
が
参
照
さ
れ
た
の
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
説
で
は
、
二
四
条
管
轄
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
て

制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
、
と
さ
れ（

（（
（

る（
（（
（

。

次
に
、
本
件
先
決
判
断
第
三
三
節
は
、D

enilauler�

事
件
（
一
五
・
一
六
節
）
を
参
照
し
、「
二
四
条
の
措
置
に
関
し
て
は
、
措
置
に

関
し
て
命
令
を
下
す
の
に
必
要
な
、
そ
し
て
、
措
置
の
暫
定
性
や
保
全
的
性
格
を
確
保
す
る
た
め
の
態
様
や
条
件
を
決
す
る
の
に
必

要
な
具
体
的
事
情
の
十
分
な
周
知
や
個
別
事
情
へ
の
配
慮
を
な
し
う
る
よ
う
に
、
特
別
な
枠
組
み
（�régim

e�spécial�

）
が
考
案
さ
れ

た
」、
と
要
約
す
る
。
こ
の�D

enilauler�

事
件
の
参
照
で
も
、
や
は
り
二
四
条
が
「
特
別
な
枠
組
み
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
向
け
ら

れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
条
約
二
四
条
が
「
例
外
的
」
で
あ
り
「
特
別
な
枠
組
み
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
件
先
決
判
断
の
保
全
措
置
の
定

義
は
か
な
り
制
限
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、
本
件
先
決
判
断
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
詐
害
行
為
取
消
権
は
「
法
的
状
況
を
変
更
」
す
る

も
の
な
の
で
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
結
論
づ
け
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
法
的
状
況
の
変
更
」
が
あ
る
場



（（4神　戸　法　学　雑　誌　��58巻 （ 号

合
は
常
に
「
保
全
措
置
」
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
仮
払
命
令
の
よ
う
な
措
置
は
「
保
全
措

置
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う（

（（
（

。

本
件
先
決
判
断
の
示
し
た
保
全
措
置
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
イ
）　

先
決
判
断
の
定
義
は
、Les�m

esures�conservatoires�

と�les�m
esures�provisoires�

と
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
両
者
を
完
全
に
同
一
視
し
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る（

（（
（

。

（
ロ
）　

先
決
判
断
の
定
義
に
よ
る
と
、
事
実
的
ま
た
は
法
的
状
況
の
「
維
持
」
を
図
る
措
置
が
保
全
措
置
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

「
変
更
」
す
る
措
置
が
本
案
に
関
す
る
措
置
（
本
案
判
断
）
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
法
的
状
況
を
変
更
す
る
も
の
で
は

な
く
て
既
に
存
在
す
る
権
利
を
宣
言
す
る
（
す
な
わ
ち
、
維
持
す
る
）
本
案
判
断
は
多
い
し
（
例
え
ば
、
契
約
無
効
確
認
判
決
）、
逆

に
、
暫
定
性
に
疑
い
が
な
い
措
置
の
い
く
つ
か
は
、
事
実
的
・
法
的
状
況
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
（
例
え

ば
、
仮
に
会
社
の
職
務
を
代
行
す
る
者
の
選
任
や
裁
判
上
の
抵
当
権
の
仮
登
記
・
担
保
の
な
い
債
権
者
を
抵
当
債
権
者
に
変
え
る（

（（
（

、

等
）。

（
ハ
）　

先
決
判
断
が
「
別
途
、
本
案
裁
判
所
で
確
認
を
求
め
る
権
利
を
保
全
す
る
た
め
」
の
措
置
を
保
全
措
置
と
す
る
点
に
つ
い
て

は
、
確
か
に
一
定
期
間
内
に
本
案
手
続
が
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
保
全
措
置
は
失
効
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
常
に
そ
う

な
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
反
論
し
え
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、Reichert

Ⅱ

事
件
に
お
け
る
二
四
条
の
保
全
措
置
の
定
義
に
は
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
に
か
か
わ
ら

ず
、
本
件
で
示
さ
れ
た
保
全
措
置
の
定
義
は
こ
の
後
の
先
決
判
断
で
も
律
儀
に
繰
り
返
し
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
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（
（
）　H

erm
ès 

事
件（

（（
（

　

　
　
　

～�

オ
ラ
ン
ダ
の
迅
速
手
続
に
よ
る
知
的
財
産
権
侵
害
行
為
差
止
命
令
が�T

RIPs�

協
定（

（（（
（

五
〇
条
の
「
暫
定
措
置
」
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

〔
事
案
〕

H
erm

ès�International

（
以
下
、
X
）
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
諸
国
に
お
い
て
、H

erm
ès�

と
い
う
語
の
著
作
権
及
び�H

erm
ès�

の
名

を
象
っ
た
標
章
に
つ
き
商
標
権
を
有
し
て
い
た
。
X
は
こ
れ
ら
の
商
標
を
特
に
ネ
ク
タ
イ
に
使
用
し
、
限
定
さ
れ
た
流
通
経
路
を
通

じ
て
販
売
し
て
い
た
（
一
三
節
）。
一
九
九
六
年
一
月
二
日
、
オ
ラ
ン
ダ
法
を
設
立
準
拠
法
と
す
る
会
社
で
あ
る�FH

T
�M

arketing�

Choice�BV

（
以
下
、
Y
）
が
X
の
商
標
を
無
断
で
使
用
し
て
ネ
ク
タ
イ
を
販
売
し
て
い
る
と
し
て
、
X
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
地
方
裁

判
所
長
に
対
し
、Y
が
X
の
著
作
権
及
び
商
標
権
侵
害
を
止
め
る
こ
と
を
命
じ
る
中
間
措
置
等
を
と
る
よ
う
申
し
立
て
た
（
一
五
節
）。

さ
ら
に
、
同
手
続
中
、T

RIPs�

協
定
五
〇
条
六
項（

（（（
（

の
下
で
Y
が
暫
定
措
置
の
取
消
し
を
求
め
う
る
期
間
を
命
令
通
知
後
三
〇
日
間
と

し
て
、
ま
た
、
Y
が
暫
定
措
置
の
取
消
し
を
求
め
た
場
合
に
X
が
本
案
訴
訟
を
提
起
し
う
る
期
間
を
Y
の
取
消
申
立
後
一
四
日
間
と
し

て
、
各
々
定
め
る
こ
と
を
も
X
は
裁
判
所
長
に
求
め
た
（
一
七
節
）。
同
地
方
裁
判
所
長
は
、
Y
が
販
売
し
て
い
る
商
品
が
X
の
ネ
ク

タ
イ
の
偽
造
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
め
、
Y
に
対
し
て
X
の
著
作
権
及
び
商
標
権
を
侵
害
す
る
行
為
を
止
め
る
よ
う
に
命

じ
た
（
一
六
節
）
が
、
X
の
も
う
一
つ
の
申
立
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
た
。T

RIPs�

協
定
五
〇
条
六
項
は
、
債
務
者
が
暫
定
命

令
の
取
消
し
を
求
め
る
権
利
の
行
使
に
つ
き
期
限
を
設
け
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
長
は
、
X
の
本
案
訴
訟
提
起

に
つ
き
期
限
を
設
定
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
判
断
に
躊
躇
し
た
。
も
し
オ
ラ
ン
ダ
の
迅
速
手
続
き
を
通
じ
て
命
じ
ら
れ
た
知
的

財
産
権
侵
害
行
為
差
止
め
の
措
置
が�T

RIPs�

協
定
五
〇
条
の
意
味
で
の
「
暫
定
措
置
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
債
権
者
の

本
案
訴
訟
提
起
に
は
期
限
が
つ
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ラ
ン
ダ
手
続
法
上
の
迅
速
手
続
（
急
速
、
保
全
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手
続
）
の
持
つ
い
く
つ
か
の
特
徴
の
た
め
に
、本
件
の
知
的
財
産
権
侵
害
行
為
仮
差
止
命
令
が�T

RIPs�

協
定
五
〇
条
の
「
暫
定
措
置
」

と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
先
決
判
断
が
求
め
ら
れ
た
。

〔
先
決
判
断
〕

商
標
権
の
侵
害
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
以
下
（
＊
）
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
手
続
を
通
じ
て
採
ら
れ
る
措
置
は

T
RIPs�

協
定
五
〇
条
の
意
味
で
の
「
暫
定
措
置
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
＊
）

　

・
措
置
が
国
内
法
上
、
暫
定
措
置
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
が
そ
の
発
令
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。

　

・（
手
続
に
際
し
て
）
相
手
方
当
事
者
が
召
喚
さ
れ
、
そ
の
当
事
者
が
出
頭
し
た
場
合
は
審
尋
を
受
け
る
。

　

・�

措
置
に
つ
き
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
官
が
本
案
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
上
で
（�follow

ing�an�assessm
ent�of�the�

substance�of�the�case�

）、
理
由
を
付
し
て
書
面
で
判
断
を
行
う
。

　

・
判
断
に
対
し
て
、
さ
ら
に
不
服
申
立
て
で
き
る
。

　

・�

当
事
者
は
引
き
続
き
本
案
訴
訟
を
提
起
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
、
当
事
者
は
、
こ
の
措
置
に
関
す
る
判
断
を
当
該
紛

争
の
最
終
的
解
決
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
（
四
五
節
）。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

本
件
は
条
約
二
四
条
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、T

RIPs�

協
定
五
〇
条
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

問
題
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�geding�

手
続
を
通
じ
た
措
置
は
、
条
約
二
四
条
と
の
関
係
で
も
本
件
後（

（（（
（

に
何
度
か
先
決
判
断
の
対

象
と
な
る
。
本
件
先
決
判
断
が
そ
の
暫
定
性
を
認
め
た
こ
と
は
、
条
約
二
四
条
と
の
関
係
で
も
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
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と
考
え
ら
れ
る（

（（（
（

。

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�geding�

手
続
は
フ
ラ
ン
ス
の
レ
フ
ェ
レ
（�référé�

）
手
続
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ（

（（（
（

、
こ
の
両
者
に
は
共

通
点
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、kort�geding�

手
続
な
い
し
は
こ
の
手
続
に
よ
る
裁
判
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
が
述
べ
る
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
法
実
務
・
法
学
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

本
件
の
よ
う
な�kort�geding�

手
続
を
通
じ
た
措
置
が
「
暫
定
措
置
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
ま

ず
、
そ
の
判
断
が
本
案
を
評
価
し
た
う
え
で
な
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
当
事
者
に
よ
っ
て
事
実
上
紛
争
を
最
終
的
に
解
決
す
る
判
断

と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
あ
っ
た（

（（（
（

。
し
か
し
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
当
事
者
が�kort�geding�

手
続
に
よ
る
判
断
を
最
終
的
な

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
と
し
て
も
そ
れ
は
事
実
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
事
者
が
望
め
ば
法
律
上
は
本
案
判
決
を
得
る
こ
と
に
何
の

障
害
も
な
い
こ
と
等
か
ら
、kort�geding�

手
続
を
通
じ
た
措
置
も�T

RIPs�

協
定
五
〇
条
の
「
暫
定
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
と
解
釈
し

た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
で
は�T

RIPs�

協
定
五
〇
条
の
規
定
内
容
と
の
関
係
で
、
保
全
措
置
（「
暫
定
措
置
」）
が
と
ら
れ
た
後
の
本
訴
提

0

0

0

起
義
務

0

0

0

が
措
置
の
「
暫
定
」
性
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
う
る
。
他
方
、
後

に
み
る
よ
う
に
、V
an�U

den�

事
件
や�M

ietz�
事
件
の
先
決
判
断
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�geding�

手
続
に
よ
る
仮
払
命
令
が
条
約

二
四
条
の
保
全
措
置
に
あ
た
る
と
い
う
た
め
の
条
件
と
し
て
、
今
度
は
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
提
供

0

0

0

0

等
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、「
保
全
（
暫
定
）
措
置
」
に
対
し
て
条
約
等
で
特
別
の
規
律
が
な
さ
れ
る
場
合
、
締
約
国
法
上
の
多
様
な
措
置
の

う
ち
の
如
何
な
る
も
の
が
当
該
条
約
上
も
「
保
全
（
暫
定
）
措
置
」
と
い
え
る
の
か
の
区
分
け
が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
、
締
約
国
法
上

「
保
全
措
置
」
と
さ
れ
る
も
の
は
多
様
で
あ
る
だ
け
に
、
一
つ
一
つ
の
措
置
に
つ
い
て
「
保
全
措
置
」
な
の
か
否
か
を
欧
州
司
法
裁
判

所
が
解
釈
上
確
定
し
て
い
く
こ
と
は
、
不
可
能
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
条
約
上
の
「
保
全

（
暫
定
）
措
置
」
に
関
す
る
ミ
ニ
マ
ム
の
基
準
は
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
締
約
国
法
上
の
あ
る
保
全
措
置
が
条
約
上
も
「
保
全
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（
暫
定
）
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
締
約
国
裁
判
所
が
措
置
の
「
保
全
」
性
な
い
し
は
「
暫
定
」
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
が

必
要
（
具
体
的
に
は
、
本
訴
提
起
義
務
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
り
、
担
保
提
供
義
務
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
り
）
で
あ
る
、
と
欧
州
司
法
裁

判
所
は
本
件
先
決
判
断
や
後
の�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
を
通
し
て
説
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
申
立
て
を
受
け
た

裁
判
所
は
そ
の
所
属
国
の
手
続
法
に
従
っ
て
所
属
国
法
上
存
在
す
る
措
置
を
命
じ
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
欧
州
司

法
裁
判
所
が
判
示
し
た
よ
う
な
「
保
全
」「
暫
定
」
性
確
保
の
途
が
締
約
国
手
続
法
な
い
し
は
保
全
法
上
開
か
れ
て
い
な
い
場
合
、
問

題
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
当
該
締
約
国
法
上
は
「
保
全
（
暫
定
）
措
置
」
と
性
質
づ
け
ら
れ
て
い
る
措
置
で
あ
っ
て
も
、
締
約

国
裁
判
所
が
そ
れ
を
条
約
上
の
「
保
全
（
暫
定
）
措
置
」
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
本
件
先
決
判
断
後
の
法
改
正
で
、T

RIPs�

協
定
の
対
象
と
な
る
知
的
財
産
の
領
域
で
は
保
全
措
置
が
採
ら
れ
た
後

一
定
期
間
内
に
本
案
訴
訟
を
開
始
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
と
い
う（

（（（
（

。K
ort�geding�

手
続
は
特
に
知
的
財
産
分
野
に
お
い
て
と
金
銭

仮
払
命
令
の
た
め
に
極
め
て
重
要
な
制
度
で
あ
っ
た（

（（（
（

の
だ
が
、
今
後
は
少
な
く
と
も
知
的
財
産
分
野
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
法
実
務
が
制
限

さ
れ
る
、
と
多
く
の
実
務
家
や
法
学
者
が
嘆
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る（

（（（
（

。

⒉　

V
an U

den 

事
件
以
後

（
1
）　V
an U

den 

事
件（

（（（
（

　

　
　
　

～
仮
払
命
令
ケ
ー
ス

〔
事
件
の
概
要
〕

一
九
九
三
年
、
オ
ラ
ン
ダ
会
社
で
あ
る�V

an�U
den�

と
ド
イ
ツ
会
社
で
あ
る�D

éco�Line�

と
の
間
で
、V

an�U
den�

が�D
éco�Line

に
対
し
て
船
上
の
場
所
の
使
用
を
認
め
て
そ
の
対
価
と
し
て�D

éco�Line�
が�V

an�U
den�

に
使
用
料
を
支
払
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
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類
の
一
種
の
傭
船
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
契
約
に
は
、
当
該
契
約
に
起
因
す
る
紛
争
は
仲
裁
に
付
す
旨
の
条
項
が
含
ま
れ
て
い

た
。D

éco�Line�

に
よ
る
使
用
料
支
払
い
が
滞
っ
た
た
め
、
契
約
の
定
め
に
従
い
、V

an�U
den�

は
オ
ラ
ン
ダ
で
仲
裁
手
続
き
を
開
始

し
た
。
他
方
で
、V

an�U
den�

は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
地
方
裁
判
所
長
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
民
事
訴
訟
法
上
の�K

ort�geding�

手
続
き
に

よ
り
、D

éco�Line�

に
契
約
上
の
未
払
債
務
の
支
払
を
命
じ
る
よ
う
申
し
立
て
た
（�D

éco�Line�

が
仲
裁
人
の
指
名
を
迅
速
に
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
地
方
裁
判
所
長
は
仮
払
命
令
の
申
立
て
を
認
め
た
が
、
控
訴
審
裁
判
所
は
こ
の
判
断

を
覆
す
。
オ
ラ
ン
ダ
最
高
裁
判
所
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
先
決
判
断
を
求
め
た
。

本
件
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
契
約
上
の
金
銭
支
払
義
務
を
仮
に
履
行
す
る
（
仮
払
い
す
る
）
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、

当
事
者
間
の
契
約
に
仲
裁
条
項
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
地
方
裁
判
所
長
の�kort�geding�

手
続（

（（（
（

に
よ
る
仮
払
命
令
の
管
轄

根
拠
と
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
二
六
条
三
項
は
、
条
約
三
条
二
項
に
よ
っ
て
過
剰
管
轄
規
定
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ

る
。
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
二
六
条
三
項
は
原
告
住
所
地
管
轄
を
認
め
る
も
の（

（（（
（

で
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
上
の
被
告
住
所
地
管
轄
原
則

（
条
約
二
条
）
と
相
反
す
る
。
そ
し
て
、
条
約
三
条
二
項
の
過
剰
管
轄
規
定
に
指
定
さ
れ
た
締
約
国
法
規
は
、
締
約
国
に
住
所
を
有
す

る
被
告
と
の
関
係
で
は
適
用
を
禁
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
が
本
案
管
轄
と
し
て
の
み
な
ら
ず
保
全
管
轄
に
つ
い
て
も
適
用
が

あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
条
約
の
規
定
上
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

仮
払
命
令
の
制
度
を
保
全
措
置
の
一
種
と
し
て
認
め
る
国
は
珍
し
く
な
い（

（（（
（

が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�

geding�

手
続
き
に
よ
る
仮
払
命
令
で
あ
っ
た（

（（（
（

（
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�geding�

は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
の
レ
フ
ェ
レ
の
制
度
に
倣
っ

て
採
用
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
お
り（

（（（
（

、
フ
ラ
ン
ス
の
仮
払
レ
フ
ェ
レ
に
つ
い
て
も
本
件
の
議
論
は
概
ね
妥
当
す
る
）。

欧
州
司
法
裁
判
所
が
先
決
判
断
を
求
め
ら
れ
た
諸
点
の
う
ち
本
稿
の
観
点
か
ら
重
要
な
問
題
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る（

（（（
（

。
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（
a
）　�

条
約
二
四
条
に
基
づ
く
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
締
約
国
法
上
の
保
全
発
令
要
件
と
は
別
に
、
条
約
上
の
付
加

的
な
要
件
が
課
さ
れ
る
の
か
。

（
b
）　�

仲
裁
条
項
が
存
在
す
る
こ
と
が
保
全
命
令
管
轄
の
問
題
一
般
に
影
響
を
与
え
る
か
。
保
全
措
置
の
中
で
も
特
に
仮
払
命
令

の
裁
判
管
轄
に
対
し
て
は
、
仲
裁
条
項
の
存
在
が
与
え
る
影
響
に
違
い
が
あ
る
か
。

（
c
）　

条
約
三
条
二
項
（
過
剰
管
轄
規
定
適
用
禁
止
）
は
条
約
二
四
条
と
の
関
係
で
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

（
d
）　�
仮
払
命
令
と
条
約
二
四
条
と
の
関
係
。
つ
ま
り
、
仮
払
命
令
は
条
約
二
四
条
の
規
定
す
る
「
保
全
措
置
」
と
い
え
る
の

か
。
い
え
る
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
条
件
に
服
す
の
か
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
示
し
た
回
答
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
な
お
、
条
約
二
四
条
の
文
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
保
全
措
置
を
と
り
う
る
裁
判
所
に
は
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
〔
二
条
、
五

条
～
一
八
条
〕
を
有
す
る
裁
判
所
〔
本
案
管
轄
裁
判
所
〕（
一
九
節
）
と
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
当
事
者
の

求
め
る
保
全
措
置
を
と
る
の
に
適
し
た
裁
判
所
と
し
て
保
全
命
令
申
立
て
が
行
わ
れ
る
裁
判
所
〔
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
〕
と

の
二
通
り
が
あ
る
こ
と
を
欧
州
司
法
裁
判
所
は
ま
ず
確
認
し
て
い
る
。
二
四
条
は
、
い
わ
ば
条
約
上
の
通
常
の
本
案
管
轄
の
規
律
の
例

外
を
定
め
て
お
り
、
そ
こ
で
と
ら
れ
得
る
措
置
は
、
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
の
属
す
る
締
約
国
法
が
定
め
る
措
置
で
あ
る
（
二
〇

節
）
と
先
決
判
断
中
で
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
そ
の
う
え
で
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
「
本
案
管
轄
裁
判
所
」
と
「
二
四
条
に
基
づ

く
管
轄
裁
判
所
」
と
の
各
々
に
分
け
た
回
答
を
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
要
約
す
る
。）

〔
先
決
判
断
〕

（
ⅰ
）　
（
a
）に
つ
い
て
（
保
全
措
置
を
と
る
た
め
の
要
件
）。
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（
本
案
管
轄
裁
判
所
の
場
合
）

条
約
二
条
、
五
～
一
八
条
に
よ
り
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
は
、
必
要
な
保
全
措
置
を
も
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
節
）。

こ
の
場
合
、
つ
ま
り
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
が
保
全
措
置
を
と
る
場
合
の
管
轄
行
使
に
あ
た
っ
て
は
付
加
的
条
件
は
課
さ
れ
な
い

（
二
二
節
）。

（
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
の
場
合
）

〔（
α

（
（（（
（

）
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
の
機
能
に
つ
い
て
〕

二
四
条
に
お
け
る
「
保
全
措
置
」
と
は
、
①
条
約
の
適
用
領
域
に
属
す
る
事
項
に
つ
き
、
②
別
途
、
本
案
裁
判
所
で
確
認
を
求
め
る

権
利
を
保
全
す
る
た
め
に
③
事
実
的
・
法
的
状
況
の
維
持
を
図
る
措
置
で
あ
る
（
三
七
節
。Reicher

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
三
四
節
を
参

照
）。

〔（
β
）
二
四
条
に
基
づ
い
て
保
全
措
置
を
命
じ
る
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
〕

こ
の
よ
う
な
措
置
を
命
じ
る
に
は
、
申
立
て
を
受
け
る
裁
判
所
は
特
別
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
、
申
請
さ
れ
て
い
る
措
置
が
効

果
を
生
じ
る
実
際
の
状
況
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
。
ケ
ー
ス
ご
と
、
ま
た
、
特
に
取
引
実
務
次
第
で
、
裁
判
所
は
命

令
に
期
限
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
財
産
等
の
性
質
と
の
関
係
で
は
、
銀
行
保
証
を
要
求
し

た
り
仮
差
押
財
産
管
理
人
を
任
命
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
保
全
措
置
の
許
可
を
、
そ
の
措
置
の
暫
定
・
保
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
条
件
に
一
般
的
に
服
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
な
い
（
三
八
節
。D

enilauler�

事
件
先
決
判

断
一
五
節
を
参
照
）。
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〔（
γ
）
二
四
条
適
用
に
つ
い
て
の
付
加
的
要
件
〕

条
約
二
四
条
に
基
づ
く
（
本
案
管
轄
を
有
し
な
い
裁
判
所
に
対
す
る
）
保
全
措
置
が
発
令
さ
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
保
全
措
置
の

対
象
と
保
全
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
裁
判
所
が
属
す
る
締
約
国
の
管
轄
と
の
間
に
真
の
（
現
実
の
）
関
連
性
（�a�real�connecting�

link�betw
een�the�subject-m

atter�of�the�m
easures�sought�and�the�territorial�jurisdiction�of�the�Contracting�State�

of�the�court�before�w
hich�those�m

easures�are�sought;�un�lien�de�rattachem
ent�réel�entre�l ,objet�des�m

esures�

solicitées�et�la�com
pétence�territoriale�de�l ,Etat�contractant�du�juge�saisi�

）
が
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
（
四
〇
節
）。

さ
ら
に
、
条
約
二
四
条
に
基
づ
い
て
措
置
を
命
ず
る
裁
判
所
は
、
措
置
の
暫
定
性
・
保
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
条
件
を
課
し
、
ま

た
は
約
定
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
四
一
節
）。

（
ⅱ
）　
（
b
）
に
つ
い
て
（
仲
裁
条
項
が
存
在
す
る
こ
と
の
影
響
）。

（
本
案
管
轄
裁
判
所
の
場
合
）

当
事
者
が
契
約
上
の
紛
争
に
つ
い
て
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
し
、
契
約
上
の
紛
争
を
仲
裁
に
付
す
と
、
条
約
と
の
関
係
で
は
如
何

な
る
国
の
如
何
な
る
裁
判
所
も
本
案
に
つ
き
管
轄
を
有
さ
な
い
。
結
果
と
し
て
、
仲
裁
条
項
の
置
か
れ
た
契
約
の
当
事
者
は
、「
本
案

に
つ
い
て
条
約
上
管
轄
を
有
す
る
か
も
し
れ
な
い
裁
判
所
」〔
鍵
括
弧
は
筆
者
〕
に
保
全
命
令
申
立
て
を
行
う
地
位
に
は
な
い
（
二
四

節
）。

（
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
の
場
合
）

他
の
締
約
国
の
裁
判
所
が
本
案
に
つ
き
管
轄
を
有
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
紛
争
の
係
争
事
項
が
条
約
の
事
項
的
適
用
範
囲
内
に
あ

る
限
り
、
条
約
二
四
条
は
適
用
さ
れ
る
（
二
八
節
）。
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そ
こ
で
、
本
案
手
続
が
或
る
締
約
国
の
裁
判
所
で
始
め
ら
れ
た
か
始
め
ら
れ
う
る
と
い
う
事
実
の
み
で
は
、
そ
の
他
の
締
約
国
の
裁

判
所
か
ら
条
約
二
四
条
の
管
轄
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
二
九
節
）。

し
か
し
、
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
事
項
に
関
す
る
保
全
措
置
を
、
条
約
二
四
条
を
根
拠
と
し
て
条
約
の
適
用
範
囲

内
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
三
〇
節
。Case�（43/（8�D

e�Cavel�v�D
e�Cavel�（9（9�ECR�（055,�paragraph�9�

を
参
照
）。

条
約
一
条
二
項
四
号
に
よ
り
、
仲
裁
は
条
約
の
事
項
的
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
（
三
一
節
）。
こ
の
点
に
つ
き
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
政
府
の
意
見
は
、
本
件
で
求
め
ら
れ
て
い
る
措
置
は
仲
裁
手
続
に
付
属
（�ancillary�

）
し
て
い
る
ゆ
え
に
条
約
の
適
用
範
囲
か

ら
除
外
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
二
六
節
）。
し
か
し
、
保
全
措
置
は
仲
裁
手
続
に
原
則
的
に
従
属
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
仲

裁
手
続
き
と
並
行
（�parallel�

）
し
て
命
じ
ら
れ
、
仲
裁
を
支
援
す
る
措
置
と
し
て
企
図
さ
れ
て
い
る
。
保
全
措
置
は
仲
裁
自
体
に
関

係
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
権
利
の
保
護
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
条
約
の
適
用
範
囲
と
の
関
係
で
の
保
全
措
置
の
位

置
づ
け
は
、
保
全
措
置
自
体
の
性
質
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
当
該
措
置
が
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
権
利
の
性
質
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ

る
（
三
三
節
）。

〔
保
全
措
置
が
仲
裁
手
続
の
対
象
事
項
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
は
ど
う
か
〕

ド
イ
ツ
政
府
は
、
保
全
手
続
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
措
置
が
仲
裁
手
続
の
対
象
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
、
当
該
保
全

措
置
は
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
外
れ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
（
二
六
節
）。
し
か
し
、
欧
州
委
員
会
は
、
係
争
事
項
（�subject-m

atter�

of�the�dispute�

）
が
決
定
的
に
重
要
な
の
で
あ
り
、本
件
の
保
全
手
続
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
問
題
は
契
約
債
務
の
履
行―

―

こ
れ
は

条
約
の
適
用
範
囲
内
の
事
項―

―

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
（
二
七
節
）。

〔
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
と
仲
裁
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
小
活
〕
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保
全
措
置
申
立
て
に
か
か
る
係
争
事
項
（�the�subject-m

atter�of�an�application�for�provisional�m
easures�

）
が
条
約
の
事

項
的
適
用
範
囲
内
の
問
題
に
関
す
る
と
き
は
条
約
が
適
用
さ
れ
、
た
と
え
本
案
に
つ
い
て
の
手
続
き
が
既
に
開
始
さ
れ
た
か
開
始
さ
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
し
て
、
た
と
え
本
案
手
続
き
が
仲
裁
廷
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
条
約
二
四
条
は
申
立
て
を

受
け
た
裁
判
所
に
保
全
命
令
管
轄
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
四
節
〔
傍
線
は
筆
者
〕）。

（
ⅲ
）　
（
c
）
に
つ
い
て
（
条
約
三
条
二
項
は
条
約
二
四
条
と
の
関
係
で
も
適
用
さ
れ
る
か
）。

条
約
三
条
一
項
に
よ
る
と
、
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
者
は
条
約
五
～
一
八
条
に
よ
っ
て
の
み
住
所
地
国
以
外
の
締
約
国
裁
判
所

で
訴
え
ら
れ
う
る
（
つ
ま
り
、
三
条
一
項
は
五
～
一
八
条
と
の
関
係
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
規
定
で
あ
り
、
三
条
二
項
も
同
様
に
考
え
ら

れ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
三
条
の
過
剰
管
轄
規
定
適
用
禁
止
は
二
四
条
の
特
別
な
枠
組
み
（
レ
ジ
ー
ム
）
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
四
二

節
）。

（
ⅳ
）　
（
d
）
に
つ
い
て
（
仮
払
命
令
は
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
い
え
る
か
）。

仮
払
命
令
は
本
質
的
に
本
案
判
断
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
申
立
人
（
債
権
者
）
自
身
が
住
所
を
有
す
る
締
約
国
の
裁
判
所
、

即
ち
、
条
約
二
条
な
い
し
五
～
一
八
条
に
基
づ
く
本
案
管
轄
を
持
た
な
い
締
約
国
の
裁
判
所
で
申
立
人
が
契
約
債
務
の
仮
払
命
令
を
得

て
、
そ
の
後
に
当
該
命
令
を
被
申
立
人
（
債
務
者
）
の
国
で
承
認
・
執
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
条
約
上
の
本
案
管

轄
の
規
律
が
迂
回
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
（
四
六
節
）。

し
た
が
っ
て
、
契
約
債
務
の
仮
払
命
令
は
、
①
そ
の
申
立
人
が
本
案
審
理
で
敗
訴
し
た
場
合
の
仮
払
額
返
還
が
保
証
さ
れ
て
お

り
、
②
申
立
て
ら
れ
た
措
置
が
、
申
請
を
受
け
た
裁
判
所
の
土
地
管
轄
内
に
所
在
す
る
か
所
在
す
べ
き
被
申
立
人
の
財
産
（�specific�

assets�of�the�defendant�located�or�to�be�located�w
ithin�the�confines�of�the�territorial�jurisdiction�of�the�court�to�
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w
hich�application�is�m

ade

（
英
）　;�des�avoirs�déterm

inés�du�défendeur�se�situant,�ou�devant�se�situer,�dans�la�

sphère�de�la�com
pétence�territoriale�du�juge�saisi

（
仏
））�

に
の
み
か
か
る
場
合
で
な
い
限
り
、
条
約
二
四
条
の
意
味
で
の
保

全
措
置
と
は
い
え
な
い
（
四
七
節
）。

〔
コ
メ
ン
ト
〕

（
（.（
）　

注
目
さ
れ
る
点

待
ち
に
待
た
れ
た
二
四
条
の
中
身
に
踏
み
込
ん
だ
先
決
判
断
だ
け
あ
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
点
が
多
数
あ
る
。
列
挙
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

（
ⅰ
）　

条
約
上
、
保
全
措
置
を
取
り
う
る
の
は
、（
イ
）「
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
」
と
（
ロ
）「
条
約
二
四
条
の
特

別
な
管
轄
規
定
に
基
づ
く
裁
判
所
」
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
点
。
さ
ら
に
、（
イ
）
の
「
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す

る
裁
判
所
」
に
は
特
に
条
件
が
課
さ
れ
な
い
が
、（
ロ
）
の
「
条
約
二
四
条
の
特
別
な
管
轄
規
定
に
基
づ
く
裁
判
所
」
は
、
締
約
国
法

の
規
律
に
加
え
て
付
加
的
な
条
件
に
服
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
（
イ
）
と
（
ロ
）
と
で
異
な
っ
た
扱
い
が
さ
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
点
。

（
ⅱ
）　

条
約
三
条
二
項
の
過
剰
管
轄
規
定
適
用
禁
止
は
条
約
二
四
条
と
の
関
係
で
は
適
用
が
な
い
、
と
明
確
に
述
べ
た
点
。

（
ⅲ
）　

仲
裁
合
意
が
国
家
裁
判
所
の
管
轄
に
与
え
る
影
響
に
つ
き
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
本
件
に
つ
き
意
見
を
担
当
し
た

A
vocat�général�Léger�

の
意
見（

（（（
（

を
採
ら
ず
、
条
約
上
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
た
点
。

（
ち
な
み
に
、Léger�

は
、
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
に
条
約
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
極
め
て
詳
細
に

行
っ
た
上
で
結
論
と
し
て
条
約
の
適
用
を
認
め
、
条
約
が
適
用
さ
れ
る
以
上
は
、
仲
裁
の
抗
弁
が
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
踏
ま
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え
る
と
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
の
条
約
五
条
一
項
（
契
約
履
行
地
管
轄
）
に
基
づ
く
本
案
管
轄
が
否
定
さ
れ
る
理
由
は
な
い
、
と
欧
州

司
法
裁
判
所
に
提
言
し
て
い
た
。

こ
こ
で�Léger�

は
、
条
約
の
適
用
如
何
の
検
討
を
、
本
案
管
轄
か
保
全
命
令
管
轄
か
の
区
別
を
せ
ず
に
行
い
、
①
同
一
事
項

に
つ
き
仲
裁
廷
と
国
家
裁
判
所
と
の
双
方
が
判
断
を
下
す
こ
と
に
よ
る
判
断
抵
触
の
お
そ
れ（

（（（
（

、
②
一
方
当
事
者
が
仲
裁
手
続
き

の
進
行
に
非
協
力
的
で
あ
る
場
合
の
対
処（

（（（
（

、
③
条
約
一
条
一
項
四
号
の
趣
旨
〔
仲
裁
（
手
続
）
に
関
す
る
事
項
が
条
約
の
適
用

範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
趣
旨（

（（（
（

〕、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
①
②

③
の
諸
点
に
鑑
み
て
も
条
約
の
適
用
を
否
定
す
べ
き
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
と
の
結
論
を
導
い
た
時
点
で
既
に
、
仲
裁
合
意
が

「
条
約
上
の
」
管
轄
〔
本
案
管
轄
に
も
保
全
管
轄
に
も
〕
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
結
論
も
ほ
ぼ
出
て
い
る
。
た
だ

し�Léger�

は
、
①
の
よ
う
な
問
題
が
も
た
ら
す
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
①
の
問
題
へ
の
対
処
は

条
約
上
で
は
な
く
、
締
約
国
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る（

（（（
（

。

他
方
、
欧
州
司
法
裁
判
所
も
、
条
約
の
適
用
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
の
条
約
上
の
本
案
管
轄

の
存
在
を
あ
っ
さ
り
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
本
案
判
断
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
保
全
措
置
に
つ
い
て
も�Léger�

が
条
約
の
適
用

如
何
の
検
討
に
際
し
て
考
慮
し
た
①
の
よ
う
な
問
題
や
条
約
上
の
本
案
管
轄
ル
ー
ル
迂
回
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
二
四
条

の
「
保
全
措
置
」
や
管
轄
を
条
件
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
仲
裁
合
意
が

あ
る
場
合
に
生
じ
う
る
国
家
裁
判
所
の
管
轄
に
関
わ
る
困
難
な
問
題
の
多
く
を
、
締
約
国
法
上
で
は
な
く
条
約
上
解
決
す
べ
き
こ

と
と
し
て
引
き
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。）

（
ⅳ
）　

本
案
判
断
を
先
取
り
す
る
仮
払
命
令
と
い
う
種
類
の
措
置
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
一
概
に
条
約
二
四
条
の
適

用
を
否
定
し
な
か
っ
た
点（

（（（
（

。
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（
（.（
）　

評
価

で
は
、
本
件
先
決
判
断
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
れ
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
断
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
自
体
が
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
、
と
多
く
の
論
者
が
ひ
と
ま
ず
プ
ラ
ス
の
評
価
を
下
す
。

第
二
に
、
締
約
国
法
上
の
保
全
命
令
管
轄
ル
ー
ル
と
条
約
上
の
裁
判
管
轄
ル
ー
ル
と
の
適
用
バ
ラ
ン
ス
を
評
価
す
る
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
条
約
三
条
二
項
（
過
剰
管
轄
規
定
適
用
禁
止
条
項
）
は
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
と
の
関
係
で
は
適
用

さ
れ
な
い
と
い
う
結
論
を
条
約
の
客
観
的
条
文
構
成
か
ら
導
き
、
過
剰
管
轄
規
定
を
も
含
め
た
締
約
国
の
保
全
命
令
管
轄
ル
ー
ル
の
適

用
を
広
く
認
め
つ
つ
、
他
方
で
、
保
全
審
理
を
行
う
裁
判
所
の
機
能
・
役
割
（
状
況
判
断
の
必
要
性
な
ど
）
か
ら
二
四
条
に
基
づ
く
保

全
命
令
管
轄
を
一
般
的
に
条
件
づ
け（

（（（
（

、
結
果
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
解
釈
を
導
い
た（

（（（
（

点
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

第
三
に
、
仮
払
い
の
措
置
が
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
国
家
裁

判
機
関
に
よ
る
仮
払
命
令
が
仲
裁
判
断
を
先
取
り
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
仲
裁
合
意
の
意
味
が
無
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
が
か
な
り
軽
減
さ
れ
た（

（（（
（

と
し
て
、
こ
れ
も
プ
ラ
ス
の
評
価
を
さ
れ
る
。

（
（.3
）　

疑
問
点
お
よ
び
批
判

し
か
し
全
て
が
賞
賛
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
金
銭
仮
払
い
の
措
置
が
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
と
い
え
る
た
め
の
条
件
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
二
つ
の
基
準
（〔
先
決
判
断
〕
の
（
ⅳ
）
の
部
分
）
に
つ
い
て
は
多
く
の
疑
問
が
あ
る
。

第
一
に
、
債
権
者
が
敗
訴
し
た
場
合
に
備
え
、
仮
払
金
返
還
を
確
保
す
る
目
的
で
担
保
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
申
立
人
に
資
金
的
に
余
裕
が
な
い
場
合
（
無
一
文
の
場
合
な
ど
）
に
こ
そ
仮
払
命
令
を
発
令
す
る
必
要
性
が
あ
る
わ
け
で
、
担
保
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提
供
を
要
件
と
し
た
の
で
は
仮
払
い
を
命
じ
る
意
味
が
な
く
な（

（（（
（

る（
（（（
（

、
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
点
、
締
約
国
に
お
い
て
は
、
従
来
、
た

と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
実
務
で
は
、「
債
権
者
が
敗
訴
す
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
は
保
全
処
分
自
体
を
命
じ
な
い
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
保
全

処
分
を
発
令
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
が
敗
訴
す
る
見
込
み
が
低
い
の
で
担
保
の
提
供
を
命
じ
な
い
こ
と
が
普
通
で
あ（

（（（
（

」
っ
た
し
、
フ

ラ
ン
ス
で
も
「
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
は
極
め
て
稀
に
の
み
担
保
の
提
供
を
命
じ
る
に
す
ぎ
な
い
の
が
現
状
の
よ
う（

（（（
（

」
だ
と
言
わ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
本
件
先
決
判
断
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
条
約
と
の
関
係
で
は
、
こ
れ
ら
の
締
約
国
は
従
来
の
国
内
法
実
務
の
変
容

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
に
、
仮
払
措
置
が
か
か
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
財
産
範
囲
に
つ
い
て
の
判
示
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が

あ
る
。
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
求
め
ら
れ
た
措
置
が
、「
申
請
を
受
け
て
い
る
裁
判
所
の
領
域
的
管
轄
内
に
所
在
す
る
か
、
も
し
く
は

所
在
す
る
は
ず
の
特
定
の
債
務
者
財
産
（� ,,specific�assets�of�the�defendant�located�or�to�be�located�w

ithin�the�confines�

of�the�territorial�jurisdiction�of�the�court�to�w
hich�application�is�m

ade ,,;� ,,des�avoirs�déterm
inés�du�défendeur�se�

situant,�ou�devant�se�situer,�dans�la�sphère�de�la�com
pétence�territoriale�du�juge�saisi ,,�

）（
傍
線
筆
者
）」
に
の
み
か
か

る
（
四
七
節
）
の
で
な
い
な
ら
ば
、
仮
払
措
置
は
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。「
も
し
く

は
所
在
す
る
は
ず
の
（�or�to�be�located;�ou�devant�se�situer�

）」
と
い
う
表
現
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
保
全
命
令
申
立
て
の

時
点
で
債
務
者
財
産
が
領
域
内
に
あ
る
こ
と
は
必
要
な
い
よ
う
に
も
読
め
る
が
、「
特
定
の
債
務
者
財
産
（�specific�assets�of�the�

defendant;�des�avoirs�déterm
inés�du�défendeur�

）」
と
い
う
表
現
か
ら
す
る
と
、
保
全
措
置
の
申
請
段
階
で
既
に
「
特
定
」
し

た
財
産
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
も
読
め
、
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い（

（（（
（

。
そ
の
上
、
こ
の
表
現
は
、
仮
払
い
と

い
う
措
置
が
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
な
り
う
る
た
め
の
条
件
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
仮
払
命
令
と
い
う
措
置
の
「
危
険
性
」
と
仮
払
命
令
を
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
と
認
め
る
た
め
の
「
条
件
づ
け
」
と
の

間
に
論
理
的
整
合
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、V

an�U
den�

事
件
に
お
い
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
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仮
払
命
令
の
本
案
判
決
代
替
現
象
の
指
摘
、
及
び
、
そ
れ
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
の
関
係
で
も
た
ら
す
危
険
の
指
摘
を
す
る
（
四
六

節
）
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
考
慮
の
結
果
と
し
て
導
か
れ
た
条
件
（
四
七
節
）
は
、
結
局
、
仮
払
命
令
の
本
案
判
決
代
替
現
象
を
正
当
化

で
き
て
は
い
な
い
、
と
い
う
批
判
で
あ
る（

（（（
（

。

第
四
に
、
本
件
の
よ
う
に
仲
裁
合
意
が
あ
る
場
合
に
は
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
い
か
な
る
締
約
国
裁
判
所
も
有
さ
ず
、
し
た
が
っ
て

本
案
管
轄
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
欧
州
司
法
裁
判
所
の
論
理
に
対
し
て
も
、
納
得
し
難
い
と

の
意
見
が
あ
る（

（（（
（

。

す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
、
仲
裁
合
意
が
国
家
裁
判
所
の
管
轄
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
判
断
を
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
影
響
如
何
は
条
約
上
の
問
題
で
は
な
く
締
約
国
法
上
の
問
題
で
あ
る
と
す
べ
き
だ
っ
た（

（（（
（

、
の
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
仲
裁
合
意
の
影
響
如
何
が
条
約
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
先
決
判
断
の
よ
う
に
条
約
二
条
及
び
五
～
一
八
条

に
基
づ
く
場
合
（
本
案
管
轄
を
有
す
場
合
）
と
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
場
合
（
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
場
合
）
と
で
区
別
す
る
こ
と
は

妥
当
で
な
く
、
む
し
ろ
保
全
措
置
の
種
類
（
仮
差
押
の
よ
う
な
類
型
な
の
か
金
銭
仮
払
い
の
よ
う
な
類
型
な
の
か
等
）
に
よ
っ
て
区
別

を
行
う
べ
き（

（（（
（

、
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（（（
（

。

（
（.4
）　

締
約
国
ご
と
に
異
な
る
解
釈
、
な
ど

さ
ら
に
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
は
締
約
国
ご
と
に
異
な
る
解
釈
を
も
生
み
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
検
討
課
題
と
し
て
残
し

た
。（

ⅰ
）　
「
関
連
性
」（,,real�connecting�link ,,,� ,,the�subject-m

atter ,,

〔
英
〕;� ,,lien�de�rattachem

ent�réel ,,,� ,,l ,objet ,,

〔
仏
〕）

の
意
味

先
に
挙
げ
た
よ
う
に（

（（（
（

、
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
は
、
特
に
、
当
該
保
全
措
置
の
対
象
と
保
全
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
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裁
判
所
が
属
す
る
締
約
国
の
管
轄
領
域
と
の
間
に
「
関
連
性
」
が
あ
る
こ
と
が
要
件
（
四
〇
節
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
先

決
判
断
の
構
成
・
文
脈
に
鑑
み
る
と
、
仮
払
命
令
に
限
っ
て
の
要
件
で
は
な
く
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
一
般
に
つ
い
て
の
要
件
で

あ
り
、
二
四
条
の
解
釈
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
分
の
先
決
判
断
（
原
文
は
オ
ラ
ン
ダ
語
）

の
翻
訳
テ
ク
ス
ト
は
例
え
ば
英
文
と
仏
文
と
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
微
妙
に
違
っ
て
い
る
（�a�real�connecting�link�betw

een�the�

subject-m
atter�of�the�m

easures�sought�and�the�territorial�jurisdiction�of�the�Contracting�State�of�the�court�before�

w
hich�those�m

easures�are�sought

（
英
）;�un�lien�de�rattachem

ent�réel�entre�l ,objet�des�m
esures�solicitées�et�la�

com
pétence�territoriale�de�l ,Etat�contractant�du�juge�saisi

（
仏
））。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
部
分
の
要
件
の
意
味

が
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
異
な
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
判
示
の
主
眼
は
、
保
全
措
置
と
そ
の
対
象
と
の
物
的
な
近
接
性
に
あ
る
と
し
て
、
基
本
的
に
、
保

全
措
置
の
対
象
が
発
令
国
の
領
域
内
に
存
在
し
、
執
行
が
そ
こ
で
行
わ
れ
う
る
こ
と
を
要
す
る
と
さ
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
主
張
の
背
景

の
一
要
素
と
し
て
、
条
約
二
四
条
は
緊
急
の
要
請
が
あ
る
場
合
に
簡
便
に
保
全
措
置
を
得
さ
せ
る
た
め
の
特
別
規
定
で
あ
る
、
と
の
理

解
が
有
力
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
二
四
条
が
迅
速
に
保
全
措
置
を
と
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
す
れ

ば
、
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
が
他
国
で
の
執
行
命
令
を
経
な
け
れ
ば
実
効
性
を
も
た
な
い
よ
う
な
措
置
を
命
じ
る
こ
と
は
二
四

条
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
、
と
主
張
さ
れ（

（（（
（

る（
（（（
（

。
他
国
で
執
行
命
令
を
得
る
と
い
う
作
業
は
、
た
と
え
条
約
第
三
編
の
簡
易
承
認
・
執
行

手
続
の
適
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
一
国
内
で
発
令
・
執
行
を
す
る
の
に
比
べ
れ
ば
時
間
が
か
か
る
か
ら
で
あ
る（

（（（
（

。

他
方
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
そ
う
し
た
物
的
近
接
性
は
必
要
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
適

用
が
あ
る
事
案
で
、V

an�U
den�

先
決
判
断
以
後
も
引
き
続
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
本
案
管
轄
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
（
条
約
二
四
条

適
用
ケ
ー
ス
）
に
も
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
発
令
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て�V

an�U
den�

先
決
判
断
中
の�real�connecting�link�

が
「
物
的
な
近
接
性
」
と
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
表
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れ
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。

で
は
、「
関
連
性
」
の
要
件
は
「
物
的
な
近
接
性
」
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

先
決
判
断
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
こ
の
「
関
連
性
」
の
要
件
は
、
保
全
措
置
を
認
め
る
か
否
か
、
保
全
性
・
暫
定
性
を
確
保
す
る

の
に
適
当
な
条
件
づ
け
は
何
か
、
等
の
判
断
を
適
正
な
ら
し
め
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、V

an�U
den�

先
決
判
断
が
「
関
連

性
」
の
要
件
を
導
く
前
提
と
し
て
参
照
し
た�D

enilauler�

事
件
先
決
判
断
で
は
、
確
か
に
措
置
と
発
令
裁
判
所
と
の
物
的
近
接
性
が

重
視
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、D

enilauler�

事
件
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
機
関
が
許
可
し
た
ド
イ
ツ
銀
行
口
座
仮
差
押
の
承
認
・
執
行
請
求
の
事

案
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
仮
差
押
の
よ
う
に
特
定
財
産
に
直
接
か
か
っ
て
い
く
措
置
で
あ
れ
ば
、
措
置
の
対
象
と
の
物
的
近
接
性

が
重
視
さ
れ
る
の
も
理
解
で
き
る
。
他
方
、
他
の
類
型
の
保
全
措
置
の
場
合
、
必
ず
し
も
物
的
近
接
性
が
重
要
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
。
た
と
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
対
人
的
命
令
の
場
合
、
措
置
の
「
対
象
」
と
い
う
言

葉
の
解
釈
に
も
よ
る
が
、
措
置
が
向
け
ら
れ
る
の
は
債
務
者
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
少
な
く
と
も
発
令
段
階
に
お
い
て
は
、
措
置
の

対
象
と
の
物
的
近
接
性
と
い
っ
た
観
念
は
成
り
立
た
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
保
全
措
置
が
異
な
れ
ば
「
関
連
性
」
の
具
体
的
中
身
も
異
な
り
う
る（

（（（
（

。
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、
本
件
先
決
判
断
が
挙
げ

た
「
関
連
性
」
の
要
件
自
体
が
保
全
措
置
の
種
類
等
に
か
か
わ
ら
ず
具
体
的
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
理
解
す
る
ほ
う

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
関
連
性
」
の
要
件
は
、
裁
判
管
轄
（
権
）
の
有
無
の
判
断
基
準
の
文
脈
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る（

（（（
（

一

般
的
な
も
の
で
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
下
で
特
別
に
課
さ
れ
る
要
件
と
も
言
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
ⅱ
）　

金
銭
仮
払
命
令
が
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
い
え
る
た
め
の
条
件

　
　
　

～
領
域
内
の
債
務
者
財
産
に
対
す
る
「
執
行
」
可
能
性
に
つ
い
て
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前
述
の
「
関
連
性
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
と
も
関
係
し
て
、
金
銭
仮
払
い
を
二
四
条
の
措
置
と
い
う
た
め
に
は
措
置
が
領
域
内

財
産
に
の
み
か
か
る
場
合
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
（
と
の
理
解
の
正
当
性
、
そ
し
て
こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
制
限
の
）
趣
旨
、
が
問
わ
れ
る
。

ま
ず
、
領
域
内
の
「
債
務
者
財
産
」（�assets�of�the�defendant;�des�avoirs

…
…du�défendeur�

）
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ

う
か
。
本
件
の
オ
ラ
ン
ダ
で
の
手
続
で
控
訴
審
裁
判
所
が
問
題
に
し
て
い
た（

（（（
（

よ
う
に
、
原
告
（
債
権
者
）
住
所
の
領
域
内
所
在
の
み
で

は
足
り
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。
が
、
債
務
者
住
所
が
領
域
内
に
所
在
す
る
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
債
務
者
住
所
が
領
域

内
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
現
に
執
行
可
能
な
具
体
的
財
産
が
存
在
し
な
く
て
も
将
来
的
に
財
産
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は
あ

る
。
前
述
の
批
判
に
あ
っ
た
よ
う
に
（
本
稿
三
（
（
（.3
）
の
第
二
）、
本
件
先
決
判
断
の
言
い
回
し
は
複
数
の
解
釈
の
余
地
を
残
す
。

ま
た
、
特
定
の
債
務
者
財
産
に
「
か
か
る
」（�relates�only�to

…;�ne�porte�que�sur

…
）
の
意
味
も
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
の

「
か
か
る
」
は
「
執
行
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
領
域
内
の
財
産
を
「
執
行
」
対
象
と
す
る
趣

旨
で
理
解
す
べ
き
だ
と
し
て
も
、
そ
の
執
行
方
法
と
し
て
間
接
強
制
の
よ
う
な
形
も
含
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
金
銭
仮
払

命
令
と
の
関
係
で
「
特
定
の
」
債
務
者
財
産
の
領
域
内
存
在
可
能
性
を
問
う
こ
と
と
間
接
強
制
の
方
法
に
よ
り
う
る
こ
と
と
は
整
合
的

な
の
か
。
も
し
間
接
強
制
を
も
含
め
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
執
行
」
対
象
自
体
が
領
域
内
に
限
ら
れ
て
も
、
そ
の
「
効
果
」

が
領
域
外
に
及
ぶ
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（（（
（

。

（
ⅲ
）　
「
本
案
管
轄
」
の
意
味

本
件
先
決
判
断
に
よ
る
と
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
か
否
か
に
よ
っ
て
保
全
命
令
権
限
の
在
り
方
に
線
引
き

が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
い
か
な
る
場
合
に
「
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
」
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
を
正
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で
問
題
に
な
る
の
は
、「
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
」
と
言
う
た
め
に
は
、
そ
こ
に
本
案
訴
訟
が
既
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に
係
属
し
て
い
る
こ
と
ま
で
必
要
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

本
件
先
決
判
断
一
九
節
及
び
三
四
節
の
言
い
回
し
は
曖
昧
で
あ
る
。
が
、
必
ず
し
も
現
実
に
本
案
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
こ
と
を
要

さ
ず
、
条
約
の
規
定
に
よ
っ
て
「
潜
在
的
に
」
本
案
管
轄
を
行
使
し
え
れ
ば
足
る
と
理
解
さ
れ
る（

（（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
全
命
令
管
轄
の
基
礎
と
し
て
の
「
本
案
付
随
性（

（（（
（

」

の
区
分
け
と
は
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、「
保
全
命
令
が
内
国
本
案
判

決
の
執
行
確
保
を
目
的
と
す
る
（�in�support�of�dom
estic�proceedings�

）
か
あ
る
い
は
外
国
本
案
判
決
の
執
行
確
保
を
目
的
と
す

る
（�in�support�of�foreign�proceedings�

）
か
で
」（

（（（
（

分
け
て
論
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
両
者
の
差
異
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の�

E
U
諸
国
に
お
い
て
も
、「
保
全
命
令

の
本
案
付
随
性
」
と
い
う
考
え
方
が
な
い
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
た
だ
、
実
際
に
本
案
が
係
属
す
る
前
で
あ
っ
て
も
本
案
管
轄
が

潜
在
的
に
存
在
し
さ
え
す
れ
ば
、
被
保
全
権
利
の
存
在
等
の
審
理
管
轄
地
と
し
て
の
「
適
正
さ
」
を
担
保
す
る
の
に
十
分
な
事
案
と
の

関
連
性
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
「
保
全
命
令
の
本
案
付
随
性
」
を
持
ち
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
は
、
そ
の
裁
判
管
轄
の
原
則
や
裁
判
所
侮
辱
の
制
度
の
存
在
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
内
国
で
本
案
訴
訟
が
実
際
に
係
属
す

る
前
と
後
と
で
裁
判
所
が
債
務
者
に
対
し
て
及
ぼ
し
う
る
影
響
力
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
本
案
訴
訟

係
属
前
後
の
「
力
の
契
機（

（（（
（

」
の
差
が
重
視
さ
れ
る
結
果
と
し
て
現
実
の
係
属
の
有
無
が
区
分
け
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
、
と
は
説
明
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
を
明
確
に
説
く
た
め
に
は
、
十
分
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
事
例
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
（.5
）　

過
剰
管
轄
規
定
適
用
禁
止
条
項
と
保
全
命
令
管
轄

本
件
先
決
判
断
は
、
主
に
条
約
上
の
規
定
の
位
置
づ
け
（
三
条
及
び
二
四
条
の
関
係
）
を
理
由
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
「
三
条
の
過
剰

管
轄
規
定
適
用
禁
止
は
二
四
条
の
特
別
な
レ
ジ
ー
ム
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」（
四
二
節
）、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
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ば
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
四
条
の
よ
う
に
申
立
人
の
国
籍
に
基
づ
い
て
管
轄
を
認
め
る
「
過
剰
管
轄
」
規
定
も
、
条
約
二
四
条
を
媒
介
す
る

こ
と
で
保
全
命
令
管
轄
の
根
拠
と
し
て
は
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生

じ
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
本
件
先
決
判
断
は
別
の
と
こ
ろ
で
は
（
四
〇
節
）、
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
を
認
め
る
た
め
の
一
般
的
要

件
と
し
て
「
関
連
性
」
の
要
件
が
課
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
「
関
連
性
」
の
具
体
的
中
身
を
ど
の
よ
う

に
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
り
う
る
。
が
、「
関
連
性
」
の
有
無
の
考
慮
要
素
を
保
全
措
置
の
種
類
ご
と
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
、「
申
立
人
の
国
籍
」
の
み
が
保
全
命
令
申
立
て
の
な
さ
れ
た
裁
判
所
所
属
国
と
の
間
の

紐
帯
で
あ
る
よ
う
な
場
合
、
本
件
先
決
判
断
の
い
う
「
関
連
性
」
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し

あ
る
と
し
て
も
、
例
外
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。

そ
の
他
、
申
立
人
の
国
籍
を
基
礎
と
す
る
「
過
剰
管
轄
規
定
」
の
場
合
な
ど
は
、
国
籍
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
い
と
し
て
人
権
保
障

の
観
点
か
ら
も
問
題
と
さ
れ
う
る（

（（（
（

。

（
（.6
）　

当
事
者
意
思
に
よ
る
国
家
裁
判
機
関
の
管
轄
排
除
と
保
全
命
令
管
轄
と
の
関
係
に
関
す
る
さ
ら
な
る
問
題

本
件
先
決
判
断
は
、
仲
裁
合
意
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
あ
っ
さ
り
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が
な
く
な

る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
疑
義（

（（（
（

の
ほ
か
に
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
事
項
が
あ
る
。

〔
仲
裁
廷
が
構
成
さ
れ
る
前
後
に
よ
る
時
間
的
区
別
〕

本
件
は
、
仲
裁
合
意
に
し
た
が
っ
て
仲
裁
人
を
選
任
す
る
段
階
で
一
方
当
事
者
が
非
協
力
的
だ
っ
た
た
め
、
仲
裁
手
続
き
が
順
調
に

進
ま
な
か
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
仲
裁
廷
が
既
に
構
成
さ
れ
た
段
階
か
否
か
で
国
家
裁
判
機
関
に
よ
る
仮
払
命
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令
管
轄
の
有
無
を
特
に
区
別
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
法
上
は
、
仲
裁
廷
が
構

成
さ
れ
る
前
か
後
か
で
区
別
す
る
解
釈
が
有
力
で
あ
る（

（（（
（

。
本
件
の
事
案
は
、
も
し
フ
ラ
ン
ス
裁
判
機
関
が
仮
払
命
令
の
申
立
て
を
受
け

て
い
た
と
す
れ
ば
、
仲
裁
廷
の
構
成
如
何
も
し
く
は
仲
裁
廷
が
構
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
機
能
不
全
状
態
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
が
フ
ラ
ン
ス
の
保
全
命
令
管
轄
の
有
無
を
決
す
る
上
で
争
点
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
で
あ
る（

（（（
（

。

本
件
先
決
判
断
以
後
も
、
保
全
措
置
に
つ
き
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
の
所
属
国
法
が
認
め
な
い
措
置
は
条
約
二
四
条
の
下
で
も
発

令
（
許
可
）
さ
れ
え
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
る
ま
い
。
締
約
国
法
上
の
取
扱
い
の
違
い
は
残
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）　M

ietz 

事
件（

（（（
（

　
　

～
金
銭
仮
払
命
令
（
承
認
・
執
行
）
ケ
ー
ス

〔
事
案
〕

Intership�Y
aching�Sneek�BV

（
以
下
、
X
）
は
オ
ラ
ン
ダ
法
に
準
拠
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の�Sneek�

を

本
拠
地
と
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
住
所
を
有
す
る�M

iez�

氏
（
以
下
、
Y
）
は
、
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
た
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
で
X
の
船
を
見

て
関
心
を
持
ち
、
そ
の
一
週
間
後
、
オ
ラ
ン
ダ
の�Sneek�
で
X
の
船
の
「
売
買
契
約
」
を
結
ん
だ
。
こ
の
契
約
で
は
、
購
入
す
る
船

に
は
Y
の
要
望
す
る
改
造
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
Y
は
船
の
引
渡
し
を
受
け
る
前
に
そ
の
代
金
を
支
払
う
こ
と
（
五
回
の
分
割

払
い
）、
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
Y
が
完
済
前
に
支
払
い
を
怠
る
に
至
っ
た
た
め
、
X
は
オ
ラ
ン
ダ
（�Leeuw

arden�

）
の

地
方
裁
判
所
長
に
申
立
て
を
行
い
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
上
の
迅
速
手
続
（�kort�geding�

手
続
）
を
通
じ
て
Y
に
対
す
る
残
金
支
払
命

令
を
取
得
し
た
。

こ
の
命
令
の
執
行
許
可
判
決
を
X
が
ド
イ
ツ
で
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
Y
は
、
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
長
が
条
約
一
三
条
・
一
四
条
の
消
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費
者
保
護
に
基
づ
く
管
轄
規
定
の
適
用
を
看
過
し
た
と
主
張
し
、
そ
の
管
轄
を
争
っ
た
（
Y
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
件
船
の
発
注
の

詳
細
は
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
た
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
の
場
で
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
オ
ラ
ン
ダ
で
書
面
の
契
約
が
交
わ
さ
れ
た

の
は
ド
イ
ツ
で
確
定
的
に
な
さ
れ
た
口
頭
で
の
契
約
に
形
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
、
等
と
述
べ
て
い
た
）。
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所

は
、
Y
が
条
約
一
三
条
・
一
四
条
の
消
費
者
契
約
に
関
す
る
管
轄
規
定
の
適
用
を
受
け
う
る
場
合
は
本
件
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
の
命
令
の

承
認
・
執
行
が
拒
絶
さ
れ
る
と
言
え
そ
う
だ
が
、
条
約
一
三
条
・
一
四
条
の
適
用
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
も
、
さ
ら
に
条
約
二
四
条
に
よ
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
の
命
令
の
承
認
・
執
行
が
認
め
ら
れ
な
い
の
か
ど
う
か
の
解
釈
が
自
明
で
は
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
四
点
に

つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
判
断
を
求
め
た
（
第
二
と
第
三
の
質
問
は
省
略
）。

（
ⅰ
）　

本
件
売
買
は
条
約
一
三
条
一
項
一
号
の
割
賦
販
売
と
い
え
る
か
。

（
ⅳ
）　

消
費
者
契
約
に
関
す
る
管
轄
規
定
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�geding�

手
続
を
通

じ
て
命
じ
ら
れ
た
措
置
を
条
約
二
四
条
の
意
味
で
の
保
全
措
置
と
性
質
づ
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
裁
判
所
に
よ
る
条
約
第
二
編
第
四
節
の
規

定
（
消
費
者
契
約
に
関
す
る
管
轄
規
定
）
の
看
過
に
か
か
わ
ら
ず
命
令
を
承
認
・
執
行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
。

〔
先
決
判
断
〕　

略

〔
コ
メ
ン
ト
〕

本
件
に
お
け
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
判
断
は
、
条
約
上
の
消
費
者
契
約
の
類
型
に
関
す
る
解
釈
を
別
に
す
る
と
、
先
に
紹
介
し

た�V
an�U

den�

事
件
で
の
判
断
を
随
所
で
参
照
し
、V

an�U
den�

事
件
の
判
断
を
確
認
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
観
も
あ
る
。
そ
の

「
確
認
」
さ
れ
た
事
柄
と
し
て
は
、
ま
ず
、
条
約
二
条
ま
た
は
五
条
～
一
八
条
に
規
定
さ
れ
る
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が
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保
全
措
置
を
と
る
際
に
は
、
二
四
条
に
基
づ
い
て
保
全
命
令
管
轄
を
行
使
す
る
場
合
の
よ
う
な
制
約
は
課
さ
れ
な
い（

（（（
（

と
い
う
こ
と
を
明

確
に
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
確
認
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の�kort�geding�

手
続
の

特
徴
を
挙
げ
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
手
続
は
条
約
二
四
条
に
よ
っ
て（

（（（
（

想
定
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
手
続
の
一
種
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
明
言
し
た（

（（（
（

点
も
見
落
と
せ
な
い
。

そ
の
他
、
本
件
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
内
容
か
ら
推
測
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
に
本
件
で
新
た
に
判
断
が
示
さ
れ
た
保
全
措
置
の
執
行
命
令
に
つ
い
て
の
判
示
で
あ
る
。

第
一
に
、
本
件
先
決
判
断
は
、
条
約
二
四
条
管
轄
に
基
づ
く
保
全
命
令
に
対
す
る
執
行
命
令
付
与
の
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る（

（（（
（

。
た

だ
し
、V

an�U
den�

事
件
で
示
さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
必
要
は
あ
る
。
そ
し
て
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
に
よ
る
と
、
こ
の
条
件

を
満
た
す
た
め
に
は
、
仮
払
命
令
の
場
合
、
発
令
国
の
領
域
内
の
債
務
者
財
産
に
執
行
を
行
い
う
る
可
能
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
条
約
二
四
条
管
轄
に
基
づ
く
保
全
命
令
に
対
し
て
執
行
命
令
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
ど

う
か
疑
問
と
す
る
論
者
も
あ
る（

（（（
（

。
た
と
え
ば
、
領
域
内
で
の
執
行
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
管
轄
が
認
め
ら
れ
た
が
領
域
内
で
は
結
局
執

行
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
他
の
締
約
国
で
執
行
命
令
を
申
立
て
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
で
あ
る（

（（（
（

。

第
二
に
、
本
件
先
決
判
断
は
、
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
条
約
上
の
本
案
管
轄
の
規
律
が
迂
回
さ
れ
る
よ
う
な
事
態

を
防
ぐ
た
め
、
執
行
命
令
を
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
は
、
執
行
命
令
の
対
象
と
な
る
外
国
裁
判
が
条
約
二
四
条
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
た
措

置
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
べ
き（

（（（
（

、
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
条
約
二
八
条
三
項
（
承
認
の
対
象
と
な
る
裁

判
を
行
っ
た
裁
判
所
の
管
轄
を
、
承
認
を
求
め
ら
れ
た
国
が
再
審
査
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
）
と
の
整
合
性（

（（（
（

を
問
い
た
く
も
な
る
。
し
か

し
、
本
先
決
判
断
第
四
九
節
に
よ
る
と
、
執
行
命
令
を
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
が
確
認
す
べ
き
は
、
当
該
保
全
措
置
を
と
っ
た
裁
判
所
の

管
轄
自
体
で
は
な
く
（�not�to�the�jurisdiction,�as�such,�of�the�court�of�origin�

）、
条
約
二
四
条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
管
轄

を
行
使
し
て
得
ら
れ
た
裁
判
に
つ
い
て
執
行
を
求
め
う
る
範
囲
で
あ
る
、
と
い
う（

（（（
（

。
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（
3
）　Italian�Leather�

事
件（

（（（
（

　

～
商
標
使
用
仮
差
止
命
令
ケ
ー
ス

〔
事
案
〕

イ
タ
リ
ア
法
人�Italian�Leather�SpA

（
以
下
、
X
）
は�Longlife�

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
革
張
り
家
具
を
販
売
し
て
い
た
。
他

方
、
ド
イ
ツ
法
人�W

ECO
�Polsterm

öbel�Gm
bH

�&
�Co.

（
以
下
、
Y
）
は
X
と
の
間
で
契
約
を
結
び
、
期
間
・
地
理
的
範
囲
を
限

定
し
た
上
で�Longlife�

の
ブ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
た
販
売
活
動
を
許
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
Y
は
X
に
対
し
て
不
満
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
独
自
に� ,,naturia�longlife�by�M

aurizio�D
aniel ,,�

の
名
称
を
用
い
て
販
売
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

・
ド
イ
ツ
裁
判
所
で
の
保
全
手
続
き

そ
れ
を
知
っ
た
X
は
Y
の
登
録
事
務
所
所
在
地
の
ド
イ
ツ
裁
判
所
（�Landgericht�K

oblenz�

）
に
、
Y
が
そ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン

ド
を
用
い
た
販
売
活
動
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
る
仮
差
止
命
令（

（（（
（

の
発
令
を
申
し
立
て
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
法
上

は
保
全
措
置
の
発
令
要
件
を
充
た
さ
な
い
と
し
て（

（（（
（

申
立
て
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

・
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
で
の
保
全
手
続
き

と
こ
ろ
で
、
X
・
Y
間
の
契
約
に
は
裁
判
管
轄
条
項
が
存
在
し
、
イ
タ
リ
ア
の�Bari�

の
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所
と
な
る
こ
と

が
合
意
さ
れ
て
い
た
。
X
は
ド
イ
ツ
裁
判
所
が
判
断
を
下
す
前
に
、
イ
タ
リ
ア
の�Bari�

の
裁
判
所
に
も
同
様
の
保
全
命
令
を
申

し
立
て
て
い
た
。
結
論
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
裁
判
所
は
X
の
申
立
て
を
認
め
、
Y
が
ド
イ
ツ
を
含
む
一
定
の
地
理
的
範
囲
内
で

Longlife�

と
い
う
語
を
使
用
し
て
革
張
り
家
具
を
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
仮
処
分
命
令
を
発
令
し
た
。
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・
保
全
命
令
の
承
認
・
執
行
許
可
請
求

X
は
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
の
保
全
命
令
の
承
認
・
執
行
を
ド
イ
ツ
裁
判
所
に
求
め
た
。
地
方
裁
判
所
（�Landgericht�K

oblenz�

）

は
執
行
を
許
可
し
た
が
、
控
訴
審
で
は
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
の
保
全
命
令
が
ド
イ
ツ
の
従
前
の
保
全
申
立
棄
却
の
裁
判
と
矛
盾
す
る

（
条
約
二
七
条
三
項
）
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
、
概
略
以
下

の
よ
う
な
三
つ
の
解
釈
問
題
に
つ
い
て
の
先
決
判
断
を
求
め
た
。

（
ⅰ
）　

条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
を
発
令
す
る
た
め
の
（
保
全
手
続
法
上
の
）
要
件
に
違
い
が
あ
る
場
合
も
条
約
二
七
条
三
項
の
い

う
意
味
で
「
両
立
し
な
い
」（�irreconcilable�

）
と
認
め
ら
れ
る
か
。

（
ⅱ
）　

条
約
三
四
条
、
三
一
条
に
よ
り
執
行
を
要
す
る
「
外
国
裁
判
」
を
執
行
す
る
裁
判
所
は
、
当
該
執
行
国
の
法
に
従
っ
て
必
要

な
執
行
の
た
め
の
措
置
（�the�m

easures�necessary,�under�the�law
�of�the�State�of�enforcem

ent,�for�enforcem
ent�of�a�

restraining�order�

）
を
と
る
べ
き
か
、
ま
た
、
と
り
う
る
か
。

（
ⅲ
）　

執
行
を
求
め
ら
れ
て
い
る
「
外
国
裁
判
」
が
そ
れ
自
体
と
し
て
何
ら
執
行
の
た
め
の
措
置
を
備
え
て
お
ら
ず
、
裁
判
を
行
っ

た
国
（�the�State�of�origin�

）
が
、
保
全
措
置
と
し
て
の
差
止
命
令
の
執
行
の
た
め
の
何
ら
の
規
定
も
有
し
て
い
な
い
場
合
は
ど
う

か
（（
ⅱ
）
の
問
い
に
対
す
る
回
答
に
違
い
は
生
じ
る
か
）。

〔
先
決
判
断
〕

（
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
（
ⅰ
）
の
問
い
に
つ
い
て
）

条
約
二
七
条
三
項
の
意
で
「
両
立
し
な
い
」
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
二
つ
の
裁
判
が
相
互
に
排
斥
し
あ
う
法
的
結
果
を

伴
う
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
吟
味
す
べ
き
で
あ
る
（
四
〇
節
）。

債
務
者
の
一
定
の
行
為
の
差
止
め
を
命
じ
る
保
全
命
令
は
、
当
該
裁
判
の
承
認
国
に
お
け
る
同
一
当
事
者
間
で
の
同
様
の
保
全
命
令
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申
立
却
下
の
決
定
と
両
立
し
な
い
、
と
解
す
べ
き
。

　〔
コ
メ
ン
ト
〕

（
3.（
）　

債
務
者
に
一
定
の
不
作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
の
保
全
命
令
管
轄

本
件
で
申
し
立
て
ら
れ
た
仮
処
分
は
、
債
務
者
に
仮
に
一
定
の
不
作
為
を
命
じ
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
条
約
二
四
条
と
の
関

係
で
は
、
ま
ず
、
本
件
の
よ
う
な
仮
処
分
が
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
う
る
。
債
務
者
に
一
定
の
不

作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
も
、V

an�U
den�

事
件
で
争
わ
れ
た
金
銭
仮
払
命
令
と
同
様
に
本
案
判
断
を
先
取
り
す
る
性
格
を
有
し
、
む
し

ろ
本
案
判
決
に
類
す
る
も
の
と
し
て
条
約
上
の
本
案
管
轄
の
規
定
の
み
が
管
轄
の
根
拠
と
な
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
点
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
本
件
の
よ
う
な
「
債
務
者
に
一
定
の
不
作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
」
も
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措

置
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
深
く
検
討
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
後
に
み
る
よ
う
に
と
り
あ
え
ず
肯
定
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ

れ
る
。

実
際
に
本
件
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
基
本
的
に
同
一
の
事
件
に
つ
き
二
つ
の
締
約
国
裁
判
所
が
各
々
行
っ
た
二
つ
の
裁
判
の
齟
齬

が
両
国
の
手
続
法
上
の
差
異
に
基
づ
く
場
合
も
条
約
二
七
条
三
号
の
意
味
で
「
両
立
し
な
い
」
裁
判
と
認
め
ら
れ
う
る
か
否
か
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
本
件
先
決
判
断
が
条
約
二
七
条
解
釈
の
前
提
と
し
て
簡
単
に
少
し
だ
け
触
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
双
方
の
保
全
命

令
管
轄
に
つ
い
て
も
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
、
以
下
、
若
干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
一
方
で
イ
タ
リ
ア
で
の
仮
処
分
命
令
申
立
て
は
条
約
上
の
本
案
管
轄
（
管
轄（

（（（
（

合
意
に
基
づ
く
）
を
有

す
る
裁
判
所
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
保
全
命
令
管
轄
は
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
（
三
七

節
～
四
七
節
）
が
明
ら
か
に
し
た
条
約
二
四
条
管
轄
に
つ
い
て
の
制
限
内
の
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
て
適
法
に
二
四
条
に
基
づ
く
こ
と
、
を
両
国

の
裁
判
の
競
合
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
提
と
し
て
仮
定
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
保
全
命
令
管
轄
に
つ
い
て
の
判
示
部
分
で
あ
る
。
本
件
先
決
判
断
は
、「
ド
イ
ツ
裁

判
所
は
…
…
…
二
四
条
管
轄
に
関
し
て
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
例
が
解
釈
に
よ
っ
て
導
い
た
よ
う
な
制
限
を
越
え
て
い
な
か
っ
た
」
こ

と
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
る
と
述
べ
（
三
九
節
）、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
を
参
照
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
そ
の
参
照
範

囲
で
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
が
二
四
条
管
轄
に
つ
い
て
一
般
的
要
件
（
三
七
節
～
四
一
節
）
を
挙
げ
た
部
分
の
み
な
ら
ず
、
特

に
仮
払
命
令
に
関
し
て
特
別
に
付
さ
れ
た
と
解
さ
れ
て
き
た
要
件
部
分
（
四
三
～
四
七
節
）
を
も
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
参
照
範
囲
が

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
だ
ろ
う
か
。
本
件
の
よ
う
な
仮
差
止
命
令
（
商
標
使
用
を
禁
じ
る
仮
処
分
命
令
）
の
場
合
を
も
金
銭
仮
払
命
令

の
場
合
と
同
様
に
扱
い
、V

an�U
den�

事
件
第
四
三
節
～
四
七
節
で
挙
げ
ら
れ
た
要
件
が
同
じ
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の

と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
仮
差
止
命
令
に
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
示
し
た
「
要
件
」
が
ど
の
範
囲
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か

と
い
う
問
題
に
は
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
は
債
務
者
が�Longlife�

の
語
を
使
用
し
て
革
張
り
家
具

を
販
売
す
る
こ
と
を
止
め
る
べ
き
場
所
は
ド
イ
ツ
を
含
む
一
定
地
域
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
仮
処
分
の
「
対
象
」（
と
い
う
よ
り
、
こ
こ

で
は
む
し
ろ
「
目
的
」）
と
十
分
な
関
連
性
（
二
四
条
管
轄
の
一
般
的
要
件
）
を
有
し
て
い
た（

（（（
（

と
考
え
ら
れ
る
し
、
か
つ
、
も
し
執
行

を
領
域
内
で
な
し
う
る
こ
と（

（（（
（

も
条
約
二
四
条
管
轄
を
認
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
件
で
は
債
務
者
の
登
録
住
所
も
ド
イ

ツ
に
あ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
で
の
執
行
に
現
実
性
が
あ
る
と
い
え
な
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
裁
判
所
に
二
四

条
管
轄
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
不
当
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ま
い（

（（（
（

。

（
3.（
）　

保
全
措
置
の
競
合
・
申
立
て
の
競
合
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
複
数
裁
判
所
が
同
一
の
紛
争
に
つ
き
保
全
措
置
を
命
じ
る
と
、
本
件
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
判
断
の
矛
盾
・
抵
触

が
生
じ
う
る
。
そ
も
そ
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
迅
速
・
簡
便
に
保
全
の
実
を
挙
げ
う
る
こ
と
を
是
と
し
、
保
全
命
令
管
轄
を
広
く
認
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め
る
た
め
に
条
約
二
四
条
が
置
か
れ
た
も
の
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、
論
理
的
（
潜
在
的
）
な
管
轄
の
存
在
と
い
う
意
味
で
は
、

同
一
事
案
に
つ
い
て
条
約
上
複
数
締
約
国
裁
判
所
が
保
全
命
令
管
轄
を
有
す
る
こ
と
の
方
が
通
常
で
す
ら
あ
る（

（（（
（

。
或
る
事
案
に
つ
い
て

条
約
上
の（

（（（
（

本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が
複
数
存
在
し
う
る
上
、
締
約
国
法
上
も
、
或
る
保
全
措
置
に
つ
い
て
命
令
管
轄
を
有

す
る
裁
判
所
が
多
く
の
場
合
複
数
存
在
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
何
ら
か
の
形
で
別
個
に
制
約
が
置
か
れ
な
い
か
ぎ
り
、
債
権

者
は
複
数
締
約
国
の
裁
判
所
か
ら
重
複
し
て
保
全
命
令
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

保
全
命
令
申
立
て
、
ま
た
は
保
全
措
置
の
競
合
に
つ
き
条
約
上
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い

部
分
も
多
い
。
が
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
本
件
先
決
判
断
は
、
債
務
者
に
一
定
の
不
作
為
を
命
じ
る
タ
イ
プ
の
仮
処
分
に
つ
い
て
の

判
断
が
複
数
の
締
約
国
裁
判
所
か
ら
出
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
①
保
全
措
置
の
発
令
要
件
に
関
す
る
締
約
国
法
上
の
差
異

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
起
因
し

て
複
数
保
全
命
令
間
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
条
約
二
七
条
三
号
の
意
味
で
「
両
立
し
な
い
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し（
（（（
（

（
四
〇
～
四
七
節
）、
②
二
七
条
三
号
の
意
味
で
「
両
立
し
な
い
」
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
承
認
・
執
行
を
求
め
ら
れ
た
締
約
国
裁

判
所
は
承
認
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
し
て
承
認
如
何
に
つ
い
て
の
締
約
国
裁
判
所
の
裁
量
を
否
定
し
た
（
四
八
節
～
五
二

節
）。
以
下
、
主
に
保
全
手
続
・
措
置
の
国
際
的
競
合
の
条
約
上
の
規
律
と
い
う
点
か
ら
、
本
件
を
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

国
際
的
に
競
合
す
る
民
事
手
続
及
び
裁
判
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、（
イ
）
管
轄
決
定
段
階
で
の
規
律
と
（
ロ
）
裁
判
の
承

認
・
執
行
段
階
で
の
規
律
と
が
あ
り
う
る
。
そ
こ
で
、
保
全
手
続
・
措
置
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
規
律
形
態
を
と
り
う
る
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
る
。

（
イ
）
管
轄
決
定
段
階
で
の
規
律

ま
ず
、
保
全
命
令
申
立
て
の
国
際
的
競
合
の
管
轄
決
定
段
階
で
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
本
案
訴
訟
提
起
の
競
合
の
場
合（

（（（
（

と
異
な
っ

て
、
条
約
上
の
扱
い
が
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い（

（（（
（

。
第
一
に
、
そ
も
そ
も�lis�pendens�

に
関
す
る
条
約
二
一
条
が
本
案
の
訴

え
の
み
な
ら
ず
保
全
命
令
申
立
て
に
も
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
第
二
に
、
保
全
措
置
の
種
類
に
よ
っ
て
異



（53 欧州司法裁判所による保全命令関連判断

な
る
対
応
を
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
も
考
え
方
は
分
か
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
前
述
の�D

enilauler�

事
件
先
決
判
断
第
一
六
節
の
趣
旨
（
求
め
ら
れ
て
い
る
保
全
措
置
を
命
じ
る
か
否
か
等
の
判
断
を

最
も
適
切
に
行
い
う
る
の
は
措
置
の
対
象
と
な
る
財
産
所
在
地
の
裁
判
所
で
あ
る
）
に
鑑
み
る
と
、
仮
差
押
命
令
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
競
合
の
心
配
は
無
用
な
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、「
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
」

と
「
二
四
条
管
轄
裁
判
所
」
の
仮
差
押
が
共
に
そ
の
領
域
内
に
所
在
す
る
特
定
財
産
の
み
を
対
象
と
す
る
（
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
資
産
凍
結
命
令
と
の
比
較
で
は
「
古
典
的
仮
差
押
」
と
も
言
う
べ
き
タ
イ
プ
）
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
競
合
の
心

配
は
な
さ
そ
う
で
あ
る（

（（（
（

。
た
だ
し
、
複
数
の
「
古
典
的
仮
差
押
」
間
で
も
、
も
し
無
制
限
に
複
数
国
で
の
複
数
申
立
て
が
認
め
る
こ
と

に
で
も
な
れ
ば
、
過
剰
に
債
務
者
財
産
を
凍
結
す
る
お
そ
れ
等
、
弊
害
が
全
く
生
じ
得
え
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い（

（（（
（

。

他
方
、
債
務
者
に
一
定
の
作
為
又
は
不
作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
命
令
の
場
合
、
そ
の
命
令
の
効
果
の
及
ぶ
範
囲
を
地
理
的
に
画
す
る

こ
と
が
他
の
保
全
措
置
の
場
合
よ
り
も
困
難
で
あ
る
た
め
に
措
置
の
積
極
的
競
合
の
可
能
性
も
大
き
く
な
る
、
と
の
主
張
が
あ
る（

（（（
（

。
そ

し
て
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
保
全
措
置
は
、
こ
の
よ
う
に
積
極
的
競
合
の
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
類
型
に
含
ま
れ
る
「
一
定
の

不
作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
類
型
の
保
全
手
続
に
つ
い
て
は
、
本
案
訴
訟
の
競
合
の
場
合
と
同
様（

（（（
（

、
最
初

に
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
が
そ
の
管
轄
を
認
め
た
段
階
で
、
後
に
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
自
ら
の
管
轄
を
否
定
す
べ
き
な
の
で

は
な
い
か
が
問
わ
れ
る（

（（（
（

。

し
か
し
、
本
件
先
決
判
断
が
求
め
ら
れ
る
元
の
事
件
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
管
轄
決
定
段
階
で
の
規
制
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
ド

イ
ツ
裁
判
所
よ
り
も
後
に
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
保
全
命
令
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
は
自
ら

の
管
轄
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
仮
処
分
命
令
を
発
令
し
た（

（（（
（

。

（
ロ
）
保
全
命
令
の
承
認
・
執
行
段
階
で
の
規
律

そ
こ
で
、
管
轄
決
定
段
階
で
は
な
く
、
裁
判
の
効
果
に
つ
い
て
、
即
ち
、
外
国
保
全
命
令
の
承
認
・
執
行
段
階
で
の
規
律
が
次
に
問
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題
と
な
る
。

ま
ず
、
保
全
命
令
の
よ
う
に
未
確
定
の
裁
判
で
あ
っ
て
も
条
約
上
の
承
認
・
執
行
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
は
、
先
に
見

て
き
た
よ
う
に
欧
州
司
法
裁
判
所
先
決
判
断
に
よ
っ
て
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
前
述
の�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
で
は
、
保
全
命

令
で
あ
っ
て
も
他
国
で
原
則
と
し
て
承
認
さ
れ
う
る
と
い
う
前
提
の
下
、
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
締
約
国
裁
判
所
が
本
案
判
断
を
先
取

り
す
る
よ
う
な
保
全
措
置
（
金
銭
仮
払
命
令
の
よ
う
な
満
足
的
仮
処
分
）
を
命
じ
る
こ
と
の
リ
ス
ク
が
重
視
さ
れ
、
本
案
管
轄
を
有
さ

な
い
締
約
国
裁
判
所
に
よ
る
金
銭
仮
払
命
令
の
保
全
執
行
は
発
令
国
の
領
域
内
に
制
限
さ
れ
た
（
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

）。

さ
て
、
一
般
的
に
は
保
全
命
令
も
条
約
上
の
承
認
・
執
行
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
な
り
え
て
も
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
が
示

し
た
よ
う
な
二
四
条
適
用
要
件
を
充
足
し
な
い
保
全
命
令
は
、
条
約
上
、
他
の
締
約
国
で
は
承
認
さ
れ
な
い（

（（（
（

。
そ
の
限
り
でV

an�

U
den�

事
件
先
決
判
断
は
、
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
に
よ
る
保
全
命
令
と
二
四
条
管
轄
に
基
づ
く
裁
判
所
に
よ
る
保
全
命
令
と
の

住
み
分
け

0

0

0

0

を
図
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
示
し
た
制
限
の
下
で
も
、
複
数
保
全
命
令
の
抵
触
・
競
合

は
起
こ
り
う
る
。
本
件
が
ま
さ
に
そ
の
実
例
で
あ
る
。
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
に
よ
る
保
全
命
令
に
は
二
四
条
管
轄
裁
判
所
に
よ

る
保
全
命
令
に
対
す
る
よ
う
な
制
限
は
課
さ
れ
な
い
。
承
認
を
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
は
、
同
一
当
事
者
間
の
競
合
す
る
複
数
保
全
命
令

に
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
条
約
の
規
律
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
複
数
保
全
命
令
が
相
互
に
矛
盾
し
て
い
て
、
か
つ
、
保
全
命
令
の
う
ち
の
一
つ
が
承
認
を
求
め
ら

れ
た
裁
判
所
所
属
国
で
の
裁
判
で
あ
る
場
合
は
ど
う
か
。
条
約
二
七
条
三
号
は
保
全
命
令
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か（

（（（
（

。

結
論
と
し
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
保
全
命
令
に
も
二
七
条
三
号
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た（

（（（
（

。
そ
し
て
、
条
約
二
七
条
三

号
の
適
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
、
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
の
判
断
（
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
仮
処
分
申
立
棄
却
）

が
、
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
の
保
全
命
令
（
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
の
仮
処
分
命
令
）
よ
り
も
二
四
条
管
轄
を
行
使
し
た
裁
判
所
の
領

域
内
（
ド
イ
ツ
）
で
は
優
先
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
点
、
執
行
に
つ
い
て
は
執
行
地
国
が
専
属
管
轄
を
有
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
以
上
、
執
行
地
と
な
る
締
約
国
裁
判
所
自
身
の

判
断
が
他
国
の
判
断
よ
り
も
優
先
す
る
の
は
当
然
の
よ
う
で
は
あ
る
。
が
、
後
に
本
案
判
断
を
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

イ
タ
リ

ア
裁
判
所
が
仮
差
止
命
令
を
出
し
て
い
る（

（（（
（

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
判
断
と
異
な
る
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
判
断
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
本

当
に
妥
当
な
の
か
、
を
再
考
し
て
み
る
意
味
は
あ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
が
仮
処
分
申
立
て
を
認
め
た
以
上
、
イ
タ
リ
ア
で
本
案
手

続
が
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、
同
様
の
方
向
性
の
結
論
が
本
案
判
決
段
階
で
も
維
持
さ
れ
る
（
請
求
が
認
容
さ
れ
る
）
可
能
性
は
高
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
X
が
イ
タ
リ
ア
で
本
案
判
決
と
し
て
差
止
命
令
を
得
た
場
合
は

今
度
は
ド
イ
ツ
で
も
承
認
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
債
務
者
Y
が
商
標
使
用
禁
止
を
命
じ
ら
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ

で
、
考
え
方
と
し
て
は
、
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
の
保
全
命
令
と
二
四
条
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
の
保
全
命
令
と
で
は
常
に
前
者

を
優
先
さ
せ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
立
場
も
あ
り
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
先
決
判
断
は
そ
の
よ
う
な
立
場
は
採
ら
な
か
っ
た
。

（
3.3
）　

残
さ
れ
た
課
題

な
お
、
本
件
で
は
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
に
先
決
判
断
を
求
め
た
が
、
そ
の
う
ち

の
第
一
の
解
釈
問
題
に
対
す
る
回
答
の
み
で
解
決
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
第
二
・
第
三
の
解
釈
問
題
に
は
欧
州
司
法
裁
判
所
は
答

え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
外
国
保
全
命
令
、
特
に
債
務
者
の
作
為
・
不
作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
命
令
の
執
行
を
実
効
的
に

行
う
た
め
に
は
検
討
す
る
必
然
性
が
あ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
本
件
で
欧
州
司
法
裁
判
所
の
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

あ
っ
た（

（（（
（

。

（
（
）　S

t. P
aul D

airy Industries 

事
件（

（（（
（
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～
本
案
訴
訟
開
始
前
の
証
人
尋
問
ケ
ー
ス

　
　
　

～�

本
案
訴
訟
提
起
の
妥
当
性
如
何
等
を
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
証
人
尋
問
も
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
に
含

ま
れ
る
か
（
否
定
）

〔
事
案
〕

ベ
ル
ギ
ー
で
設
立
さ
れ
た
二
企
業
（�St.�Paul�D

airy�Industrie

〔
以
下
、St.�Paul�

〕
と�U

nibel�Exser�BV
BA

〔
以
下
、

U
nibel�

〕。
共
に
ベ
ル
ギ
ー
に
本
拠
が
あ
る
）
の
間
に
紛
争
が
起
こ
っ
た
。U

nibel�

は
、
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
人
物
に
本
案
訴
訟
前
の
証

人
尋
問
を
行
う
こ
と
を
、
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
。
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
八
六
条
以
下
は
訴
訟
開
始
前
の
証
人
尋
問
の
申

立
て
を
認
め
て
お
り
、
同
一
八
七
条
は
、
訴
訟
開
始
前
の
証
人
尋
問
の
申
立
て
に
つ
き
管
轄
を
有
す
る
の
は
証
人
の
住
所
ま
た
は
居
所

が
管
内
に
存
在
す
る
裁
判
所
で
あ
る
と
定
め
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
第
一
審
裁
判
所
は
、
訴
訟
開
始
前
の
証
人
尋
問
を
命
じ
た
。
そ
こ

で
、St.�Paul�

は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
控
訴
審
裁
判
所
に
対
し
、
第
一
審
裁
判
所
は
当
該
命
令
に
つ
き
裁
判
管
轄
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
等
の
理
由
に
よ
る
抗
告
を
行
っ
た
。

両
当
事
者
間
の
紛
争
は
、U

nibel

がSt.�Paul�
の
工
場
に
設
置
し
た
機
械
の
不
調
の
た
め
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
額
に
関
す
る
も
の

（
以
下
、
便
宜
上
、「
本
案
」
と
呼
ぶ
）
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（（
（

。
本
案
の
法
律
関
係
が
ベ
ル
ギ
ー
法
に
拠
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、

本
案
に
つ
い
て
は
ベ
ル
ギ
ー
の
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
こ
と
、
本
案
は
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
に
訴
訟
係
属
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら

に
ベ
ル
ギ
ー
や
そ
の
他
の
ど
こ
に
も
係
属
し
て
い
な
い
こ
と
、
に
つ
き
当
事
者
間
に
争
い
は
な
い（

（（（
（

。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
控
訴
審
裁
判
所
は
手
続
を
中
止
し
、
以
下
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
行
判
断
を
求
め
た
。

（
質
問
一
）
訴
訟
前
の
証
人
尋
問
に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
八
六
条
以
下
の
規
定
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が
対
象
と
す
る
分

野
に
含
ま
れ
る
か
。
同
規
定
は
、
紛
争
発
生
後
早
期
に
証
言
を
得
て
証
拠
の
散
逸
を
防
ぎ
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
み

な
ら
ず
、
後
の
訴
訟
に
関
係
を
持
ち
う
る
人
々
に
事
実
を
前
も
っ
て
明
確
化
す
る
機
会
を
与
え
、
各
々
の
立
場
や
、
さ
ら
に
、
と
り
わ



（5（ 欧州司法裁判所による保全命令関連判断

け
、
誰
に
対
し
て
訴
訟
提
起
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
く
評
価
を
行
わ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
質
問
二
）
第
一
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が�Y

es�

の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
八
六
条
以
下
の
規
定
は
、
条
約
二
四
条
の
措
置
に

あ
た
る
と
言
え
る
か
。

〔
先
決
判
断
〕
略

〔
コ
メ
ン
ト
〕

（
4.（
）
右
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
か
ら
は
二
つ
の
質
問
が
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
回
答
は
、
本
件
措
置

に
条
約
二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
、
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
二
四
条
が
本
案
管
轄
を
有
し
な
い
裁
判
所
に
も
保
全
命
令
管
轄
を
認
め
て
い
る
点
で
条
約
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
管
轄
シ
ス
テ
ム
の
例
外
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
外
的
存
在
で
あ
る
以
上
、
厳
格
に
解
釈

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
（
一
一
節
）。

そ
し
て
、
二
四
条
の
趣
旨
・
目
的
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
国
際
訴
訟
に
つ
き
も
の
の
訴
訟
の
長
期
化
に
よ
り
当
事
者
が
損
失
を

被
る
こ
と
を
避
け
し
め
る
こ
と
（
一
二
節
）
を
挙
げ
る
。
第
二
の
目
的
は
、
後
に
本
案
裁
判
所
で
確
認
を
求
め
る
権
利
を
保
全
す
る
た

め
に
事
実
的
・
法
的
状
況
を
維
持
す
る
こ
と
（
一
三
節
）
で
あ
る
と
す
る
（
こ
の
第
二
の
目
的
は
、Reichert

Ⅱ

事
件
で
欧
州
裁
判
所

が
挙
げ
（Reichert

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
第
三
四
節
）
そ
の
後�V

an�U
den�

事
件
で
追
認
さ
れ
た
（�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
第
三
七

節
）
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
）。

さ
ら
に
、
裁
判
所
の
側
か
ら
す
る
と
、
保
全
命
令
の
発
令
に
際
し
て
は
特
別
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
上
、
措
置
の
効
果
が
生
じ

る
状
況
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
る
こ
と
を
要
す
。
ま
た
、
措
置
の
暫
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
発
令
に
条
件
を
付
す
こ
と
が
可
能
で
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
四
節
）。

と
こ
ろ
が
、
本
件
の
措
置
（
訴
訟
前
の
証
人
尋
問
）
に
は
特
に
何
の
条
件
も
付
さ
れ
て
い
な
い
（
一
六
節
）。
ま
た
、
本
件
措
置

は
、
申
立
人
が
本
案
訴
訟
を
提
起
す
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
役
に
立
つ
の
み
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
二
四
条
の
目
的
を
達
成
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
ま
で
で
結
論
は
出
て
い
る
の
だ
が
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
さ
ら
に
付
け
加
え
る
。

条
約
が
法
的
安
定
性
や
予
見
可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
（
一
九
節
）、
他
方
、
二
四
条
は
内
在
的
に
予
見
可
能
性
等
の
点
で
弊

害
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
を
孕
む
こ
と
も
、
二
四
条
が
そ
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
場
合
に
の
み

4

4

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
（
二
一
節
）
の

根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
本
件
の
よ
う
な
状
況
で
の
証
人
尋
問
申
請
は
、
二
〇
〇
一
年
の
「
民
事
お
よ
び
商
事
の
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
の

加
盟
国
裁
判
所
間
協
力
に
関
す
る
規
則（

（（（
（

」（
以
下
、「
証
拠
調
べ
に
関
す
る
規
則
」
と
呼
ぶ
）
を
迂
回
す
る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
か
ね
な

い
。こ

の
よ
う
に
本
件
先
決
判
断
は
、
主
に
、
①
条
約
二
四
条
の
措
置
の
目
的
と
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
八
六

条
以
下
の
措
置
の
目
的
と
は
合
致
し
な
い
こ
と
、
②
条
約
が
法
的
安
定
性
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
例
外
的
規
定
た
る

二
四
条
の
目
的
と
異
な
る
目
的
の
た
め
の
措
置
ま
で
も
二
四
条
の
保
全
措
置
に
含
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
こ
と
、
及
び
、
③
欧
州
連

合
は
証
拠
に
関
し
て
は
別
個
に
規
則
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
条
約
二
四
条
を
広
く
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
証
拠
に
関

す
る
規
則
が
迂
回
さ
れ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
、
と
い
う
点
を
挙
げ（

（（（
（

、
本
案
訴
訟
開
始
前
の
証
人
尋
問
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
オ
ラ
ン

ダ
民
訴
法
一
八
六
条
以
下
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
は
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
に
は
当
た
ら
な
い
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

（
4.（
）　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
根
拠
づ
け
の
う
ち
、
③
の
「
証
拠
調
べ
に
関
す
る
規
則
」
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
本
当
に

オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
八
六
条
の
措
置
を
条
約
二
四
条
の
措
置
に
含
め
な
い
理
由
と
し
て
正
当
か
ど
う
か
、
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
こ



（59 欧州司法裁判所による保全命令関連判断

の
疑
問
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る（

（（（
（

。

た
と
え
ば
、
あ
る
締
約
国
裁
判
所
に
既
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
そ
こ
で
他
の
締
約
国
の
領
域
内
の
証
拠
に
つ
い
て
の
取
調
べ
が
求
め

ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
承
認
・
執
行
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
よ
り
も
「
証

拠
調
べ
に
関
す
る
規
則
」
に
よ
る
方
が
妥
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
規
則
は
一
定
の
要
件
の
下
、
証
拠
調
べ
を

求
め
る
裁
判
所
が
証
拠
所
在
国
で
直
接
に
証
拠
調
べ
を
行
う
可
能
性
ま
で
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
開
始
前
の
証
拠

調
べ
の
場
合
は
少
々
異
な
る
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
法
が
訴
訟
開
始
前
の
証
拠
調
べ
を
認
め
て
い
る
場
合
、
本
来
、
ま
だ
如
何
な
る
裁

判
所
に
も
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
な
く
て
も
証
拠
調
べ
を
行
う
必
要
性
が
あ
り
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
途
を
制
度
と
し
て
用
意

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
先
決
判
断
の
よ
う
に
「
証
拠
調
べ
に
関
す
る
規
則
」
を
優
先
さ
せ
る
な
ら
ば
、
申
立
人
は

ま
ず
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が
定
め
る
本
案
管
轄
ル
ー
ル
に
従
っ
て
本
案
訴
訟
を
提
起
し
、
そ
し
て
そ
の
裁
判
所
に
対
し
、
他
の
国
に
所

在
す
る
証
拠
調
べ
を
行
う
よ
う
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
共
同
体
内
で
の
訴
訟
前
の
証
拠
調
べ
の
（
自
由
な
流
通
の
）

可
能
性
を
奪
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
、
と
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
疑
念
を
示
し
つ
つ
も
、
訴
訟
前
の
証
拠
調
べ
の
制
度
の
多
様
性
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
助
長
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、「
法
的
安
定
性
」
の
観
点
か
ら
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
の
手
に
証
拠
調
べ
を
集
中
さ
せ
る

方
向
性
を
是
と
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
本
件
判
断
は
、
不
合
理
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う（

（（（
（

、
と
も
い
わ
れ
る
。

（
4.3
）　

さ
て
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
法
上
の
措
置
は
必
ず
し
も
独
特
な
も
の
で
は
な
く
、
他
の
締
約
国
法
上
も
類
似
の

措
置
は
存
在
す
る（

（（（
（

。
そ
こ
で
、
本
件
先
決
判
断
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
法
上
の
措
置
に
限
ら
ず
本
案
訴
訟
開
始
前
の

証
拠
調
べ
の
類
を
全
て
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
か
ら
除
外
す
る
趣
旨
な
の
か
ど
う
か
、
先
決
判
断
の
射
程
が
問
題
と
な
る
。
例

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
一
四
五
条（

（（（
（

は
訴
訟
開
始
前
の
証
拠
調
べ（

（（（
（

（�m
esures�d ,instruction�in�futurum

�

）
に
関
す
る
規
定
で
あ
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る
。
ま
た
、
訴
訟
前
証
拠
開
示
命
令（

（（（
（

の
よ
う
な
も
の
も
同
様
の
機
能
を
有
し
う
る
。
本
件
先
決
判
断
は
、
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
一
四
五

条
の
措
置
等
も
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
か
ら
除
外
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
よ
う
に
本
件
で
結
論
を
導
く
た
め
に
挙
げ
ら
れ
た
三
点
を
併
せ
読
む
と
、
本
件
先
決
判
断
は
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
一
四
五
条

の
措
置
の
よ
う
な
も
の
を
含
め
て
広
く
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
か
ら
除
外
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
う
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
証
拠
調
べ

で
あ
っ
て
も
、
例
外
的
に
条
約
二
四
条
の
措
置
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
と
も
考
え
う
る（

（（（
（

。
つ
ま
り
、
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」

に
関
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
断
の
分
析
に
よ
る
と
、「
保
全
措
置
」
と
は
、
基
本
的
に
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
も
の
を
保
全
す

る
措
置
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

（（（
（

と
こ
ろ
、
こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
一
四
五
条
の
措
置
の
二
つ
の
目
的

（
①
証
拠
の
散
逸
を
防
ぐ
、
②
本
案
訴
訟
で
の
勝
訴
可
能
性
を
探
る
）
の
う
ち
①
の
目
的
の
た
め
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
緊
急

性
を
要
件
と
す
る
限
り
で
条
約
二
四
条
の
適
用
が
正
当
化
さ
れ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
4.4
）
な
お
、
本
件
先
決
判
断
が
条
約
二
四
条
の
目
的
と
し
て
挙
げ
て
い
る
二
点
（
一
二
節
、
一
三
節
）
に
つ
い
て
も
一
言
コ
メ
ン

ト
し
て
お
き
た
い
。Reicher

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
以
来
こ
れ
ま
で
、
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
の
定
義
の
中
核
と
さ
れ
て
き
た
の

は
「
事
実
的
・
法
的
状
況
の
維
持
」
で
あ
っ
た
が
、
本
件
先
決
判
断
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら

で
あ
る
。

従
来
の
「
事
実
的
・
法
的
状
況
の
維
持
」
を
中
核
と
し
た
定
義
に
よ
る
と
、
仮
払
命
令
の
よ
う
な
仮
処
分
は
条
約
二
四
条
の
「
保
全

措
置
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
等
、
と
定
義
の
不
十
分
性
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
た
。
こ
の
点
、
本
件
先
決
判

断
は
「
訴
訟
の
長
期
化
に
よ
り
当
事
者
が
損
失
を
被
る
こ
と
を
避
け
し
め
る
」
目
的
の
措
置
も
二
四
条
の
保
全
措
置
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
従
来
の
定
義
に
対
す
る
批
判
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
点
と
い
え
よ
う（

（（（
（

。
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三　

お
わ
り
に

⒈　

欧
州
司
法
裁
判
所
の
二
四
条
解
釈
の
小
括

国
際
的
裁
判
機
関
や
仲
裁
機
関
に
関
す
る
国
際
取
決
め
に
お
い
て
は
、
裁
判
・
仲
裁
機
関
に
よ
る
保
全
措
置
の,,recom

m
endation ,,�

も
し
く
は� ,,indication ,,�

の
規
定
は
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
言
に
は
措
置
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
限
界
が
見
て
取
れ

る
。
つ
ま
り
、
裁
判
・
仲
裁
機
関
が
保
全
措
置
を
「
命
令
」
し
た
と
し
て
も
、
一
国
内
で
は
な
く
国
際
的
な
場
面
に
お
い
て
は
そ
の
実

効
性
に
疑
問
が
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が
そ
の
第
三
編
の
簡
易
承
認
・
執
行
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
し
て
保
全
命
令
を
も
含
め
た
こ

と
は
、
驚
き
で
あ
っ
た（

（（（
（

。
し
か
も
、
同
条
約
二
四
条
は
保
全
措
置
の
種
類
や
管
轄
に
つ
い
て
僅
か
な
要
件
し
か
置
い
て
い
な
い
。
具
体

的
な
と
こ
ろ
は
締
約
国
法
に
丸
投
げ
し
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
二
四
条
自
体
が
殆
ど
要
件
ら
し
き
も
の
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
締
約
国
ご
と
に
二
四
条
解
釈
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
最
近
に
な
っ
て
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
判
断
に

よ
っ
て
解
釈
の
統
一
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
各
締
約
国
法
上
の
多
様
な
「
保
全
措

置
」
を
前
に
し
て
、
条
約
が
ど
こ
ま
で
管
轄
を
規
律
し
う
る
の
か
、
ま
た
、
条
約
上
の
「
保
全
措
置
」
概
念
を
明
確
化
し
う
る
の
か
、

と
い
う
現
実
で
あ
る
。

ま
ず
、
初
期
の�Cavel

Ⅰ

事
件
、Cavel

Ⅱ

事
件
、
及
び�C.H

.W
.�v.�G.J.H

.�

事
件
は
、
保
全
措
置
が
条
約
の
事
項
的
適
用
範
囲
内
の

も
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
が
問
わ
れ
た
点
で
共
通
す
る
。
そ
こ
で
は
、
条
約
の
事
項
的
適
用
範
囲
外
の
事
項
に
関
す
る
保
全

措
置
を
条
約
の
適
用
範
囲
内
に
引
き
入
れ
る
た
め
に
条
約
二
四
条
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
保
全
措

置
で
あ
っ
て
も
条
約
の
適
用
範
囲
内
の
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
条
約
第
三
編
の
簡
易
承
認
・
執
行
手
続
の
恩
恵
を
享
受
し
う
る
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が
、
条
約
一
条
二
項
で
規
定
さ
れ
る
条
約
の
適
用
対
象
外
の
事
項
に
関
す
る
保
全
命
令
に
は
そ
の
恩
恵
は
与
え
ら
れ
な
い（

（（（
（

。

Reicher

Ⅱ

事
件
に
お
い
て
は
、
内
容
に
つ
き
異
論
は
あ
る
も
の
の
、
初
め
て
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
の
共
同
体
的
・
自
律

的
定
義
が
示
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
詐
害
行
為
取
消
権
（
訴
訟
）
は
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

D
enilauler�

事
件
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
一
方
的
申
立
て
に
よ
っ
て
発
令
さ
れ
る
等
に
よ
り
債
務
者
の
手
続
権
が
十
分
に
保
障
さ

れ
た
と
い
え
な
い
仮
差
押
命
令
は
条
約
第
三
編
の
承
認
・
執
行
ル
ー
ト
に
は
乗
ら
な
い
と
い
う
解
釈
が
導
か
れ
た
。
こ
の
事
案
は
領
域

外
所
在
財
産
に
対
す
る
仮
差
押
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
仮
差
押
の
「
域
外
性
」
で
は
な
く
債
務
者
の
手
続
的
な
権
利
保
障
の
不
十
分

性
が
問
題
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、V

an�U
den�

事
件
と�M

ietz�

事
件
で
は
、
契
約
上
の
反
対
債
務
と
し
て
の
金
銭
支
払
義
務
に
つ
き
、
仮
払
命
令
の
管
轄

（�V
an�U

den�

事
件
）
お
よ
び
そ
の
承
認
如
何
（�M

ietz�

事
件
）
が
各
々
争
点
と
な
り
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
締
約
国

裁
判
所
に
よ
る
仮
払
命
令
に
つ
い
て
は
条
約
二
四
条
の
適
用
上
一
定
の
制
限
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

証
拠
調
べ
に
つ
い
て
は
、St.�Paul�D

airy�Industies�

事
件
で
、
少
な
く
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ
法
が
規
定
す
る
よ
う
な
本
案
訴
訟
開
始

前
の
証
人
尋
問
に
は
条
約
二
四
条
の
適
用
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「
保
全
措
置
」
の
制
度
自
体
を
統
一
す
る
こ
と
な
く
そ
の
管
轄
を
規
律
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
徐
々
に
で
は
あ
る

が
、
条
約
上
「
保
全
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
た
め
の
ミ
ニ
マ
ム
の
枠
組
み
は
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

な
お
、
仮
払
命
令
に
関
す
る�V

an�U
den�

事
件
と�M

ietz�
事
件
で
は
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
に
よ
る
保
全
命

令
か
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
裁
判
所
に
よ
る
保
全
命
令
か
が
解
釈
の
基
準
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
が
、
仮
差
押
命
令
に
関
す

る�D
enilauler�

事
件
で
は
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
特
別
に
は
解
釈
上
の
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
は
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
の
学
説
が
主
張
す
る
よ
う
な
仮
払
命
令
と
仮
差
押
命
令
と
の
保
全
措
置
と
し
て
の
性
質
の
違
い
に
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よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
決
判
断
の
み
か
ら
、
そ
こ
ま
で
断
言
で
き
る
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、D

enilauler�

事
件
先
決
判
断
や�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
に
鑑
み
る
と
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
「
純
粋

な
」
保
全
措
置
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
の
は
本
案
の
権
利
の
実
現
を
保
全
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
仮
払
命
令
の
よ
う
な
措
置
は

「
純
粋
な
」
保
全
措
置
と
は
い
え
な
い
類
型
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
の
性
質
の
違
い
が
条
約

二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
の
解
釈
上
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
く
る
の
か
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
判
断
は
そ
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
は
い

る
が
未
だ
全
貌
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

⒉　

さ
ら
な
る
検
討
事
項

欧
州
司
法
裁
判
所
の
解
釈
の
明
確
化
が
待
た
れ
る
事
項
は
多
い
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
（
）　

二
四
条
が
適
用
さ
れ
る
保
全
措
置
の
種
類

本
稿
で
取
り
上
げ
た
先
決
判
断
だ
け
を
見
て
も
、
仮
差
押
命
令
、
仮
払
命
令
、
仮
差
止
命
令
な
ど
の
措
置
の
事
例
が
あ
っ
た
。
い
か

な
る
措
置
が
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
の
枠
組
み
に
入
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
の
は�Reicher

Ⅱ

事
件
で
あ
る
。Reicher

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
は
二
四
条
の
措
置
の
定
義
と
し
て
、
本
案
手
続
で
確
認
さ
れ
る
権
利
を
保
全
す
る
た
め
に

事
実
的
・
法
的
状
況
の
維
持
を
図
る
措
置
、
と
い
う
内
容
を
掲
げ
た
。
し
か
し
、Reicher

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
で
示
さ
れ
た
定
義
か
ら

は
外
れ
る
よ
う
に
も
思
え
る
金
銭
仮
払
命
令
を
も
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
二
四
条
の
措
置
か
ら
完
全
に
除
外
は
し
て
い
な
い
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
、
条
件
づ
け
を
し
た
だ
け
で
あ
る
（��V

an�U
den�

事
件
）。

そ
こ
で
次
に
問
わ
れ
る
の
は
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
が
金
銭
仮
払
命
令
の
場
合
に
つ
い
て
付
し
た
条
件
づ
け
が
、
債
務
者

に
対
し
て
仮
に
一
定
の
作
為
・
不
作
為
を
命
じ
る
タ
イ
プ
の
措
置（

（（（
（

一
般
に
妥
当
す
る
の
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
広
く
こ
の
タ
イ
プ
の

措
置
を
挙
げ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
や
知
的
財
産
権
侵
害
行
為
の
仮
差
止
め
を
命
じ
る
仮
処
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分
、
さ
ら
に
広
げ
れ
ば
、
訴
訟
差
止
命
令
（�anti-suit�injunction�

）
ま
で
も
が
含
ま
れ
か
ね
な
い
。
本
稿
で
も
紹
介
し
た�Italian�

Leather�

事
件
やH

erm
ès�

事
件
は
、
知
的
財
産
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
仮
差
止
命
令
の
事
案
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
正
面
か
ら

二
四
条
の
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
よ
う
な
条
約
二
四
条
の
措
置
と
し
て
の
該
当
性
如
何
に
つ
い

て
の
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

（
（
）　�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
に
よ
る
「
制
限
」
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
と
の
関
係

V
an�U

den�

事
件
先
決
判
断
が
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
を
認
め
る
た
め
の
一
般
的
要
件
と
し
て
挙
げ
た
「
関
連
性
」
要
件
に
つ

い
て
は
、V

an�U
den�

事
件
の
〔
コ
メ
ン
ト
〕
で
触
れ
た
よ
う
に
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
検
討
点
の
一

つ
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
資
産
凍
結
命
令
）
の
管
轄
判
断
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
「
関
連

性
」
の
要
件
が
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
「
関
連
性
」
の
要
件
が
必
ず
し
も

領
域
内
財
産
へ
の
直
接
執
行
可
能
性
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
本
案
管
轄
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
が
資
産
凍
結
命
令
を
出
し
て
そ
の
領
域
外
財
産
に
も
間
接
的
に
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

そ
う（

（（（
（

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
妥
当
性
如
何
、
で
あ
る
。
締
約
国
レ
ベ
ル
の
解
釈
と
し
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
条
約
上
の
本
案
管

轄
が
（
潜
在
的
に
で
あ
れ
）
認
め
ら
れ
る
場
合
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
の
出
し
た
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
他
国
が
承
認
し
た
例
は
あ
る（

（（（
（

。
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
条
約
上
の
本
案
管
轄
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判

所
が
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
発
令
し
た
と
し
て
、
そ
れ
が
他
の
締
約
国
で
承
認
さ
れ
う
る
も
の
か

ど
う
か
は
未
だ
明
ら
か
と
は
言
え
な
い（

（（（
（

。
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（
3
）　

条
約
二
四
条
と
「
緊
急
性
の
要
件
」
な
ど
の
付
加
的
要
件

条
約
二
四
条
が
条
約
上
の
本
案
管
轄
規
定
と
の
関
係
で
特
別
規
定
に
当
た
る
と
理
解
す
る
論
者
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
特
別
規
定

が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
者
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
な
り
の
理
由
と
し
て

は
、
た
と
え
ば
、
保
全
措
置
を
と
る
「
緊
急
性
」
が
あ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
立
場
か
ら
は
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
仮
払
命
令
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
そ
の
国
内
法
上
「
緊
急
性
の
要

件
」
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
条
約
二
四
条
に
基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
が
仮
払
い
を
命
じ
る
た
め
に

は
、
条
約
上
の
付
加
的
要
件
と
し
て
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
さ
れ
る
。
な
お
、
オ
ラ
ン

ダ
の�kort�geding�

手
続
に
よ
る
仮
払
命
令
の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
法
上
、
緊
急
性
の
存
在
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（（（
（

。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
緊
急
性
の
要
件
に
関
す
る
議
論
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
の
指
摘
が
オ
ラ
ン
ダ
法
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
と

は
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い（

（（（
（

。

さ
ら
に
細
か
く
分
け
れ
ば
、
保
全
措
置
と
の
関
係
で
締
約
国
法
が
緊
急
性
の
要
件
を
課
し
て
い
る
場
合
も
、
そ
の
要
件
が
、
管
轄
を

認
め
る
た
め
の
要
件
な
の
か
、
そ
れ
と
も
発
令
要
件
な
の
か
、
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
う
る（

（（（
（

。

（
4
）　

本
案
判
決
と
保
全
措
置
と
の
競
合

本
稿
で
紹
介
し
た�Italian�Leather�

事
件
は
、
基
本
的
に
同
一
内
容
の
仮
処
分
命
令
申
立
て
に
対
し
て
二
つ
の
締
約
国
裁
判
所
が

異
な
る
判
断
を
下
し
た
事
案
に
つ
き
、
条
約
二
七
条
三
項
の
適
用
・
解
釈
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
欧
州
司
法

裁
判
所
は
、
条
約
二
七
条
三
号
の
適
用
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
締
約
国
裁
判
所
の
「
裁
判
」
が
本
案
判
決
な
の
か
保
全
命
令
な
の
か

は
重
要
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る（

（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
本
案
判
決
間
で
あ
っ
て
も
二
つ
の
保
全
命
令
間
で
あ
っ
て
も
、
二
七
条

三
号
の
適
用
は
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
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で
は
、
あ
る
締
約
国
裁
判
所
の
本
案
判
決
と
別
の
締
約
国
裁
判
所
の
保
全
命
令
と
の
間
で
も
二
七
条
三
号
の
適
用
は
あ
り
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
、
本
案
判
決
と
保
全
命
令
と
で
は
「
法
的
効
果
」
が
異
な
る
た
め
相
互
に
矛
盾
す
る
と
い
う
状
態
は
あ
り
え
な
い
と

解
す
る
立
場
も
あ
る（

（（（
（

。
他
方
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の�Italian�Leather�

事
件
先
決
判
断
後
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の

保
全
措
置
と
両
立
し
な
い
ギ
リ
シ
ア
裁
判
所
の
本
案
判
決
の
承
認
を
条
約
二
七
条
三
号
を
適
用
し
て
否
定
し
た
裁
判
例（

（（（
（

が
出
て
き
て
い

る
。
本
案
判
決
が
出
さ
れ
れ
ば
保
全
措
置
は
目
的
を
達
成
し
て
効
果
を
失
う
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
本
案
判
決
と
保
全
措
置
と
の
法

的
効
果
が
相
互
に
矛
盾
す
る
と
い
う
状
態
は
生
じ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
特
に
満
足
的
仮
処
分
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
措
置
と

本
案
判
決
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
吟
味
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

（
5
）　

条
約
一
六
条
と
条
約
二
四
条
と
の
関
係

条
約
上
の
消
費
者
保
護
に
基
づ
く
管
轄
規
定
と
条
約
二
四
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、M

ietz�

事
件
先
決
判
断
か
ら
一
応
の
答
え
が

導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
条
約
一
三
条
の
適
用
が
あ
る
事
案
、
つ
ま
り
、
消
費
者
保
護
の
要
請
が
あ
る
事
案
で
あ
っ
て
も
、
条
約
二
四

条
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
に
保
全
命
令
申
立
て
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
条
約
二
四
条
は
一
三
条
に
優
越
す
る
こ

と
に
な
る
。

他
方
、
条
約
一
六
条
の
専
属
管
轄
の
対
象
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
保
全
命
令
が
求
め
ら
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確
な
答
え

は
出
さ
れ
て
い
な
い（

（（（
（

。

（
6
）　

仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
の
保
全
命
令
管
轄
と
保
全
措
置
の
種
類
等
と
の
関
係

仲
裁
合
意
ま
た
は
仲
裁
手
続
の
存
在
と
国
家
裁
判
所
の
保
全
命
令
管
轄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
点
は
多
い
。

ま
ず
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
が
、
契
約
で
仲
裁
合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
に
つ
き
条
約
上
の
本
案
管
轄
は
な
い
と
い
う
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解
釈
を
示
し
た
点
に
つ
い
て
の
批
判
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仲
裁
合
意
が
あ
る
場
合
の
中
で
も
、
仲
裁
廷
が
既
に
構
成

さ
れ
て
い
る
段
階
と
未
だ
構
成
さ
れ
て
い
な
い
段
階
と
で
区
別
し
な
い
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
求
め
ら
れ
て
い
る
保
全
措
置
の
種
類
に

よ
っ
て
区
別
し
な
い
の
か
ど
う
か
、
等
も
要
検
討
事
項
で
あ
ろ
う
。

（
（
）　La�Convention�de�Bruxelles�du�（（�septem

bre�（968�concernant�la�com
pétence�judiciaire�et�l ,exécutions�en�m

atière�

civile�et�com
m
erciale.�

こ
の
条
約
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
一
日
以
降
、
殆
ど
の
E
U
諸
国
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
条
約
を
基
に
作
成
さ
れ

た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
（�Council�regulation�

（EC

）�N
o�44/（00（�of�（（�D

ecem
ber（000�on�jurisdiction�and�the�recognition�

and�enforcem
ent�of�judgm

ents�in�civil�and�com
m
ercial�m

atters,�O
J�L�（（,�（6.（.（00（,�p.（-�

）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
た
だ

し
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
関
係
で
は
（
デ
ン
マ
ー
ク
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
中
西�

康
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
後
の
E
U
に
お
け
る
国
際
私
法

―
―

欧
州
統
合
と
国
際
私
法
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
〇
〇
巻
四
号
五
三
五
頁
（
二
〇
〇
一
年
）、
特
に
五
四
五
～

五
四
六
頁
）
引
き
続
き
条
約
が
適
用
さ
れ
て
い
た
（
二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
か
ら
新
た
に
E
U
に
加
わ
っ
た
一
〇
ヶ
国
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

条
約
を
批
准
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
一
〇
ヶ
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
間
で
は
条
約
の
適
用
は
な
い
た
め
に
規
律
の
適
用
関
係
が
問
題
視
さ

れ
て
い
た
。See,�M

arek�Zilinsky,� ,,A
bolishing�Exequatur�in�the�European�U

nion:�T
he�European�Enforcem

ent�O
rder ,,,�

N
ILR�（006,�p.�4（（,�esp.,�p.4（4,�note�（�

）
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
共
同
体
と
の
別
個
の
取
決
め
に
よ
り
、
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
か
ら

は
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
間
で
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（�JEN

S�RO
ST

O
CK

-JEN
SEN

&
K
RO

M
A
N
N
�

REU
M
ERT

,� ,,N
ational�Report�on�Residual�Jurisdiction�for�D

enm
ark ,,,�p.（,�at

　
　
　
〔�http://ec.europa.eu/civiljustice/new

s/docs/study_resid_jurisd_denm
ark_en.pdf�

〕〔�last�visited�on�M
ay�（4,� （008

〕

で
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。,,D

ue�to�the�general�D
anish�opt-out�of�all�m

easures�in�the�area�of�justice,�D
enm

ark�is�not�

bound�by�Council�Regulation�44/（00（.�D
enm

ark�and�the�EC�have�entered�into�an�agreem
ent�on�jurisdiction�and�the�
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recognition�and�enforcem

ent�of�judgm
ents�in�civil�and�com

m
ercial�m

atters�and�the�agreem
ent�enters�into�force�on�

July�（,�（00（. ,,

）。

（
（
）　

保
全
命
令
管
轄
に
関
す
る
条
約
二
四
条
は
規
則
で
は
三
一
条
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　provisional,�including�protective,�m

easures

〔
英
〕、les�m

esures�provisoires�et�conservatoires

〔
仏
〕。
本
稿
で
は
、「
保

全
」
と
「
暫
定
」
の
用
語
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
4
）　

一
つ
の
国
（
法
域
）
レ
ベ
ル
で
も
、
さ
ら
に
国
際
的
に
見
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
保
全
措
置
の
多
様
性
と
定
義
の
困
難
性
に
つ
い
て
の
指

摘
は
限
り
な
く
多
い
。
た
と
え
ば
、Gilles�Cuniberti,�Les�m

esures�conservatoires�portant�sur�des�biens�situés�à�l ,étranger�

（�LGD
J,�（000�

）,�p.（.　

欧
州
以
外
の
諸
国
を
も
含
め
た
保
全
命
令
と
そ
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
の
議
論
状
況
は
、別
稿
で
検
討
対
象
と
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

（
5
）　

複
数
国
家
の
裁
判
機
関
の
間
で
保
全
命
令
管
轄
が
問
題
と
な
る
場
合
の
他
、
国
家
裁
判
所
と
仲
裁
廷
の
ど
ち
ら
に
保
全
発
令
を
行
う
権
限

が
認
め
ら
れ
る
の
か
（
も
し
く
は
双
方
に
認
め
ら
れ
る
の
か
）
が
問
題
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
は
、
後
に

（
本
稿
三
（
（
（
））
み
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
に
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
適
用
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
き

議
論
が
あ
っ
た
。

（
6
）　

平
成
一
法
九
一
。

（
（
）　

民
保
法
一
条
は
①
「
民
事
訴
訟
の
本
案
の
権
利
の
実
現
を
保
全
す
る
た
め
の
仮
差
押
え
」
及
び
②
「
係
争
物
に
関
す
る
仮
処
分
」
並
び
に

③
「
民
事
訴
訟
の
本
案
の
権
利
関
係
に
つ
き
仮
の
地
位
を
定
め
る
た
め
の
仮
処
分
」
を
「
民
事
保
全
」
と
総
称
す
る
、
と
規
定
す
る
。
こ
れ

ら
①
②
③
の
類
型
ご
と
の
差
異
の
他
、
実
際
に
は
、
た
と
え
ば
①
の
仮
差
押
の
対
象
が
債
権
の
場
合
（
債
権
仮
差
押
）
な
の
か
動
産
の
場
合

（
動
産
仮
差
押
）
な
の
か
に
よ
る
差
異
、
ま
た
、
③
の
仮
の
地
位
を
定
め
る
た
め
の
仮
処
分
の
被
保
全
権
利
が
金
銭
債
権
で
あ
る
場
合
（「
金

銭
仮
払
い
」）
の
特
殊
性
な
ど
、
諸
レ
ベ
ル
で
の
差
異
を
指
摘
で
き
る
。
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（
8
）　

民
保
法
一
二
条
一
項
は
、「
保
全
命
令
事
件
は
、
本
案
の
管
轄
裁
判
所
又
は
仮
に
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
若
し
く
は
係
争
物
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
が
管
轄
す
る
」
と
規
定
す
る
。

（
9
）　

債
権
仮
差
押
の
場
合
の
「
仮
に
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
…
…
の
所
在
地
」
に
つ
い
て
仮
差
押
の
対
象
た
る
債
権
の
所
在
地
を
当
該
債
権
の

債
務
者
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
と
す
る
民
保
法
一
二
条
四
項
な
ど
、
一
二
条
一
項
の
原
則
規
定
を
補
足
す
る
規
定
は
置
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
保
全
措
置
の
種
類
や
措
置
の
対
象
（
目
的
）
に
よ
っ
て
裁
判
管
轄
原
因
を
分
け
て
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
民

事
保
全
法
成
立
前
の
保
全
命
令
管
轄
規
定
で
あ
る
旧
旧
民
事
訴
訟
法
が
、
仮
差
押
に
つ
い
て
は
現
行
規
定
と
同
様
の
規
定
（
七
三
九
条
）
を

置
き
つ
つ
、
仮
処
分
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
「
本
案
ノ
管
轄
裁
判
所
」
に
管
轄
を
認
め
（
七
五
七
条
）、
例
外
的
に
「
急
迫
ナ
ル
場
合

ニ
於
テ
ハ
係
争
物
ノ
所
在
地
ヲ
管
轄
ス
ル
地
方
裁
判
所
ハ
仮
処
分
ノ
当
否
ニ
付
テ
ノ
口
頭
弁
論
ノ
為
メ
本
案
ノ
管
轄
裁
判
所
ニ
相
手
方
ヲ
呼

出
ス
可
キ
申
立
ノ
期
間
ヲ
定
メ
仮
処
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
七
六
一
条
）
と
し
て
い
た
の
と
は
異
な
る
。

（
（0
）　

道
垣
内
正
人
「
保
全
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
」
高
桑
昭
・
道
垣
内
正
人
編
『
新
・
裁
判
実
務
大
系　

国
際
民
事
訴
訟
法
（
財
産
法
関
係
）』

（
二
〇
〇
二
年
）
三
九
九
頁
、
中
野
俊
一
郎
「
国
際
民
事
保
全
法
の
現
状
と
課
題
」
国
際
法
学
会
編
『
日
本
と
国
際
法
の
一
〇
〇
年　

第
九

巻　

紛
争
の
解
決
』（
二
〇
〇
一
年
）、
な
ど
。
な
お
、
民
事
保
全
法
成
立
前
の
法
状
況
下
で
の
論
考
と
し
て
は
、
道
垣
内
正
人
「
渉
外
仮
差

押
・
仮
処
分
」
澤
木
敬
郎
・
青
山
善
充
編
『
国
際
民
事
訴
訟
法
の
理
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
四
六
五
頁
が
あ
る
。

（
（（
）　

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
事
件
（
最
判
昭
和
五
六
・
一
〇
・
一
六
民
集
三
五
巻
七
号
一
二
二
四
頁
）
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
の
判
断
枠
組
み
を
基

礎
と
し
て
、
下
級
審
で
の
裁
判
例
を
追
認
す
る
形
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
事
件
（
最
判
平
成
九
・
一
一
・
一
一
民
集
五
一
巻
一
〇
号
四
〇
五
五
頁
）
で

最
高
裁
も
採
用
し
、
現
在
で
は
大
筋
と
し
て
異
論
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
準
則
で
あ
る
。
当
該
事
件
の
事
実
関
係
の
も
と
で
我
が
国
の
民
事

訴
訟
法
の
定
め
る
裁
判
籍
が
日
本
に
存
在
す
れ
ば
、
特
段
の
事
情
が
存
在
し
な
い
限
り
原
則
的
に
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
。

国
際
裁
判
管
轄
を
定
め
る
明
文
の
法
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
を
渉
外
的
事
案
に
類
推
適
用
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
明
治
以
来
の
民
事
訴
訟
法
が
渉
外
事
案
へ
の
適
用
を
前
提
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
や
「
特
段
の
事
情
」
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の
考
慮
態
様
や
考
慮
要
素
に
つ
き
議
論
は
あ
る
が
、
法
的
安
定
性
と
具
体
的
妥
当
性
と
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
う
る

0

0

0

0

枠
組
み
で
あ
る
。

（
（（
）　

こ
こ
で
も
通
常
の
民
事
訴
訟
事
件
の
場
合
に
な
ら
え
ば
、「
特
段
の
事
情
」
に
よ
る
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
道
垣
内
・
前
掲
注
（0
（
二
〇
〇
二
年
）、
特
に
四
〇
二
頁
は
、「
迅
速
さ
が
重
要
と
な
る
保
全
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
管
轄
の
判
断
に
お

い
て
『
特
段
の
事
情
』
を
考
慮
す
る
必
要
は
原
則
と
し
て
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
（3
）　

そ
も
そ
も
実
効
性
の
要
素
は
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
段
階
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
（4
）　

民
保
法
四
三
条
二
項
。
な
お
、
本
案
訴
訟
の
場
合
も
手
続
の
迅
速
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
迅
速
性
の
要
請
の
程
度

0

0

の
違

い
で
あ
る
。

（
（5
）　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
実
効
性
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
詳
細
は
別
稿
で
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。

（
（6
）　

欧
州
司
法
裁
判
所
の�prelim

inary�rulings�

の
日
本
語
訳
は
「
先
決
判
決
」
等
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
欧
州
連
合
加
盟
国
レ
ベ
ル

で
の
裁
判
所
の
「
判
決
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
先
決
判
断
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。

（
（（
）　

原
則
と
し
て
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
テ
ク
ス
ト
を
も
と
に
理
解
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
必
ず
し
も
一
字
一
句
を
直
訳
す
る
形
は
と
っ
て
い

な
い
が
、
原
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
に
注
目
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
な
る
べ
く
原
文
の
単
語
な
い
し
フ
レ
ー

ズ
を
併
記
し
た
。

（
（8
）　

た
だ
し
、Cavel

Ⅰ

及
び�Cavel

Ⅱ

事
件
と
類
似
し
た
問
題
が
判
断
さ
れ
た�C.H

.W
.�v�G.J.H

.�

事
件
（
一
九
八
二
年
）
を
、

D
enilauler�

事
件
（
一
九
八
〇
年
）
よ
り
先
に
置
い
た
。

（
（9
）　V

an�U
den�M

aritim
e�BV

�v�Firm
a�D

eco-Line�and�A
nother,�ECJ�C-39（/95�

（�Judgm
ent�of�N

ovem
ber�（（,�（998�

）,�ECR

Ⅰ-（09（;�Rev.�crit.�D
IP�（999,�pp.340�et�s.;�Revue�de�l ,arbitrage�（999,�pp.（43�et�s.　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
評
釈
な
い
し
は
紹
介
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を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
野
村
秀
敏
「
E
C
管
轄
執
行
条
約
二
四
条
に
よ
る
仮
の
処
分
の
命
令
管
轄
と
そ
の
執
行
可
能
領
域
」
国
際

商
事
法
務V

ol.（9,�N
o.3�

（
二
〇
〇
一
年
）�

三
三
二
頁
、
越
山
和
広
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
国
際
保
全
処
分
の
新
動
向
」『
石

川
明
教
授
古
稀
記
念
論
文
集　

E
U
法
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
諸
問
題
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
四
七
一
頁
、
越
山
和
広
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
条
約
二
四
条
に
お
け
る
保
全
処
分
に
つ
い
て
」
石
川
明
・
石
渡
哲
編
『
E
U
の
国
際
民
事
訴
訟
法
判
例
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
）

一
五
五
頁
。

（
（0
）　

山
本
和
彦
「
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
執
行
手
続
法
に
つ
い
て
（
下
）」
ジ
ュ
リ
一
〇
四
一
号
六
一
頁
、
特
に
六
四
頁
。

（
（（
）　

山
本
・
後
掲
注
（（
一
七
三
頁
（
通
巻
四
〇
一
頁
）。
な
お
、
動
産
仮
差
押
の
場
合
を
除
い
て
「
仮
差
押
命
令
は
、
特
定
の
物
に
つ
い
て
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」〔
民
保
法
二
一
条
〕
と
す
る
日
本
法
は
、
こ
の
限
り
で
は
ド
イ
ツ
法
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
法
と
共
通
性
を
有
す
る
と

い
え
よ
う
。
対
象
の
特
定
に
つ
い
て
の
議
論
状
況
は
、
福
永
有
利
「
仮
差
押
え
に
お
け
る
目
的
物
の
特
定
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
九
六
九

号
二
〇
一
頁
（
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

（
（（
）　

本
田
・
後
掲
注
（04
二
頁
。

（
（3
）　

和
訳
は
、
中
西
康
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
（
（
）」
民
商
一
二
二

巻
三
号
一
五
三
頁
（
通
巻
四
四
五
頁
）。

（
（4
）　

和
訳
は
、
ほ
ぼ
中
西
・
前
掲
注
（3
一
六
四-

一
六
五
頁
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
西
訳
で
は
「
仮
処
分
及
び
保
全
処
分
」
と
さ
れ
て

い
る
箇
所
を
、
ま
と
め
て
「
保
全
措
置
」
に
置
き
換
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
（5
）　

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
九
一
年
に
法
改
正
が
な
さ
れ
た
（�Loi�n
◦�9（-650�du�9�juillet�（99（

）。
こ
の
「
民
事
執
行
手
続
の
改
正
に
関
す

る
一
九
九
一
年
七
月
九
日
法
」
六
七
条
、
七
四
条
以
下
、
お
よ
び
「
新
民
事
執
行
手
続
法
の
適
用
に
関
す
る
一
九
九
二
年
七
月
三
一
日
デ
ク

レ
」
二
一
〇
条
以
下
、
に
仮
差
押
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ
の
和
訳
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
山
本
（
和
）・
後
掲
注
（（
四
〇
〇
頁
（
通

巻
）
以
下
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
同
「
試
訳
・
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
執
行
手
続
法
及
び
適
用
デ
ク
レ
（
三
・
完
）」
法
学
五
八
巻
五
号
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九
八
〇
頁
、
特
に
九
九
五
頁
以
下
。
ま
た
、
改
正
の
方
向
性
の
概
観
に
つ
い
て
、
徳
田
和
幸
「
フ
ラ
ン
ス
民
事
執
行
法
の
改
正
に
つ
い
て
」

日
仏
法
学
一
九
号
六
四
頁
（
一
九
九
五
年
）。

（
（6
）　Philippe�T

héry,�«�Judex�Gladii

（（

）（�des�juges�et�de�la�contrainte�en�territoire�français�

）»,�N
ouveaux�juges,�N

ouveaux�

pouvoires?,（996,�D
alloz,�pp.4（（�et�s.,�surtout,�p.489;�Roger�Perrot�&

�Philippe�T
héry,�Procédures�civiles�d ,exécution�（�D

alloz,�

（000
）,�pp.�40-45.　

T
héry�

ら
は
、
仮
差
押
の
よ
う
な
類
型
の
措
置
（
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
九
一
年
法
に
規
定
さ
れ
る
保
全
措
置
）
を
念
頭

に
お
い
て
本
文
の
よ
う
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
（
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
典
な
ど
に
規
定
さ
れ
る
）
の
よ
う

な
仮
処
分
類
型
の
措
置
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
扱
い
を
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
）　

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
仮
差
押
の
よ
う
な
類
型
の
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
ア
プ
リ
オ
リ
に
そ
の
域
外
発
令
を
否
定
し

て
は
い
な
い
（�Cavel

Ⅰ

事
件
、D

enilauler�

事
件
。
た
だ
し
、
両
事
件
と
も
に
、
結
論
と
し
て
は
、
他
の
理
由
で
、
条
約
を
通
じ
た
他
の

締
約
国
で
の
承
認
・
執
行
が
否
定
さ
れ
た
）。
こ
の
よ
う
に
仮
差
押
の
よ
う
な
類
型
の
措
置
に
つ
い
て
執
行
地
以
外
の
国
に
命
令
管
轄
を
認

め
る
立
場
を
、Perrot�&

�T
héry,�supra�note（6,�pp.40-4（

は
批
判
す
る
。

（
（8
）　

条
約
二
条
、
五
条
～
一
八
条
の
規
定
。

（
（9
）　

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
仮
差
押
の
よ
う
な
類
型
の
措
置
の
発
令
（
許
可
）
に
つ
い
て
も
条
約
一
六
条
五
項
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
立
場
か

ら
は
、
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
締
約
国
裁
判
所
も
保
全
措
置
を
命
じ
う
る
と
規
定
す
る
二
四
条
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が
命
じ
う
る
保
全
措
置
（
仮
差
押
の
よ
う
な
類
型
）
は
そ
の
締
約
国
の
領
域
内
で
し
か
効
果
を

生
じ
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
を
補
完
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
二
四
条
の
よ
う
に
本
案
管
轄
を
有
さ
な
い
締
約
国
裁
判
所
に
も

保
全
命
令
管
轄
を
認
め
る
規
定
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
（�Perrot�&

�T
héry

〔（000

〕,�supra�note（6,�p.44

）、
と
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
解
釈
は
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
改
正
提
案
（�JO

CE�3（�janv.�（998,�p.3

）
の�art.（8bis�

に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て

い
る
、
と
述
べ
る
。
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（
30
）　H

élène�Gaudem
et-T

allon,�Com
pétence�et�exécution�des�jugem

ents�en�Europe�

（3e�ed.,�（00（

）,�p.（49.

（
3（
）　H

élène�Gaudem
et-T

allon,supra�note�30,�p.（49.　

こ
れ
は
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
と
し
て
は
財
産
所
在
地
管
轄
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
一
方
、
締
約
国
法
上
、
保
全
命
令
の
管
轄
原
因
と
し
て
（
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
に
保
全
命
令
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
間
接
的
に
本
案
管
轄
原
因
が
保
全
命
令
管
轄
を
も
基
礎
付
け
る
場
合
も
含
め
）
財
産
所
在
地
（
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
二
三
条
）

や
保
全
措
置
を
執
行
す
る
地
（
一
九
九
五
年
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
一
〇
条
。K

onstantinos�K
eram

eus,� ,,Provisional�Rem
edies�in�

T
ransnational�Litigation ,,,� Trans-N

ational Aspects of Procedural Law
: Taorm

ina 17-23 Settem
bre 1995: G

eneral Report

Ⅲ,�（998,�

Giuffré�Editore,�p.（（（8,�footnote（6

に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
民
事
訴
訟
法
も
同
様
の
規
定
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
）
を
挙
げ
る
例
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

（
3（
）　H

élène�Gaudem
et-T

allon,supra�note�30,�p.（49.　

特
に
、
満
足
的
処
分
の
場
合
の
よ
う
に
、
保
全
措
置
が
本
案
審
理
を
行
う
実
益

を
失
わ
し
め
る
か
本
案
判
決
に
代
替
す
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
場
合
に
問
題
が
顕
在
化
す
る
。

（
33
）　

国
籍
に
よ
る
差
別
の
禁
止
に
反
す
る
管
轄
原
因
な
ど
、
排
除
の
理
由
は
様
々
で
あ
る
。

（
34
）　

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
四
条
・
一
五
条
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
二
六
条
⑶
と
一
二
七
条
、
ド
イ
ツ
民
訴
法
二
三
条
な
ど
。
た
だ
し
、
各
国
法
上

も
、
解
釈
等
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
傾
向
は
あ
る
。

（
35
）　Jacques�de�Cavel�v�Louise�de�Cavel,�ECJ�C-（43/（8�

（�Judgm
ent�of�（9（9

）,�（9（9�ECR�（055.�H
artley,�European�Law

�

Review
�（9（9,�pp.�（（（-（（4.

（
36
）　

担
当
法
務
官�J.P.�W

arner�

の
「
意
見
」
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
得
ら
れ
た
保
全
措
置
は
、
他
方
当
事
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
い
（�ex�

parte�

）
手
続
き
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
離
婚
訴
訟
提
起
後
に
緊
急
措
置
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
二
五
七
条
に

基
づ
い
て
い
た
（〔（9（9

〕ECR�（069

）。

（
3（
）　

こ
の
部
分
の
条
約
の
文
言
は
、
ド
イ
ツ
語
で
は�ehelicher�Guterstande
（
こ
れ
に
つ
き
、H

artley,�supra�note�35,�p.（（3

）、
フ
ラ
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ン
ス
語
で
は�les�régim

es�m
atrim

oniaux�

で
あ
り
、
夫
婦
財
産
制
の
み
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
た
。

（
38
）　H

artley,�supra�note35,�p.（（3.　

H
artley�

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
先
決
判
断
第
七
節
の
前
半
と
後
半
の
繋
が
り
は
容
易
に
は
理
解
で

き
な
い
。
第
七
節
前
半
を
読
む
と
、
離
婚
手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
際
の
夫
婦
間
の
財
産
上
の
権
利
関
係
に
関
わ
る
事
項
は
全
て
条
約
の
適
用

範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
第
七
節
後
半
で
状
況
を
三
つ
に
分
け
て
最
初
の
二
類
型
の
み
が
条
約
の
適

用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
と
の
区
分
を
示
す
の
で
、
第
七
節
前
半
で
は
単
に
条
約
一
条
二
項
一
号
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
べ
き
で
は
な

い
こ
と
を
前
置
き
と
し
て
強
調
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

（
39
）　

た
だ
し
、
本
件
か
ら
僅
か
に
一
年
後
、Cavel�

Ⅱ
事
件
で
欧
州
司
法
裁
判
所
は
こ
の
第
八
節
を
補
正
す
る
よ
う
な
判
示
を
行
っ
た
。

（
40
）　H

artly�supra�note�35,p.（（4;�D
roz,�infra�note45,�pp.6（4-6（5.�

（
4（
）　H

élène�GA
U
D
EM

ET
-T

A
LLO

N
,�Revue�de�l ,arbitrage�（999,�pp.（43 et s. ,�p.（56

（�V
an�U

den�

事
件
等
の
評
釈
）.　

欧
州
司

法
裁
判
所
が
、V

an�U
den�

事
件
で
、
当
事
者
間
に
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
の
で
条
約
上
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
は
存
在
し
な
い
と
述

べ
つ
つ
も
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
管
轄
が
締
約
国
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
う
る
と
の
解
釈
を
示
し
た
点
が
、Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
の
第
九

節
と
相
反
す
る
、
と
の
指
摘
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
結
論
に
は
必
ず
し
も
違
い
が
生
じ
な
い
こ
と
は�GA

U
D
EM

ET
-T

A
LLO

N
�

も

十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
①
条
約
解
釈
と
し
て
理
論
上
ど
ち
ら
が
筋
が
通
る
か
と
い
う
疑
問
、
お
よ
び
、
②�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の

立
場
か
ら
は
、
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
の
国
家
裁
判
所
の
保
全
命
令
管
轄
と
い
う
締
約
国
法
上
も
一
致
し
た
見
解
が
な
い
問
題
を
条
約

の
解
釈
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
困
難
性
の
認
識
に
基
づ
く
問
題
提
起
で
あ
る
。

（
4（
）　Luise�de�Cavel�v�Jacques�de�Cavel,�ECJ�C-（（0/（9�
（�Judgm

ent�of�6�M
arch�（980

）,〔（980

〕ECR�（3（.

（
43
）　Cavel

Ⅰ

事
件
で
は
離
婚
に
よ
る
夫
婦
財
産
清
算
時
の
権
利
を
保
全
す
る
た
め
の
財
産
処
分
禁
止
措
置
だ
っ
た
の
に
対
し
、Cavel

Ⅱ

事
件

で
は
、
扶
養
料
請
求
権
保
全
な
い
し
は
そ
れ
に
類
似
し
た
権
利
の
保
全
の
た
め
の
定
期
・
定
額
金
銭
仮
払
命
令
で
あ
っ
た
。

（
44
）　

と
い
う
の
は
、
既
にCavel

Ⅰ

事
件
の
先
決
判
断
に
よ
っ
て
、
条
約
一
条
二
項
一
号
の� ,,rights�in�property�arising�out�of�a�
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m
atrim

onial�relationship ,,�

が
広
く
「
夫
婦
関
係
及
び
そ
の
解
消
か
ら
直
接
的
に
生
ず
る
財
産
上
の
法
律
関
係
の
問
題
と
密
接
に
関
連
す

る
」
も
の
を
含
む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
の
、
条
約
五
条
二
号
の
存
在
か
ら
し
て
、
扶
養
料
請
求
権
が
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
（
条
約

の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
）
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
そ
し
て
、Cavel

Ⅱ

事
件
で
問
題
と
な
っ
た
保
全
措
置
は
扶
養
料
支
払
い
に

関
す
る
も
の
と
い
う
性
質
づ
け
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
45
）　Georges�A

.L.�D
roz,�Revue�critique�D

IP�（980,�pp.6（4�et�s.,�surtout,�p.6（3.

（
46
）　D

roz,�supra�note45,�p.6（4.

（
4（
）　H

artley,�supra�note�35,�esp.,�p.（（4.�

保
全
措
置
（
中
間
措
置
）
の
承
認
国
は
ど
の
よ
う
に
し
て
保
全
措
置
が
保
全
し
よ
う
と
し
て
い

る
権
利
が
何
か
を
判
断
し
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
中
間
措
置
は
終
局
判
断
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
終
局
判
断
が
下
さ
れ
る
前
に
中
間
措
置
の
執
行
を
求
め
ら
れ
た
裁
判
所
は
判
断
に
困
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
48
）　A

ndré�H
uet,�JD

I�（9（9,�pp.�68（�et�s.,�surtout,�p.686.

（
49
）　

も
しCavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
へ
の
批
判
が
、〔
基
準
Ⅰ
〕
が
〔
基
準
Ⅳ
〕
と
同
一
視
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
の
批
判

で
あ
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
は
批
判
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
50
）　Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
、
第
九
節
後
半
。

（
5（
）　

た
と
え
ば�Reichert

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
の
第
三
二
節
は
、Cavel

Ⅰ

事
件
の
〔
基
準
Ⅰ
〕
を
採
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、V

an�U
den�

事

件
先
決
判
断
（
三
三
節
）
は
、
こ
の�Reichert

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
の
第
三
二
節
を
引
用
す
る
。

（
5（
）　
〔
基
準
Ⅱ
〕
の
英
語
版
で
用
い
ら
れ
て
い
る�subject-m

atter�
の
用
語
や
〔
基
準
Ⅲ
〕
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
用
い
ら
れ
て
い
る�objet�

の

用
語
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
諸
判
断
の
中
で
も
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
日
本
語
で
如
何
に
訳
出
す
べ
き
か
で
逡
巡

し
た
。
実
際
、
後
の�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
が
「
関
連
性
」
の
要
件
を
示
す
際
の
「
関
連
性
」
が
何
と
何
と
の
間
に
必
要
な
の
か
に
つ

き
、
英
語
版
で
は� ,,betw

een� the�subject-m
atter�of�the�m

easures�sought�and�the�territorial�jurisdiction�of�the�Contracting�
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State

…,,�

、
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は� ,,entre�l ,objet�des�m

esures�solicitées�et�la�com
pétence�territoriale�de�l ,Etat�contractant... ,,

と
い
う
形
で
各
々
〔
基
準
Ⅰ
〕
や
〔
基
準
Ⅲ
〕
の
文
言
と
同
じ
用
語
（
傍
線
部
）
を
用
い
て
い
る
も
の
の
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の

「
関
連
性
」
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の�subject-m

atter�

及
び�objet�

の
意
味
と
〔
基
準
Ⅱ
〕
に
お
け
る�subject-m

atter�

や
〔
基
準
Ⅲ
〕
に

お
け
る�objet�

の
意
味
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
あ
る
と
は
解
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
語
の�objet�

の
日
本
語
訳
は
、〔
基
準
Ⅲ
〕
の

文
脈
で
は
事
項
的
な
問
題
で
あ
る
か
ら
「
目
的
」
と
訳
出
し
、
他
方
で�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
「
関
連
性
」
の
文
脈
で
は
物
理
的

な
近
接
性
（
な
い
し
は
執
行
可
能
性
）
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
「
対
象
」
と
訳
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
、
後
述
の�V

an�

U
den�

事
件
の
コ
メ
ン
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。
確
か
に
保
全
措
置
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
い
う
「
関
連
性
」

の
文
脈
で
も
、こ
の�objet�
を
「
目
的
」
と
理
解
す
べ
き
場
合
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
の
場
合
も
〔
基
準
Ⅲ
〕
の
文
脈
で
の
「
目
的
」

と
同
一
の
意
味
の
も
の
と
解
し
う
る
か
ど
う
か
、
未
だ
結
論
を
つ
け
か
ね
て
い
る
）。

（
53
）　C.H

.W
.�v�G.J.H

.,�ECJ�C-（5/8（
（�Judgm

ent�of�3（�M
arch�（98（�

）,�（98（�ECR�（（89,�JD
I�（98（,�pp.�94（-,�note�H

uet.

（
54
）　H

uet,�supra�note53,�p.�94（.

（
55
）　

こ
の
複
数
の
基
準
の
存
在
に
つ
い
て
は
、Cavel

Ⅱ

事
件
コ
メ
ン
ト
で
触
れ
た
。

（
56
）　

先
決
判
断
の
第
七
節
、
第
八
節
。

（
5（
）　H

uet,�supra�note53,�pp.�944-945.　

ま
た
、Cavel

Ⅰ

事
件
で
挙
げ
ら
れ
た
基
準
（〔
基
準
Ⅰ
〕）
と
の
関
係
で
も
整
合
し
て
い
な
い
と

い
え
よ
う
。

（
58
）　H

uet,�supra�note53,�p.�946.

（
59
）　

以
上
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
き
、H

uet,�supra�note53,�pp.�946-94（.

（
60
）　Bernard�D

enilauler�v.�S.n.c.�Couchet�Freres,�ECJ�case�（（5/（9,�
（�Judgm

ent�of�（（�M
ay�（980

）,�（980�ECR�（553;�Revue�

critique�D
IP�（980,�pp.�（8（�et�s.

（note�M
ezger

）.
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（
6（
）　M

ezger,�supra�note�60,�surtout�p.80（.

（
6（
）　Supra�note�60,�Revue�crit.�D

IP�（980,�pp.�（8（�et�s.�

に
載
っ
て
い
る
E
C
J
の
先
決
判
断
（�A

rrêt�

）
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
で

は�saisie�conservatoire�

と
表
記
さ
れ
て
い
る
（�point�（

）
が
、
同
八
〇
一
頁
以
下
の�M

ezger�

に
よ
る
注
釈
中
で
は�saisie-arrêt�

と

表
記
さ
れ
て
い
る
。Saisie-arrêt�

は
、
一
九
九
一
年
の
民
事
執
行
手
続
改
正
の
際
に
、
制
度
と
し
て
は
消
滅
し
た
。D

enilauler�

事
件
の

事
実
関
係
と
し
て
は
、「
仮
差
押
命
令
（
許
可
）」
の
承
認
・
執
行
が
問
題
に
な
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス

の
一
九
九
一
年
法
に
よ
る
改
正
の
目
的
等
に
つ
い
て
は
、Gérard�Couchez,�«Les�incidences�de�la�réform

e�des�voies�d ,exécution�

sur�le�droit�international�privé» ,�T
ravaux�du�com

ité�français�de�droit�international�privé�A
nnee�（996-（99（,�pp.（（3-�

（Pedone,�（999

）。�
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
仮
差
押
に
つ
い
て
は
、
堤
龍
弥
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
仮
差
押
（
一
）
～
（
四
・
完
）」
神
戸

学
院
法
学
二
四
巻
一
号
八
五
頁
、
二
四
巻
二
号
一
〇
三
頁
（
通
巻
二
八
三
頁
）、
二
五
巻
四
号
一
三
七
頁
（
通
巻
一
二
二
九
頁
）、
二
六
巻
一

号
二
三
一
頁
、
が
「
改
正
の
経
緯
」
に
加
え
て
「
旧
法
下
で
の
取
扱
い
の
概
要
」
及
び
「
新
仮
差
押
え
手
続
の
概
要
」
を
詳
述
し
て
い
る
。

（
63
）　

二
七
条
（
特
に
二
号
）
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。「
裁
判
は
以
下
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
承
認
さ
れ
な
い
。」「
二　

訴
訟
手
続

を
開
始
す
る
文
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る
文
書
が
、
欠
席
し
た
被
告
に
対
し
て
、
適
式
か
つ
防
御
を
す
る
の
に
適
時
に
、
送
達
さ
れ
た
の
で

は
な
い
と
き
」（
和
訳
は
、
中
西
康
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
〔
二
・

完
〕」
民
商
一
二
二
巻
四
＝
五
合
併
号
二
五
六
頁
〔
通
巻
七
一
四
頁
〕。）

（
64
）　

四
六
条
は
、
以
下
の
内
容
で
あ
る
。「
裁
判
の
承
認
を
主
張
す
る
当
事
者
又
は
執
行
を
求
め
る
当
事
者
は
、
以
下
の
文
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」「
二　

欠
席
裁
判
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
手
続
を
開
始
す
る
文
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る
文
書
が
敗
訴
当
事
者
に
送
達
さ
れ
た

こ
と
を
証
明
す
る
文
書
の
正
本
又
は
認
証
さ
れ
た
謄
本
。」（
和
訳
は
、
中
西
・
前
掲
注
63
、
二
六
七
頁
〔
通
巻
七
二
五
頁
〕。）

（
65
）　

四
七
条
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
執
行
を
求
め
る
当
事
者
は
さ
ら
に
以
下
の
文
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
一　

原
判
決

国
法
に
従
い
、
裁
判
が
執
行
可
能
で
あ
り
、
送
達
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
。」（
和
訳
は
、
中
西
・
前
掲
注
63
、
二
六
七
頁
〔
通
巻
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七
二
五
頁
〕。）

（
66
）　,,cette�décision�a�pour�objet�une�m

esure�provisoire,�de�caractère�purem
ent�conservatoire ,,,� ,,that�judgm

ent�concerns�

a�provisional�and�purely�protective�m
easure ,,.

（
6（
）　,,des�m

odalités�et�des�conditions�que�le�requérant�devra�respecter�afin�de�garantir�le�caractère�provisoire�ou�conservatoire�

des�m
esures�authorisées ,,.

（
68
）　D

enilauler�
事
件
以
前
に
も
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
領
域
外
財
産
に
対
す
る
保
全
措
置
に
関
す
る
事
件
（�D

e�Caval�case,�ECJ�

C-（43/（8,�（（�M
arch�（9（9

）
で
先
決
判
断
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
も
、
保
全
措
置
の
域
外
性
が
条
約
に
違
反
す
る
と

い
う
指
摘
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、Cavel

Ⅰ

事
件
に
お
い
て
も�D

enilauler�

事
件
に
お
い
て
も
、「
域
外
的
」
発
令
が
問
題
か
否
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
は
先
行
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
69
）　

本
件
に
お
け
る
財
産
所
在
地
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
示
の
こ
の
部
分
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
機
関
が

保
全
命
令
管
轄
地
と
し
て
適
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
条
約
二
四
条
が
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る

裁
判
所
の
ほ
か
に
締
約
国
法
が
認
め
る
保
全
管
轄
に
基
づ
く
裁
判
所
も
条
約
上
適
法
に
保
全
を
発
令
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
主
な
理
由
の
一

つ
が
財
産
所
在
地
管
轄
を
認
め
る
要
請
に
あ
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
、
本
件
事
案
の
よ
う
に
保
全
措
置
対
象
財
産
の
所
在
地
国
以
外
で
発

令
さ
れ
た
た
め
に
発
令
手
続
と
は
別
に
執
行
地
で
の
承
認
が
必
要
に
な
る
よ
う
な
「
本
来
の
趣
旨
と
は
異
な
る
（
財
産
所
在
地
国
以
外
で
の

発
令
）」
ケ
ー
ス
で
は
、
債
務
者
の
手
続
権
を
保
障
し
た
上
で
の
保
全
命
令
で
な
い
か
ぎ
り
条
約
第
三
編
の
簡
易
執
行
ル
ー
ト
の
恩
恵
を
得

ら
れ
な
く
て
も
し
よ
う
が
な
い
、
と
し
て
本
件
解
釈
の
消
極
的
理
由
付
け
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（0
）　M

ezger,�supra�note�60,�pp.�80（�et�s.

（
（（
）　M

ezger,�supra�note�60,�p.803.

（
（（
）　M

ezger�

は
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
現
行
の
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
仮
差
押
の
効
果
と
し
て
、
一
九
九
一
年
法
七
五
条
一
項
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が
、「
差
押
は
法
律
上
当
然
に
処
分
禁
止
と
さ
れ
た
金
額
の
供
託
を
も
た
ら
し
、
民
法
二
〇
七
五-

一
条
所
定
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
」（
和

訳
は
、
山
本
和
彦
「
試
訳
・
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
執
行
手
続
法
及
び
適
用
デ
ク
レ
（
（
）」
法
学
五
八
巻
二
号
四
〇
〇
頁
、
特
に
四
一
六
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
法
二
〇
七
五-

一
条
は
、
山
本
（
和
）・
法
学
五
八
巻
二
号
四
二
一
頁
の
注
（
（9
）
の
説
明
を
借
り
る
と
、

「
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
保
全
の
た
め
の
供
託
は
、
権
利
者
に
優
先
権
を
付
与
す
る
旨
を
規
定
す
る
」。Catherine�K

essedjian,�

infra�note（83�

の�p.3（

（�para�96

、esp.,�note（（（�

）
は
、
現
行
フ
ラ
ン
ス
法
上
、
仮
差
押
の
効
果
と
し
て
他
の
債
権
者
に
対
す
る
優
先
権

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
九
一
年
法
七
五
条
が
ド
イ
ツ
の�A

rrest�

の
効
果
の
規
定
に
類
似
す
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

（
（3
）　M

ezger,�supra�note�60,�Revue�critique�D
IP�（980,�pp.�（8（�et�s.,�p.804.

（
（4
）　D

elaporte,�infra�note8（�,p.（5（

も
、D

enilauler�

事
件
に
お
け
る
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
法
の
仮
差
押
措
置
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
簡
易

承
認
手
続
き
の
対
象
に
な
り
え
な
い
と
い
う
結
論
に
つ
き
、
基
本
的
に
同
様
の
理
解
を
示
す
。
即
ち
、
以
下
の
よ
う
な
理
解
で
あ
る
。
第
一

に
、
結
論
的
に
フ
ラ
ン
ス
法
の
仮
差
押
措
置
に
は
原
則
と
し
て
条
約
第
三
編
の
規
定
の
適
用
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
二
に
、

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
結
論
に
至
る
た
め
に
欧
州
司
法
裁
判
所
が
実
際
に
採
用
し
た
理
由
付
け
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
仮
差
押
措
置
の
強
制
執
行

的
性
格
で
は
な
く
、
当
該
措
置
の
許
可
が
対
審
手
続
き
に
拠
ら
な
か
っ
た
等
の
債
務
者
の
手
続
保
障
の
点
に
あ
る
。

（
（5
）　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
実
効
性
を
担
保
す
る
機
能
を
果
た
す
と
い
わ
れ
る
裁
判
所
侮
辱
の
制
度

が
一
例
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
の
制
度
が
同
様
の
機
能
を
果
た
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
り

た
い
。

（
（6
）　T

héry,�supra�note�（6�,p.489.

（
（（
）　

こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
て
、K

essedjian,�infra�note（83,�p.5（
（para�（6（

）
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
も
そ
こ
ま
で
は
述
べ
て
い
な

い
と
し
、
保
全
措
置
の
執
行
地
の
裁
判
所
の
み
が
そ
の
措
置
を
命
じ
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
る
と
こ
ろ
ま
で
は
同
意
し
な
い
。
比
較
法
的
に
考
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え
る
と
、
債
務
者
財
産
の
凍
結
と
い
う
目
的
の
た
め
の
措
置
で
あ
っ
て
も
、
保
全
命
令
の
直
接
執
行
地
と
効
果
の
発
生
す
る
場
所
が
異
な
り

う
る
類
型
の
措
置
も
存
在
す
る
。
実
際
、K

essedjian�

が
そ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
欧
州
委
員
会
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
改
正
案

（8
a
条
は
、
保
全
措
置
の
効
果
発
生
地
と
措
置
の
執
行
地
と
が
異
な
り
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
執
行
地
＝
発
令

地
」
と
解
す
べ
き
か
ど
う
か
の
問
題
の
意
見
対
立
は
、
各
論
者
が
「
執
行
」
の
意
味
と
し
て
間
接
執
行
を
も
含
め
て
考
え
て
い
る
の
か
ど
う

か
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。「
執
行
地
＝
発
令
地
」
と
す
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
、
効
果
の
及
ぶ
範
囲
を
も
発
令
裁
判
所
の
所

属
国
領
域
内
に
限
ら
れ
る
と
す
る
か
ど
う
か
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

（
（8
）　

な
お
、M

erkt,�Les�m
esures�provisoires�en�droit�international�privé�

（Schulthess�Poligraphischer�V
erlag,�Zürich,�（993

）,�

p.（（0

に
よ
る
と
、
ス
イ
ス
法
上
、séquestre�

を
命
じ
る
裁
判
所
は
そ
の
管
轄
内
に
存
在
す
る
財
産
の
み
し
か
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
も
し
ス
イ
ス
裁
判
所
が
ル
ガ
ノ
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
対
象
と
な
る
財
産
が
ス
イ
ス
裁

判
所
の
管
轄
内
に
所
在
し
な
い
場
合
は�séquestre�

を
命
じ
う
る
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、M

erkt�

は
、
こ
の
点
、
ス
イ
ス
法
の

séquestre�

は
、
ド
イ
ツ
法
上
の�A

rrest�
が
債
務
者
の
差
押
可
能
財
産
全
て
に
対
し
て
潜
在
的
効
果
を
持
つ
た
め
に�A

rrest�

が
命
じ
ら
れ

る
場
所
が
決
定
的
で
は
な
い
の
と
は
異
な
る
、
と
述
べ
て
、
ス
イ
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
と
の
差
異
を
強
調
す
る
。
特
定
財
産
を
対
象
と
す
る
フ

ラ
ン
ス
法
の�saisie�

と
ス
イ
ス
法
の�séquestre�
と
に
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
限
り
で
類
似
性
が
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
（9
）　H

uet,�JD
I�（980,�pp.939-,�surtout�pp.946-948
（�D

enilauler�

事
件
評
釈
）

（
80
）　

た
だ
し
、
他
の
締
約
国
に
所
在
す
る
特
定
財
産
に
対
し
て
直
接
的
・
物
的
に
効
力
を
及
ぼ
す
タ
イ
プ
の
保
全
措
置
を
対
審
手
続
を
経
て
命

じ
る
こ
と
（
ひ
と
ま
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
実
務
上
あ
り
う
る
と
仮
定
し
て
）
が
条
約
上
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
本
件
先
決
判
断
か
ら

も
自
明
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
先
決
判
断
第
一
六
節
・
一
七
節
の
判
示
か
ら
す
る
と
、
否
定
的
な
結
論
を
導
く
の
が

自
然
で
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
仮
差
押
の
よ
う
な
措
置
に
つ
い
て
の
管
轄
を
一
六

条
五
項
の
問
題
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
域
外
特
定
財
産
に
対
し
て
そ
の
執
行
地
国
以
外
が
仮
差
押
（
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
仮
差
押
の
よ
う
な
類
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型
）
を
許
可
す
る
こ
と
は
当
然
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
8（
）　

た
だ
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
資
産
凍
結
命
令
の
よ
う
な
類
型
の
措
置
の
場
合
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
仮
差
押
に
限
っ
て
い
え
ば
、

H
uet�

の
主
張
は
お
そ
ら
く
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

（
8（
）　

な
お
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
裁
判
機
関
の
保
全
許
可
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
不
思
議
な
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁

判
機
関
は
、
域
外
的
な
仮
差
押
を
許
可
す
る
こ
と
に
一
般
に
消
極
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
（�Perrot�&

�T
héry

〔（000

〕,�supra�note（6,�

pp.4（-43
〔
特
に
四
三
頁
で
、
保
全
措
置
の
属
地
性
を
認
め
た
と
解
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
的
新
し
い
裁
判
例
を
列
挙
す
る
〕;Cuniberti,�

supra�note4
〔Cuniberti�

は
そ
の
博
士
論
文
で
、
こ
の
保
全
措
置
の
「
属
地
性
」
が
必
然
で
は
な
い
と
の
説
を
展
開
し
、
そ
れ
を
証
明
し

よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
提
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
が
領
域
外
財
産
に
対
す
る
仮
差
押
を
許
可
す
る
こ
と
に
対
し
て
消
極
的
で

あ
る
、
と
い
う
事
実
は
認
め
て
い
る
〕）
が
、
こ
の
事
件
で
は
、
ド
イ
ツ
所
在
財
産
に
対
す
る
仮
差
押
を
認
め
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
事

件
の
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
は
如
何
な
る
管
轄
原
因
を
理
由
に
自
ら
の
保
全
管
轄
を
認
め
た
の
か
不
明
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
債

務
者
住
所
は
フ
ラ
ン
ス
に
は
存
在
せ
ず
、
保
全
執
行
地
も
フ
ラ
ン
ス
に
は
な
い
。
そ
こ
で
、Collins�

は
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
法

適
用
の
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
評
し
て
い
る
（�Law

rence�Collins,�Essays�in�International�Litigation�and�the�Conflict�

of�Law
s,�（994,�Clarendon�Press,�p.8（,�p.（（（

〔
な
お
、Collins�

の
こ
の
著
書
の
一
八
八
頁
ま
で
は
、Collins�

が
一
九
九
一
年
に
担
当

し
た
ハ
ー
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
（�the�H

ague�A
cadem

y�of�International�Law
�

）
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
〕）。
フ

ラ
ン
ス
の
論
者
の
中
に
も
、
例
え
ば�D

elarporte�

の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
保
全
管
轄
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
者

も
あ
る
（�D

elaporte,�Les�m
esures�provisoires�et�conservatoires�en�droit�international�privé,�D

roit�international�privé�

（98（-（988:�T
ravaux�du�Com

ité�français�de�droit�international�privé,�Ed.�D
u�CN

RS,�（989,�pp.（4（�et�s.,�surtout,�p.（5（.　

D
elaporte�

に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
四
条
は
こ
の
事
件
に
は
適
用
可
能
で
は
な
く
、
旧
民
訴
法
四
八
条
が
定
め
て
い
た
二
つ
の
裁
判

籍
〔
①
債
務
者
住
所
、
②
対
象
と
な
る
財
産
所
在
地
〕
は
双
方
と
も
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
）。
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と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
は
、
最
近
（�M

adam
e�Rocheton�c.�Société�BN

P�Paribas,�Cour�de�cassation,�（èm
�Ch.�civ.,�（4�

fevrier�（008

）、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
モ
ン
テ
・
カ
ル
ロ
支
店
（�succursale�

）
に
開
設
さ
れ
て
い
る
銀
行
口
座
に
対
し
て
債
権
者
が
帰
属
差

押
を
試
み
た
と
こ
ろ
銀
行
側
が
こ
れ
を
拒
絶
し
た
と
い
う
事
案
で
、
た
と
え
口
座
が
あ
る
支
店
が
外
国
に
あ
る
と
し
て
も
、
帰
属
差
押
は
可

能
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。
帰
属
差
押
（�saisie-attribution�

）
は
、「
わ
が
国
で
の
差
押
・
添
付
命
令
に
類
似
し
た
制
度
」
で
あ
り
、

「
執
行
名
義
を
有
す
る
債
権
者
が
債
務
者
の
も
つ
賃
金
債
権
以
外
の
金
銭
債
権
に
対
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
以
上
に
つ
き
、
徳

田
・
前
掲
注
（5
、
特
に
七
六
頁
）。
そ
し
て
、
帰
属
差
押
は
仮
差
押
よ
り
も
さ
ら
に
「
属
地
的
」
で
あ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
こ
の
二
〇
〇
八

年
二
月
一
四
日
の
判
断
で
、
対
象
財
産
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
所
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
帰
属
差
押
は
許
さ
れ
る
と
さ
れ
た
理
由
と

し
て
は
、
対
象
財
産
が
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
支
店
に
保
有
さ
れ
る
口
座
で
あ
る
こ
と
を
破
毀
院
が
重
視
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ

ら
に
つ
き
、Gilles�Cuniberti�
に
よ
る
紹
介
を
参
照
し
た
。See,� ,,International�Reach�of�French�A

ttachm
ents ,,,�at�http://w

w
w
.

conflictoflaw
s.net/（008/cases/international-reach-of-french-attachm

ents/

〔last�visited�on�M
ay�（4,�（008

〕）。
そ
こ
で
、
再

度�D
enilauler�

事
件
の
事
実
関
係
に
戻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、saisie�

の
対
象
と
な
っ
た
銀
行
口
座
が
開
設
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
銀
行
は�

«filiale�d ,une�banque�française»

（M
ezger,�supra�note�60,�surtout,�p.80（

）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
管

轄
が
認
め
ら
れ
た
理
由
も
上
述
の
二
〇
〇
八
年
二
月
一
四
日
の
破
毀
院
の
判
示
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
、
さ
ら
な
る
検

討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
83
）　M

ario�Reichert,�H
ans-H

einz�Reichert�and�Ingeborg�K
ockler�v�D

resdner�Bank�A
G,�（6�M

arch,�（99（.��ECJ�C-（6（/90,�

（99（�ECR�

Ⅰ-（（49;�Rev.�crit.�D
IP�（99（,�pp.（（4�et�s.�

（�note�Bertrand�A
ncel�

）.

（
84
）　

山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
頁
に
よ
る
と
、「
債
権
者
（
詐
害
行
為
）
取
消
権
（
訴

訟
）」、「
債
権
者
が
自
己
の
債
権
の
確
保
の
た
め
、
債
権
の
一
般
的
担
保
を
構
成
す
る
債
務
者
の
家
産�patrim

oine�

を
不
当
に
減
少
さ
せ
る

債
務
者
の
詐
害
行
為
を
取
り
消
す
権
利
・
訴
権
」。
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（
85
）　
「
不
動
産
物
権
及
び
不
動
産
賃
貸
借
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
、
不
動
産
が
所
在
す
る
締
約
国
の
裁
判
所
」（
和
訳
は
、
中
西
・
前
掲
注

（3
一
五
三
頁
〔
通
巻
四
四
五
頁
〕）
が
専
属
管
轄
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
。

（
86
）　

こ
れ
に
対
す
る
先
決
判
断
は
、ECJ�Case�C-（（5/88,�（990�ECR�

Ⅰ-（（

（Reicher

Ⅰ

事
件
）。
E
C
J�

は
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
に
は

条
約
一
六
条
一
項
に
基
づ
く
管
轄
は
認
め
ら
れ
な
い
判
断
し
た
。

（
8（
）　A

ncel,�supra�note83,�p.（（（.

（
88
）　H

uet,�JD
I�（993,�pp.46（�et�s.,�surtout,�p.464.

（
89
）　

た
だ
し
、A

ncel,�supra�note83,�p.（（（

や�H
uet,�supra�note88,�p.464

に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
法
学
者
な
ど
の
間
で
も
、l ,action�

paulienne�

の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
統
一
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
強
制
執
行
に
近
い
と
す
る
見
解
、
固
有
の
意
味

で
の
保
全
措
置
で
は
な
い
特
殊
な
保
全
措
置
で
あ
る
と
す
る
見
解
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
自
体
が
揺
れ
て
い
た
。

（
90
）　A

ncel,�supra�note83,�p.（（4
は
、
本
件
先
決
判
断
が
わ
ざ
わ
ざ
定
義
を
立
て
た
上
で
「
法
的
状
況
の
維
持
」
か
「
変
更
」
か
を
断
じ
た

こ
と
に
対
し
、
債
権
者
と
の
関
係
で
受
益
者
の
譲
受
権
を
無
に
す
る
も
の
な
の
で
条
約
二
四
条
の
保
全
措
置
と
は
い
え
な
い
と
回
答
し
て
お

け
ば
十
分
で
あ
っ
た
、
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
定
義
を
示
し
て
も
、
労
多
く
し
て
益
な
し
、
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
9（
）　Cavel

Ⅱ

事
件
に
関
す
る
〔
コ
メ
ン
ト
〕
部
分
。

（
9（
）　A

ncel,�supra�note83,�p.�（（3.�

（
93
）　

た
だ
、
そ
う
だ
と
す
る
と�Cavel

Ⅱ

事
件
先
決
判
断
を
参
照
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
え
て�Cavel

Ⅰ

事
件
先
決
判
断
が
参

照
さ
れ
た
理
由
は
、「
別
途
、
本
案
裁
判
所
で
確
認
を
求
め
る
権
利
を
保
全
す
る
た
め
」
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
保
全
措
置
の
定
義
に
表
れ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
94
）　A

ncel,�supra�note83,�p.（（4.

（
95
）　H

uet,�supra�note88,�p.464.



（84神　戸　法　学　雑　誌　��58巻 （ 号

（
96
）　H

uet,�supra�note88,�pp.464-5.�

こ
の
点
は
、A

ncel�

も
類
似
の
指
摘
を
し
て
い
る
（�A

ncel,�supra�note83,�p.（（4

）。
先
決
判
断
の

定
義
は
「
維
持
」
と
「
変
更
」
と
を
対
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
対
置
は
、
確
認
的
判
断
と
形
成
的
判
断
と
の
区
別
を
検
証
し
た
う
え
で
の
も

の
で
は
な
い
。
実
際
に
は
、
状
況
の
「
維
持
」
が
新
た
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
「
変
更
」
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
先
決

判
断
の
定
義
に
よ
る
と
、
仮
払
命
令
な
ど
の
「
保
全
」
性
も
否
定
さ
れ
か
ね
な
い
。

（
9（
）　H

uet,�supra�note88,�p.465.�H
uet�

は
、
必
ず
し
も
本
案
判
決
を
伴
わ
な
く
て
も
保
全
（
暫
定
）
措
置
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
例

と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
が
規
定
す
る
証
拠
調
（�m

esures�d ,instruction�in�futurum
�

）
を
挙
げ
る
。

（
98
）　

仮
払
命
令
が
問
題
と
な
っ
た�V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
で
も
、
本
件
の
定
義
が
特
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、

後
の�St.�Paul�D

airy�Industries�

事
件
先
決
判
断
（
一
二
節
）
は
、
二
四
条
の
趣
旨
・
目
的
と
し
て
、
国
際
訴
訟
に
つ
き
も
の
の
訴
訟
の

長
期
化
に
よ
り
当
事
者
が
損
失
を
被
る
こ
と
を
避
け
し
め
る
こ
と
、
を
も
挙
げ
て
い
る
。

（
99
）　H

erm
ès�International�v�FH

T
�M

arketing�Choice�BV
,�ECJ�C-53/96�

（�Judgm
ent�of�（6�June,�（998

）,�（998�ECR�（-3603.

（
（00
）　

知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定
（
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
附
属
書
一
C
）。

（
（0（
）　

五
〇
条
は
、T

RIPs�

協
定
第
三
部
「
知
的
財
産
権
の
行
使
」
の
第
三
節
「
暫
定
措
置
」
の
規
定
で
あ
る
。
そ
の
六
項
の
内
容
は
以
下
の

と
お
り
。,,W

ithout�prejudice�to�paragraph�4,�provisional�m
easures�taken�on�the�basis�of�paragraph�（�and�（�shall�upon�

request�by�the�defendant,�be�revoked�or�otherw
ise�cease�to�have�effect,�if�proceedings�leading�to�a�decision�on�the�

m
erits�of�the�case�are�not�initiated�w

ithin�a�reasonable�period,�to�be�determ
ined�by�the�judicial�authority�ordering�

the�m
easures�w

here�a�M
em

ber ,s�law
�so�perm

its�or,�in�the�absence�of�such�a�determ
ination,�not�to�exceed�（0�w

orking�

days�or�3（�calendar�days,�w
hichever�is�the�longer. ,,

（
（0（
）　

後
述
の
よ
う
に
、V

an�U
den�

事
件
で
も�M

ietz�

事
件
で
も
オ
ラ
ン
ダ
で
の
手
続
は
こ
の�kort�geding�

手
続
に
よ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
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（
（03
）　

後
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は�M

ietz�

事
件
先
決
判
断
に
お
い
て
明
確
に
、kort�geding�

手
続
が
条
約
二
四
条
の
想
定
す
る
締
約
国
法
上

の
保
全
手
続
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、M

ietz�

事
件
部
分
（
三
（
（
（
））
で
触
れ
る
。

（
（04
）　X

andra�E.�K
ram

er,� ,,H
arm

onisation�of�Provisional�and�Protective�M
easures�in�Europe ,,, Procedural Laws in Europe. Towards 

H
arm

onisation�

（�edited�by�M
arcel�Storm

e�

）�（�M
aklu,�（003

）,�p.305,�esp.,�pp.30（-8.�

野
村
・
前
掲
注
（9
文
献
の
注
6
も
こ
れ
を
指

摘
す
る
。
な
お
、
筆
者
自
身
は
未
だ
調
査
が
足
り
て
い
な
い
が
、「
レ
フ
ェ
レ
は
ド
イ
ツ
の
立
法
に
影
響
を
与
え
、
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
法

を
母
法
と
す
る
我
が
国
の
立
法
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
わ
れ
」
て
い
る
（
本
田
耕
一
『
レ
フ
ェ
レ
の
研
究―

―

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
仮

処
分
命
令
の
発
令
要
件
』〔
中
央
経
済
社
、
一
九
九
七
年
〕
二
頁
）。

（
（05
）　

例
え
ば
、H

uet�
のV

an�U
den�

事
件
評
釈
（�Infra�note（35,�esp.,�p.6（6

）
は
そ
の
前
提
で
書
か
れ
て
い
る
。�

他
方
、N

orm
and,�

infra�note（（3,�pp.355-6
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
の
み
で
な
く
他
の
E
U
諸
国
の�référé-provision�

類
似
の
制
度
を
比
較
す
る
。

（
（06
）　

同
様
の
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
の
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
で
も
問
題
と
な
る
。

（
（0（
）　K

ram
er,�supra�note（04,�pp.30（-8

（
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
ま
た
は
三
月
一
日
か
ら
施
行
予
定
だ
と
述
べ
て
い
る
）.　

な
お
、

K
ram

er�

の
同
文
献
三
〇
七
頁
の
注
8
に
よ
る
と
、
法
改
正
以
前
の
状
況
と
し
て
は
、
一
〇
か
ら
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
民
事
事
件
が�K

ort�

geding�

手
続
の
形
で
申
立
て
ら
れ
、
そ
の
う
ち
で
、K

ort�geding�

手
続
と
並
行
し
て
又
は
そ
の
開
始
後
に
本
案
訴
訟
が
行
わ
れ
る
の
は
、

約
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（
（08
）　K

ram
er,�supra�note（04,�p.30（,�footnote�8.

（
（09
）　K

ram
er,�supra�note（04,�p.308.

（
（（0
）　Supra�note（9.

（
（（（
）　

オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
二
八
九
条
以
下
。O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Léger,�infra�note�（（9,�para（9.�

さ
ら
に
、
こ
の�Léger

の
「
意
見
」
パ
ラ
グ
ラ
フ
二
〇
で
は
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
のkort�geding

手
続
の
説
明
（
欧
州
委
員
会
の
提
出
し
た
意
見
書
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point5

）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
（（（
）　O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Léger,�infra�note�（（9,�para�9.　

た
だ
し
、
原
告
住
所
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
そ
れ
の
み
で
管

轄
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
法
と
の
最
小
限
の
関
連
性
が
付
加
的
な
要
件
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
地
方
裁

判
所
長
と
オ
ラ
ン
ダ
控
訴
審
裁
判
所
と
の
間
で
判
断
に
違
い
が
生
じ
た
の
は
、
両
者
間
に
こ
の
「
最
小
限
の
関
連
性
」
に
関
す
る
解
釈
の
相

違
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
法
務
官
意
見
の�para（3

を
参
照
し
た
。

（
（（3
）　Revue�crit.�D

IP�（999,�p.35（,�note�N
orm

and,�surtout�p.355-356.　

N
orm

and

に
よ
る
と
、
各
国
の
仮
払
命
令
の
要
件
と
し
て
共

通
す
る
の
は
、
①
被
申
立
人
の
債
務
に
つ
き
真
の
争
い
が
な
い
こ
と
、
②
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
こ
の
緊
急
性
に
つ
い
て
は
、
フ

ラ
ン
ス
法
上
は
要
件
と
さ
れ
な
い
）
で
あ
る
。
他
方
、
異
な
る
点
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
や
ギ
リ
シ
ャ
法
上
、
仮
払
命
令
が
認
め
ら
れ
る
の

は
扶
養
料
な
ど
の
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
場
合
に
限
ら
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
や
オ
ラ
ン
ダ
法
で
は
も
っ
と
広
く
多
様
な
種
類
の
債
務
に
つ

き
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
る
。
日
本
法
は
こ
の
面
で
は
ド
イ
ツ
法
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

（
（（4
）　

オ
ラ
ン
ダ
の�K

ort�geding�

手
続
は
、
本
稿
の�H

erm
ès�

事
件
の
コ
メ
ン
ト
中
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
金
銭
仮
払
命
令
と
知
的
財
産
分
野

で
の
迅
速
な
救
済
の
た
め
に
特
に
有
効
活
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
急
速
手
続
を
通
じ
て
域
外
的
に
発
令
さ
れ
る
外
国
特
許
権
侵
害

差
止
命
令
（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
条
約
二
四
条
・
一
六
条
四
項
な
ど
と
の
整
合
性
・
適
合
性
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
片
山
英
二
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
中
山
信
弘
編
集
代
表

『
知
的
財
産
法
と
現
代
社
会―

―

牧
野
利
秋
判
事
退
官
記
念
』（
信
山
社
出
版
、
一
九
九
九
年
）
二
六
五
頁
。
ま
た
、H

élène�Gaudem
et-

T
allon,�supra�note�30,�p.（48.

（
（（5
）　K

ram
er,�supra�note（04,�p.30（

も
、the�kort�geding�procedure�
が
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
の
レ
フ
ェ
レ
に
由
来
す
る
（� ,,originally�

derived�from
�the�French�référé ,,�

）
こ
と
に
補
足
的
に
触
れ
て
い
る
。

（
（（6
）　Conf.,�Revue�critique�D

IP�（999,�pp.35（-

（�Bachy�c.�Soc.�Belbetoes�
）,�p.354�

（�note,�par�N
orm

and�

）;�A
nne�M

arm
isse�et�
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M
ichael�W

ilderspin,� ,,Le�regim
e�jurisprudential�des�m

esures�provisoires�à�la�lum
iere�des�arrêts�V

an�U
den�et�M

ietz ,,,�

Revue�critique�D
IP�（999,�pp.669�et�s.,�surtout,�pp.6（3-68（.

（
（（（
）　N

orm
and,�supra�note（（3,�surtout�p.359

は
、
こ
の
よ
う
に
二
四
条
が
特
別
規
定
で
あ
る
と
い
う
性
格
の
ゆ
え
に
、V

an�U
den�

事
件

に
お
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
が
条
約
二
四
条
の
管
轄
や
保
全
措
置
に
つ
き
共
同
体
的
・
制
限
的
意
味
（�une�notion�com

m
unautaire�et�

restrictive�

）
を
付
与
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
た
、
と
理
解
す
る
。
実
際
、
共
同
体
的
意
味
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
、
二
四
条
の
文
言
上

は
保
全
管
轄
も
保
全
措
置
の
内
容
も
申
立
て
を
受
け
た
締
約
国
法
に
全
て
任
さ
れ
（�renvoi�

）、
二
四
条
独
自
の
規
律
は
放
棄
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
読
め
る
。
共
同
体
的
意
味
が
付
与
さ
れ
た
結
果
と
し
て
初
め
て
、
こ
の
締
約
国
法
へ
の
委
任
は
、
条
件
付
き
の
委
任
（�un�renvoi�

conditionnel�

）
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
（（8
）　
（
α
）
の
機
能
が
果
た
さ
れ
る
た
め
に
は
、
保
全
管
轄
裁
判
所
に
対
し
て
次
の
（
β
）
の
よ
う
な
要
請
が
あ
る
。
そ
し
て
、（
β
）
の
要
請

か
ら
保
全
管
轄
要
件
を
導
く
と
（
γ
）
の
よ
う
に
言
え
る
、
と
い
う
の
が
欧
州
司
法
裁
判
所
の
論
理
展
開
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、

Supra�note（（3

（�Revue�crit.�D
IP�（999,�p.35（,�note�N

orm
and�

）,�surtout,�p.�359.

（
（（9
）　V

an�U
den�case�

の
法
務
官
意
見
（�O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Léger�delivered�on�（0�June�（99（,�ECR�（998,�p.

Ⅰ

-0（09（

）�para�46-（（.

（
（（0
）　Ibid,�para�4（.

（
（（（
）　Ibid,�para�48.

（
（（（
）　Ibid,�para�49- （（.

（
（（3
）　Ibid,�para�6（.

（
（（4
）　

こ
の
点
は
、
本
案
管
轄
と
保
全
命
令
管
轄
と
の
区
別
を
前
提
と
す
る
条
約
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
本
件
先
決
判
断
が
、
仮
払
命
令
が
条
約

二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
を
頭
か
ら
否
定
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
（
仮
払
命
令
が
「
保
全
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
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の
は
二
つ
の
条
件
を
充
た
す
場
合
の
み
で
あ
る
と
し
た
）
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
理
解
で
あ
る
。

（
（（5
）　N

orm
and,�supra�note（（3,�p.36（.

（
（（6
）　A

nne�M
arm

isse�et�M
ichael�W

ilderspin,�supra�note（（6,�surtout�pp.�6（4-6（5.��A
nne�M

arm
isse,�M

ichael�W
ilderspin

は
、
本
件
の
欧
州
司
法
裁
判
所
判
断
が
「
保
全
措
置
の
観
念
」
に
つ
き
新
た
な
枠
組
み
を
打
ち
出
し
た
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

保
全
措
置
の
観
念
を
締
約
国
法
に
丸
投
げ
し
て
い
た
状
況
か
ら
、V

an�U
den�

事
件
の
判
断
で
は
条
約
上
の
自
律
的
な
大
枠
が
示
さ
れ
始
め

た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
、
と
す
る
。
欧
州
司
法
裁
判
所
が
大
枠
を
示
し
た
の
が
「
保
全
措
置
の
観
念
」
な
の
か
「
保
全
命
令
管
轄
」
に
つ
い

て
な
の
か
は
さ
て
お
き
、
も
し
こ
の
よ
う
な
条
約
上
の
自
律
的
枠
組
み
に
よ
る
制
約
な
し
に
条
約
三
条
二
項
の
過
剰
管
轄
規
定
の
適
用
を
許

せ
ば
、
各
締
約
国
法
上
の
過
剰
管
轄
規
定
に
基
づ
い
て
債
権
者
が
容
易
に
多
様
な
保
全
措
置
を
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
条
約
シ
ス
テ
ム

が
機
能
不
全
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
ろ
う
。

（
（（（
）　

し
か
し
な
が
ら
、
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
は
原
則
的
に
各
締
約
国
法
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
だ
と
し
て
欧
州
司
法
裁

判
所
判
断
を
読
む
と
す
れ
ば
、
全
て
の
論
者
が
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
以
前
の

著
作
で
、
た
と
え
ば�M
erkt

（�O
livier�M

erkt,�Les�m
esures�provisoires�en�droit�international�privé,�（993,�pp.（（（-（（8

）
は
、

条
約
二
四
条
が
過
剰
管
轄
規
定
を
も
含
む
締
約
国
法
上
の
保
全
命
令
管
轄
規
定
の
全
面
的
適
用
を
認
め
て
い
る
と
い
う
解
釈
に
異
議
を
表
明

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、M

erkt�

は
、
条
約
二
四
条
は
基
本
的
に
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
、
と
考
え
る
。
こ
の
制
限
説
か
ら
す
る
と
、

条
約
二
四
条
は
条
約
三
条
の
過
剰
管
轄
規
定
適
用
禁
止
の
例
外
を
定
め
る
も
の
で
は
な
く
条
約
二
一
条
～
二
三
条
の
例
外
を
定
め
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
条
約
二
四
条
に
基
づ
い
て
保
全
命
令
の
申
立
て
が
可
能
な
の
は
、
あ
く
ま
で
条
約
に
規
定
さ
れ
る
管
轄
を
有
す
る
締

約
国
裁
判
所
に
対
し
て
の
み
で
あ
る
。
で
は
、
二
四
条
の
存
在
意
義
は
何
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
条
約
上
の
裁

判
管
轄
規
定
の
一
つ
に
基
づ
い
て
A
国
の
裁
判
所
に
本
案
訴
訟
が
係
属
し
て
い
て
も
、
も
し
A
国
に
訴
訟
が
係
属
し
て
い
な
け
れ
ば
条
約
上

の
本
案
管
轄
を
有
す
る
は
ず
の
B
国
裁
判
所
に
対
し
て
、
二
四
条
は
保
全
申
請
を
行
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
本
案
手
続
と
保
全
手
続
と
い
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う
レ
ベ
ル
の
違
う
手
続
間
で
の
裁
判
は
、
二
一
～
二
三
条
の
例
外
と
解
す
）。
そ
れ
が
、
二
四
条
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
と
し
て
も
二
四
条

の
存
在
を
意
味
あ
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
制
限
解
釈
に
よ
る
と
、
締
約
国
法
上
の
過
剰
管
轄
規
定
の
適
用
が
本
案

訴
訟
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
保
全
手
続
と
の
関
係
で
も
禁
止
さ
れ
、
条
約
上
の
統
一
性
が
図
ら
れ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
限
説
で
は
、
保

全
命
令
管
轄
の
選
択
肢
が
狭
ま
る
た
め
、
緊
急
の
場
合
に
対
応
し
き
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、M

erkt�

も
、
締
約
国
法
上
の
保

全
命
令
管
轄
規
定
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
こ
と
を
認
め
る
解
釈
は
妥
当
で
な
い
と
い
う
立
場
は
堅
持
し
つ
つ
も
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合

（�une�form
e�de�for�de�nécessité�

）、
条
約
に
規
定
の
な
い
裁
判
管
轄
に
基
づ
く
保
全
命
令
申
立
て
を
認
め
る
よ
う
で
あ
る
（�M

erkt,�

ibid.,pp.�（（（-（（8
）。
先
決
判
断
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
次
第
に
条
約
上
の
自
律
的
な
保
全
措
置
概
念
及
び
ミ
ニ
マ
ム
の
保
全
命
令
管
轄

ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
き
た
現
在
、
欧
州
司
法
裁
判
所
も
手
放
し
で
締
約
国
法
上
の
保
全
命
令
管
轄
規
定
へ
の
依
拠
を
認
め
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
結
論
的
に
は�M

erkt�

の
考
え
方
と
欧
州
司
法
裁
判
所
の
そ
れ
と
は
近
似
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
条
約
三
条
が
過
剰
管
轄
で
あ
る
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
い
る
締
約
国
法
上
の
規
定
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
が
条

約
上
原
則
的
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
違
い
は
残
っ
て
い
る
。

（
（（8
）　N

orm
and,�supra�note（（3,�p.368.

（
（（9
）　N

orm
and,�supra�note（（3,�p.364.

（
（30
）　

越
山
・
前
掲
注
（9�

（
二
〇
〇
二
年
）
四
九
三
頁
。

（
（3（
）　

越
山
・
前
掲
注
（9
（
二
〇
〇
二
年
）
四
九
二
～
四
九
三
頁
（�V

las,�N
ILR�（999,�（0（,�esp.�,�p.�（09

を
参
照
し
た
も
の
）。

（
（3（
）　

堤
龍
弥
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
仮
処
分
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
二
巻
三
＝
四
号
二
九
九
頁
（
通
巻
）、
特
に
三
二
二
～
三
二
三
頁
の
注

（
（（
）。

（
（33
）　

有
体
財
産
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
本
来
は
領
域
内
に
あ
る
べ
き
財
産
が
領
域
外
に
持
ち
出
さ
れ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
、
ま
た
は
、
有
体
財

産
以
外
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
、
債
権
の
よ
う
に
所
在
を
物
理
的
に
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
を
念
頭
に
置
い
て
、
本
件
先
決
判
断
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（
四
七
節
）
の
表
現
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（�V

.�Gaudem
et-T

allon,�infra�note（35,�p.�（64.

）

（
（34
）　N

orm
and,�supra�note�（（3,�p.366.

（
（35
）　A

.�H
uet,�JD

I�（999,�p.6（3,�surtout,�pp.6（（-6（5

（�H
uet

に
よ
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（36
及
び
（3（
に
対
応
す
る
本
文
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
）;�H

élène�Gaudem
et-T

allon,�Rev.�de�l ,arbitrage�（999,�pp.（5（�et�s.,�surtout,�pp.（55-（5（

（Gaudem
et-T

allon
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
仲
裁
合
意
の
存
在
に
よ
っ
て
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
は
な
い
こ
と
に
な
る
と
述
べ
つ
つ
も

条
約
二
四
条
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
条
約
二
四
条
の
適
用
が
あ
る
の
は
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が

あ
る
と
き
に
限
ら
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
）.�

こ
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
よ
る
批
判
だ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
一
部
の
学
説

に
よ
る
批
判
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
ド
イ
ツ
の
国
内
法
に
お
い
て
も
、
本
案
裁
判
所
が
保
全
処
分
の
手
続
の
管
轄
裁
判
所
（
の
一

つ
）
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
九
一
九
条
・
九
三
七
条
一
項
）。
そ
し
て
、
そ
こ
で
も
、
仲
裁
条
項
が
存
在
し
て
も
保

全
処
分
を
国
家
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
、
そ
の
条
項
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
本
案
の
管
轄
権
を
有
す
る
で
あ

ろ
う
裁
判
所
が
保
全
処
分
の
手
続
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
批
判
説
は
、
E
C
管
轄
執
行
条
約
と
の
関
係
で
も
、

こ
れ
と
同
じ
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
」（
野
村
・
前
掲
注
（9
三
三
四
頁
）。

（
（36
）　H

uet,�supra�note（35,�p.�6（3.�

（
（3（
）　H

uet,�supra�note（35,�pp.�6（3-6（5.�

仲
裁
合
意
が
あ
る
場
合
の
仮
払
命
令
に
関
す
る
国
家
裁
判
所
の
例
外
的
管
轄
（�la�com

pétence�

exceptionnelle�du�juge�des�référés�pour�accorder�une�provision�

）
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
は
、

Société�H
oreva�c.�société�Sitas,�6�m

ars�（990,�Cour�de�Cassation�

（�（re�Ch.�civ.

）,�revue�de�l ,arbitrage�（990,�pp.�63（�et�s.

で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
①
当
事
者
の
反
対
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
で
、
②
仲
裁
廷
が
構
成
さ
れ
て
お
ら
ず
事
件
が
実
効
的
に
係
属
し
て
お
ら

ず
、
③
緊
急
性
が
あ
る
場
合
で
、
④
申
立
人
が
債
権
を
有
す
る
こ
と
に
つ
き
真
の
争
い
が
な
い
こ
と
、
と
い
う
要
件
を
充
た
す
限
り
で
、

た
と
え
仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
と
し
て
も
レ
フ
ェ
レ
裁
判
官
が
仮
払
命
令
を
命
じ
る
例
外
的
管
轄
が
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
し
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た
。
こ
の
判
例
は
、
一
九
八
四
年
の
破
毀
院
判
断
（�Société�EU

RO
D
IF�et�autre�c.�République�islam

ique�d ,Iran,�République�

Islam
ique�d ,Iran�c.�Com

m
issariat�à�l ,énergie�atom

ique�et�autre,�（4�m
ars�（984,�Cour�de�cassation,�（re�Ch.�Civ.,�Revue�

de�l ,arbitrage�（985,�pp.69�et�s.�

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
中
野
俊
一
郎
「
国
際
商
事
仲
裁
に
お
け
る
実
効
性
の
確
保
（
一
）―

―

仲
裁

と
保
全
処
分
の
関
係
、
な
ら
び
に
仲
裁
判
断
の
『
終
局
性
』
の
概
念
に
つ
い
て
」
神
戸
法
学
雑
誌
三
八
巻
二
号
〔
一
九
八
八
年
〕
二
九
頁
、

特
に
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
）
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
仮
差
押
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
は
、「
仲
裁
手

続
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
に
裁
判
所
が
仮
差
押
を
命
じ
る
た
め
に
被
保
全
権
利
の
存
在
の
確
か
ら
し
さ
を
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

し
て
も
、
こ
の
評
価
は
仲
裁
廷
に
留
保
さ
れ
て
い
る
本
案
審
理
（�un�exam

en�du�fond,�qui�est�réservé�aux�arbitres�

）
を
意
味
し
な

い
」
と
判
示
し
た
（�République�islam

ique�d ,Iran�et�autres�c.�Société�Fram
atom

e�et�autres,�O
EA

I�et�autres�c.�Eurodof�

et�autres,�（0�m
ars�（989,�Cour�de�cassation,�（re�Ch.�Civile,�revue�de�l ,arbitrage�（989,�pp.�653�et�s.

）。
こ
の
判
示
は
、
仮
払

レ
フ
ェ
レ
と
異
な
っ
て
仮
差
押
（
純
粋
な
保
全
的
措
置
）
は
本
案
判
断
を
伴
わ
な
い
の
で
直
接
に
仲
裁
手
続
と
抵
触
し
な
い
こ
と
等
を
理
由

と
し
て
、
一
九
八
四
年
の
仮
払
レ
フ
ェ
レ
に
関
す
る
判
例
法
を
仮
差
押
と
の
関
係
で
は
適
用
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
理
解
さ

れ
て
い
る
（Fhilippe�Fouchard,�Revue�de�l ,arbitrage�（989,�pp.660-663

）。

（
（38
）　

仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
の
国
家
裁
判
所
の
保
全
命
令
管
轄
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
判
例
は
保
全
措
置
の
類
型
ご
と
に
異
な
る
規
律
を

行
っ
て
い
る
。
批
判
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
法
の
状
況
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
（39
）　

三
（
（
（
）（
ⅰ
）（
a
）
の
質
問
に
つ
い
て
の
回
答
の
要
約
部
分
。

（
（40
）　

例
え
ば�N

orm
and,�supra（（3�note�p.36（

は
、le�rattachem

ent�réel�

を� ,,le�rattachem
ent�à�la�chose ,,

（
物
と
の
結
び
つ
き
）

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

（
（4（
）　

こ
の
要
件
を
課
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、T

héry,�supra�note�（6,�p.490
は
、
こ
の
よ
う
な
要
件
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
自
体
が
、

本
来
、
仮
差
押
が
条
約
一
六
条
五
項
の
領
域
に
属
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
、
自
説
の
裏
づ
け
と
す
る
。
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（
（4（
）　H

élène�Gaudem
et-T

allon,�supra�note�30,�p.（5（.　

こ
の
解
釈
が
出
て
く
る
理
由
は
以
下
の
と
お
り
。
す
な
わ
ち
、
条
約
（
規
則
）

上
、
簡
易
な
承
認
・
執
行
手
続
き
が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
国
内
事
件
に
比
べ
る
と
時
間
が
か
か
る
。
二
四
条
は
そ
の
弊
害
を
緩

和
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
四
条
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
保
全
命
令
管
轄
原
因
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
当
該
保
全

発
令
裁
判
所
の
属
す
る
国
の
領
域
内
で
執
行
し
え
な
い
（
つ
ま
り
執
行
に
時
間
が
か
か
る
）
保
全
は
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。

（
（43
）　

こ
の
立
場
の
論
者
か
ら
も
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
示
し
た
二
四
条
の
保
全
措
置
の
制
限
は
妥
当
と
さ
れ
る
。

（
（44
）　H

oratia�M
uir�W

att,�Rev.crit.�D
IP�（00（,�p.3（（,�esp.�pp.�3（5-3（6;�Law

rence�Collins�

（�under�the�general�editorship�of�

）,�

D
icey�and�M

orris�on�T
he�Conflict�of�Law

s�

（�Sw
eet�&

�M
axw

ell,�（000,�（3th�ed.�

）,�pp.（9（-（93;�Louise�M
errett,� ,,W

orldw
ide�

Freezing�O
rders�in�Europe ,,�

（�Case�and�Com
m
ent�

）,〔（00（

〕Cam
bridge�Law

�Journal495,�esp.,�p.49（.�

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

法
律
家
の
考
え
方
に
つ
い
て
、M
errett�

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
の
「
真
の
関
連
性
テ
ス

ト
」
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の�Section�（5�of�CJJA

�

（�Civil�Jurisdiction�and�Judgm
ents�A

ct�

）（98（

に
基
づ
く
資
産
凍
結
命

令
の
発
令
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
が
問
わ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
家
の
多
く
は
、「
真
の
関
連
性

テ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
も
特
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
ず
、
資
産
凍
結
命
令
は
人
的
な
命
令
で
あ
っ
て

（�a�freezing�order�is�an�equitable�interim
�injunction�w

hich�operates�in�personam
�

）、
財
産
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く

債
務
者
に
対
し
て
（�operate�against�the�defendant�not�against�the�assets�them

selves�

）
作
用
す
る
の
で
、
国
内
的
発
令
も
領
域

外
的
な
発
令
に
も
基
本
的
に
は
違
い
は
な
い
、
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の�Section�（5

（（

）�of�CJJA
�

は
、
本
案
に
つ
い
て

裁
判
所
が
管
轄
を
有
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
保
全
措
置
を
と
る
こ
と
が
不
適
当
（�inexpediency�

）
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
保
全
措

置
の
発
令
を
否
定
す
る
（「
不
適
当
性
の
テ
ス
ト
」）。
が
、
通
常
、
被
告
が
管
轄
内
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
産
凍
結
命
令
が
執
行
可

能
で
あ
れ
ば
、
発
令
は
「
不
適
当
」
で
は
な
い
。
そ
し
て
、「
不
適
当
性
の
テ
ス
ト
」
を
ク
リ
ア
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
欧
州
司
法
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裁
判
所
の
「
真
の
関
連
性
」
テ
ス
ト
の
下
で
も
発
令
を
正
当
化
す
る
「
真
の
関
連
性
」
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
本
案
管
轄
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
〔
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
〕
資
産
凍
結
命
令
が
出
さ
れ
る
場
合
の
原

則
形
態
は
、
債
務
者
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
債
務
者
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
財
産
を
有
し
て
い
れ
ば
足
る
、
と
し
た

裁
判
例
も
あ
る
。
そ
こ
で
、「
人
的
な
資
産
凍
結
命
令
の
場
合
、
保
全
命
令
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
の
管
轄
内
に
債
務
者
が
居
住
す
る
こ

と
が
領
域
外
的
な
発
令
を
正
当
化
す
る
真
の
関
連
性
な
の
か
と
い
う
最
大
の
問
題
に
対
し
て
は
、未
だ
に
答
え
が
出
て
い
な
い
」（�M

errett,�

ibid,�p.48（.�
傍
線
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
）。

（
（45
）　V

an�U
den�

事
件
の
先
決
判
断
自
体
、
二
四
条
管
轄
の
一
般
的
要
件
と
し
て
「
関
連
性
」
の
必
要
性
に
触
れ
つ
つ
、
さ
ら
に
、
仮
払
命
令

と
の
関
係
で
具
体
的
に
「
保
全
措
置
」
概
念
を
制
限
的
に
定
義
し
直
し
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
こ
の
制
限
的
な
「
保
全
措
置
」
概

念
の
た
め
に
、
保
全
措
置
と
発
令
裁
判
所
と
の
「
関
連
性
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
に
せ
よ
、
結
果
的
に
、
契
約
債
務
の
弁
済
を
仮
に
命
じ

る
保
全
措
置
の
裁
判
管
轄
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

（
（46
）　

た
と
え
ば
、
国
際
法
上
、
国
際
裁
判
管
轄
の
客
観
的
制
約
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
制
約
が
あ
る
と
す

る
立
場
は
、
審
理
対
象
と
管
轄
地
と
の
間
に
「
合
理
的
関
連
性
」
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
形
で
の
客
観
的
制
約
が
あ
る
と
す
る
、

等
。

（
（4（
）　

オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
二
六
条
三
項
に
お
い
て
も
申
立
人
住
所
の
所
在
に
加
え
て
一
定
の
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
管
轄
を
認
め

る
。
そ
こ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
の
要
求
す
る
「
関
連
性
」
の
趣
旨
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
で
執
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
ま
で
要
す
る
の

か
等
が
問
題
と
さ
れ
た
。

（
（48
）　P.�V

las,�N
ILR�（999,�pp.（0（-�

（�V
an�U

den�

事
件
評
釈
）,�esp., �p.（09.�

（
（49
）　

前
述
の
よ
う
に
（
注
（44
及
び
対
応
す
る
本
文
）、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
マ
レ
ー
バ
・

イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
領
域
外
財
産
に
対
し
て
も
（
人
的
に
）
効
果
を
及
ぼ
す
タ
イ
プ
の
措
置
は
条
約
二
四
条
に
基
づ
い
て
は
発
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令
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、V

an�U
den�

事
件
判
断
後
も

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
在
り
方
を
再
考
す
る
必
要
は
な
い
、
と
の
見
方
が
多
数
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
（50
）　

後
の�M

ietz�

事
件
先
決
判
断
第
四
一
節
も
こ
の
理
解
を
裏
付
け
て
い
る
（�Lerclerc,�infra�note（6（,�p.686.

）

（
（5（
）　

高
橋
宏
司
「
仮
差
押
命
令
の
国
際
裁
判
管
轄
権―

―

日
米
比
較
」
J
C
A�

ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
六
巻
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
頁
。

（
（5（
）　

高
橋
・
前
掲
注
（5（
、
特
に
九
頁
の
注
（
（6
）。

（
（53
）　

実
効
性
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
（54
）　

こ
の
点
、
本
件
で
先
決
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
元
の
オ
ラ
ン
ダ
で
の
手
続
は
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
二
六
条
三
項
に
基
づ
い
て

管
轄
を
認
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
申
立
人
住
所
が
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
オ
ラ
ン
ダ
の
管
轄
を
認
め
る

規
定
で
あ
り
、
条
約
三
条
二
項
が
過
剰
管
轄
規
定
で
あ
る
と
指
定
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
法
の
こ
の
規
定
の

場
合
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
四
条
の
場
合
よ
り
は
、
条
約
上
の
保
全
命
令
管
轄
の
根
拠
と
さ
れ
て
も
不
当
性
の
程
度
は
低
い
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
民
訴
法
一
二
六
条
三
項
に
つ
い
て
は
、
申
立
人
住
所
が
オ
ラ
ン
ダ
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
他
、
オ
ラ

ン
ダ
の
法
域
と
の
間
に
一
定
の
関
連
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
国
内
法
上
も
既
に
要
件
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
要
求
さ
れ
る

「
関
連
性
」
の
程
度
や
内
容
は
、
本
件
先
決
判
断
が
条
約
二
四
条
管
轄
の
一
般
的
要
件
と
し
て
挙
げ
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
同
一
と
は
い
え

な
い
。

（
（55
）　Gaudem

et-T
allon,�supra�note（35,�p.（63

も
こ
れ
を
指
摘
す
る
。

（
（56
）　Gaudem

et-T
allon,�supra�note（35,p.（64

は
、
本
件
先
決
判
断
三
九
節
・
四
〇
節
・
四
七
節
を
併
せ
て
読
む
と
保
全
措
置
の
対
象
財
産

が
所
在
す
る
地
の
裁
判
所
の
み
が
管
轄
を
有
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
と
述
べ
つ
つ
も
、
四
七
節
の
表
現
が
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
結
局
、
条
約
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
を
制
限
的
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
剰
管
轄
規
定
の
不
当
性
の
問
題
を
解
決
す
べ

き
だ
、
と
い
う
立
場
を
と
る
よ
う
で
あ
る
。Gaudem

et-T
allon�

は
、
本
案
に
つ
い
て
の
判
断
を
行
わ
な
い
で
命
じ
う
る
措
置
で
、
か
つ
、
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発
令
裁
判
所
が
属
す
る
国
の
領
域
内
で
執
行
も
な
し
う
る
よ
う
な
措
置
の
み
を
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
す
る
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な

い
か
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
①
条
約
二
四
条
は
そ
も
そ
も
例
外
的
・
補
完
的
な
規
定
で
あ
る
こ

と
、
②
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
国
の
裁
判
所
は
如
何
な
る
措
置
を
も
命
じ
う
る
の
で
、
二
四
条
管
轄
が
制
限
さ
れ
て
も
申
立
人
が
困

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
を
付
け
足
す
（�Supra�note（35,�pp.（64-5.

）。

（
（5（
）　M

arm
isse�et�W

ilderspin,�supra�note（（6,�p.6（4,�surtout,�note�

（（（

）�au�bas�de�la�page�6（4.

（
（58
）　

三
（
（
（
）（
（.3
）
の
第
四
点
。

（
（59
）　

本
件
先
決
判
断
第
三
四
節
。

（
（60
）　N

orm
and,�supra�note（（3,�p.368.

（
（6（
）　

最
近
の
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
例
と
し
て
は
、
新
民
訴
法
一
四
五
条
に
基
づ
く
証
拠
調
べ
（�m

esure�d ,instruction�in�futurum
.�

こ
の
措

置
は
、
後
の
欧
州
司
法
裁
判
所
先
決
判
断
〔St.�Paul�D

airy�Industries�case

〕
に
よ
る
と
条
約
二
四
条
の
措
置
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な

い
と
解
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
は
保
全
措
置
の
一
種
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
の
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄

が
争
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
、
仲
裁
手
続
が
開
始
さ
れ
る
の
は
全
て
の
仲
裁
人
が
そ
の
使
命
を
引
き
受
け
た
と
き
か
ら
で
あ
る
以
上
、
一
方
当
事

者
が
そ
の
仲
裁
人
を
選
定
し
た
の
み
で
は
仲
裁
廷
に
事
件
が
係
属
し
た
と
は
い
え
な
い
と
し
た
例
が
あ
る
。V

.,�Société�CSF�c�Société�

Chays�freres�et�autres,�Cour�de�cassation�

（（re�Ch.�Civ.

）,�（5�avril�（006,�Revue�de�l ,arbitrage�（00（,�pp.�（9�et�s.

（
（6（
）　H

ans-H
erm

ann�M
ietz�v�Intership�yachting�Sneek�BV

,�ECJ�C-99/96�

（�Judgm
ent�of�（（�A

pril�（999

）,�（999�ECR

Ⅰ-（（（（;�

JD
I�（00（,�pp.68（ et s. ,�note�Leclerc�（F.L.

）.

（
（63
）　

本
件
先
決
判
断
第
四
一
節
。

（
（64
）　

前
述
の
よ
う
に
、T

RIPs�

協
定
上
の
「
暫
定
措
置
」
概
念
と
の
関
係
で
は
、H

erm
ès�

事
件
先
決
判
断
が�kort�geding�

手
続
を
通
じ
て

得
ら
れ
る
措
置
を
「
暫
定
措
置
」
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
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（
（65
）　

本
件
先
決
判
断
第
三
四
節
～
第
三
八
節
。

（
（66
）　Leclerc,�supra�note（6（,�surtout,�pp.688-690.

（
（6（
）　Leclerc,�supra�note（6（,�p.�688.

（
（68
）　V

an�U
den�

事
件
の
条
件
づ
け
が
領
域
内
の
特
定
財
産
の
み
を
執
行
対
象
と
す
る
趣
旨
で
あ
れ
ば
、
仮
払
命
令
が
他
国
で
執
行
さ
れ
る
可

能
性
は
強
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
越
山
・
前
掲
注
（9
（
二
〇
〇
二
年
）
四
九
三
頁
。

（
（69
）　

本
件
先
決
判
断
第
四
七
節
。

（
（（0
）　F.�Ibili,�N

ILR�（00（,�p（（9-,�esp.,�p.（33.　

た
だ
し
、
こ
の
論
者
は
、
こ
の
問
題
提
起
を
し
た
後
に
、「
オ
ラ
ン
ダ
の
仮
払
命
令
は�V

an�

U
den�case�

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
以
上
、
条
約
第
三
編
の
執
行
シ
ス
テ
ム
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判

断
は
あ
ま
り
驚
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（（
）　

本
件
先
決
判
断
第
四
九
節
。Leclerc,�supra�note（6（,�p.689.

（
（（（
）　Italian�Leather�SpA

�v�W
ECO

�Polsterm
öbel�Gm

bH
�&

�Co.,�ECJ�C-80/00,�

（�Judgm
ent�of�6�June�（00（

）,�（00（�ECR

Ⅰ

-4995;�Rev.�crit.�D
IP�（00（�pp.（（3-,�note�H

oratia�M
uir�W

att.�

安
達
栄
司
『
民
事
手
続
法
の
革
新
と
国
際
化
』（
二
〇
〇
六
年
、
成

文
堂
）一
九
三
頁
（
初
出
は
国
際
商
事
法
務
三
二
巻
五
号
〔
二
〇
〇
四
年
〕）。

（
（（3
）　Einstw

eilige�V
erfügung.�

ド
イ
ツ
民
訴
法
九
三
五
条
が
「
係
争
物
に
関
す
る
仮
処
分
」
に
つ
き
規
定
し
、
同
九
四
〇
条
が
「
仮
の
地
位

を
定
め
る
仮
処
分
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
本
先
決
判
断
の
中
で
も
、
第
一
一
節
及
び
一
二
節
で
各
々
こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
法
の
規
定
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

（
（（4
）　

先
決
判
断
の
英
語
版
で
は
、,,there�w

as�no�ground�justifying�the�grant�of�interim
�relief ,,

（
仮
処
分
〔
中
間
的
救
済
〕
を

認
め
る
べ
き
理
由
が
な
か
っ
た
）
と
い
う
形
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
（
一
九
節
）。
本
件
先
決
判
断
に
先
立
っ
て
「
意
見
」
を
担
当
し

た�Leger�

に
よ
る
と
、
コ
ブ
レ
ン
ツ
地
方
裁
判
所
は
、
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
損
害
発
生
の
危
険
性
等
が
債
権
者�Italian�
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Leather�

に
よ
っ
て
疎
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
（�O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Leger�delivered�on�（（�

February�（00（,�

〔（00（

〕ECR

Ⅰ-4995,�para�（（

）。
な
お
、
ド
イ
ツ
語
版
も
、V

erfügungsgrund�

が
な
い
、
と
い
う
表
現
が
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
は
、
緊
急
性
の
要
件
を
充
た
さ
な
い
、
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
と
オ
ラ
ン

ダ
語
の
表
現
に
つ
い
て
の
言
及
は
、X

andra�E.�K
ram

er,� ,,Case�C-80/00,�Italian�Leather�SpA
�v.�W

ECO
�Polsterm

öbel�Gm
bH

�

&
�Co.,�Judgm

ent�of�the�Court�

（Fifth�Cham
ber

）�of�6�June�（00（,�

〔（00（

〕ECR�

Ⅰ-4995 ,,,�Com
m
on�M

arket�Law
�Review

�

（003,�p.953,�esp.,�p.�955,�footnote
4

を
参
照
し
た
。X

andra�E.�K
ram

er�

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
訳
文
で
こ
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら

れ
た
理
由
と
し
て
、
ド
イ
ツ
裁
判
所
判
断
に
つ
づ
い
て
下
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
の
判
断
が
特
に
緊
急
性
要
件
に
つ
い
て
の
指
摘
を
し
て

い
る
た
め
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

（
（（5
）　

条
約
一
七
条
。

（
（（6
）　V

an�U
den�

先
決
判
断
の
挙
げ
た
二
四
条
管
轄
の
一
般
的
要
件
の
理
解
に
も
よ
る
が
、
仮
処
分
の
「
目
的
」
と
裁
判
所
の
管
轄
す
る
領
域

と
の
間
に
（
地
理
的
）
関
連
性
が
あ
る
場
合
も
一
般
的
要
件
を
充
た
す
と
認
め
ら
れ
う
る
と
解
さ
れ
る
。

（
（（（
）　

仮
払
い
を
命
じ
る
措
置
が
二
四
条
の
「
保
全
措
置
」
と
認
め
ら
れ
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
と
し
て�V

an�U
den�

先
決
判
断
が
挙
げ
た
と

解
さ
れ
て
い
る
要
件
で
あ
る
が
、
こ
の
要
件
が
仮
払
命
令
以
外
の
仮
処
分
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
他
の
仮
処
分
に
も
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
「
債
務
者
に
一
定
の
作
為
・
不
作
為
を
命
じ
る
仮
処
分
」

の
類
型
に
つ
い
て
「
執
行
が
領
域
内
で
可
能
」
で
あ
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
が
吟
味
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
（（8
）　

こ
の
点
、X

andra�E.�K
ram

er

（�supra�note（（4,�p.959
）
は
、
債
務
者
住
所
が
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
（�W

ECO
�―

the�defendant―

is�dom
iciled�in�the�jurisdiction�of�D

istrict�Court�of�K
oblenz.�

）
こ
と
を
、Van�U

den�

事
件
先
決
判
断
の
述
べ
た
一
般
的
要
件
（
真

の
関
連
性
の
要
件
）
が
充
足
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
挙
げ
る
に
と
ど
ま
り
、
仮
払
命
令
の
場
合
と
本
件
と
の
異
同
を
論
じ
て
は

い
な
い
。
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（
（（9
）　X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.�954.�

（
（80
）　

ど
こ
か
の
締
約
国
裁
判
所
に
本
案
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
と
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
は
一
つ
に
決
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
（
条
約
二
一
条
の
趣
旨
よ
り
）。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的
に
複
数
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
が
存
在
す
る
の
は
、
本
案
訴
訟
提
起
前

に
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
に
保
全
命
令
が
申
立
て
ら
れ
る
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
（8（
）　

結
論
と
し
て
、
手
続
要
件
の
違
い
を
捨
象
し
て
「
法
的
効
果
」
が
相
互
に
両
立
し
な
い
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
本
件
の
二
つ
の
裁
判
の
「
法
的
効
果
」
と
し
て
は
、
①
同
じ
標
章
を
、
②
同
種
の
製
品
に
つ
き
、
③
同
じ
地
理
的

エ
リ
ア
内
で
、
使
用
す
る
こ
と
を
、
一
方
の
裁
判
所
が
「
可
」
と
し
（
ド
イ
ツ
裁
判
所
）、
他
方
裁
判
所
が
「
不
可
」
と
し
た
（
イ
タ
リ
ア

裁
判
所
）
の
で
あ
る
か
ら
、
互
い
に
両
立
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.96（.

（
（8（
）　

条
約
二
一
条
、
二
二
条
。

（
（83
）　Catherine�K

essedjian,�N
ote�on�Provisional�and�Protective�M

easures�in�Private�International�Law
�and�Com

parative�

Law
,�prelim

inary�D
ocum

ent�N
o（0�of�（998�for�the�Special�Com

m
ission�of�H

ague�Conference�on�PIL�on�the�question�of�

jurisdiction,�recognition�and�enforcem
ent�of�foreign�judgm

ents�in�civil�and�com
m
ercial�m

atters,�p.�5（�

（N
o.（5（

）.

（
（84
）　

た
だ
し
、D

enilauler�

事
件
の
事
案
と
異
な
る
ケ
ー
ス
（
例
え
ば
、
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
有
す
る
締
約
国
裁
判
所
が
債
務
者
の
審
尋
を

経
た
上
で
領
域
内
所
在
の
も
の
に
限
定
せ
ず
債
務
者
財
産
を
凍
結
す
る
旨
の
命
令
を
発
令
す
る
場
合
は�D

enilauler�

事
件
先
決
判
断
の
射

程
外
で
あ
る
）
で
は
、
別
の
締
約
国
が
そ
の
領
域
内
の
特
定
財
産
に
対
し
て
命
じ
る
ロ
ー
カ
ル
な
仮
差
押
と
の
間
で
競
合
す
る
こ
と
は
あ
り

え
る
。

（
（85
）　

以
上
の
意
見
対
立
に
つ
き
、M

erkt,�supra�note（8,�pp.（（5-（30.

（
（86
）　M

uir�W
att,�supra�note（（（,�p.（（6.

（
（8（
）　

条
約
二
一
条
。
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（
（88
）　

本
件
先
決
判
断
は
条
約
二
七
条
三
号
の
適
用
に
つ
い
て
、
本
案
判
決
と
保
全
命
令
と
を
同
列
に
置
い
た
取
扱
い
を
妥
当
と
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、lis�pendens�

の
規
律
に
つ
い
て
も
本
案
訴
訟
提
起
と
保
全
命
令
申
立
て
と
が
同
様
に
扱
わ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
推
測
す
る
意

見
（�X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.�96（�

）
も
あ
る
。

（
（89
）　

本
件
先
決
判
断
は
、
こ
の
点
に
つ
き
条
約
二
一
条
（�lis�pendens�

の
規
定
）
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
に
は
特
に
触
れ
て
い
な
い
。
な

お
、X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�pp.960-96（

は
、
同
様
の
問
題
意
識
か
ら
、「
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
は
保
全
命
令
管
轄
を
否
定
す

る
べ
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
つ
つ
本
件
に
条
約
二
一
条
を
適
用
す
る
こ
と
の
是
非
を
論
じ
、
結
論
と
し
て
、
肯
定
説
を
支
持
す

る
。
そ
こ
で
は
、
肯
定
説
の
理
由
と
し
て
、
①
欧
州
司
法
裁
判
所
先
決
判
断
（�T

atry�

事
件
）
に
よ
る
と
、
複
数
の
事
件
が
条
約
二
一
条

の
意
味
で
の� ,,the�sam

e�cause�of�action ,,�

を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
は
そ
れ
ら
の
事
件
が
同
じ
目
的� ,,purpose ,,�

を
有
す
る
か

否
か
の
み
が
関
係
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
件
の
よ
う
に
競
合
す
る
仮
処
分
が
共
に
債
務
者
に
特
定
の
商
標
の
使
用
を
禁
じ
る
よ
う

な
場
合
も� ,,the�sam

e�cause�of�action ,,�

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
う
る
、
②
実
際
上
も
、
条
約
が
広
く
保
全
命
令
管
轄
を
認
め
て
い
る
上

に
E
U
諸
国
法
上
多
様
な
保
全
措
置
（
及
び
手
続
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
矛
盾
す
る
判
断
が
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
鑑
み
て
、

lis�pendens�

に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
否
定
説
の
理
由
と
し
て
考
え
う
る
こ
と

と
し
て
は
、
当
事
者
が
契
約
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
裁
判
所
を
合
意
管
轄
地
と
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
定
め
て
お
り
（�a�strong�basis�for�

jurisdiction�

）、V
an�U

den�

事
件
先
決
判
断
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
案
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
は
他
に
条
件
に
服
す
る
こ
と
な
く
保
全

命
令
管
轄
を
も
有
す
る
（
傍
線
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
）、
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
（90
）　

特
に�Cavel

Ⅰ

事
件
。
そ
の
後
の�D

enilauler�

事
件
、V

an�U
den�

事
件
、M

ietz�

事
件
、
等
の
先
決
判
断
も
全
て
こ
れ
を
前
提
と
し
て

い
る
。

（
（9（
）　

た
だ
し
、V

an�U
den�

事
件
先
決
判
断
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
判
示
の
趣
旨
を
如
何
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て

は
争
い
が
あ
る
。
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（
（9（
）　

前
述
の
欧
州
司
法
裁
判
所�M

ietz�

事
件
（�supra�note（6（

）
で
、こ
れ
が
確
認
さ
れ
た
。X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.96（

も
こ
れ
を
指
摘
す
る
。

（
（93
）　

第
一
に
、
二
七
条
三
号
は
保
全
措
置
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
、
第
二
に
、
締
約
国
法
上
の
手
続
的
要
件
の
違
い
に
起
因
す
る
「
矛
盾
」
も

条
約
二
七
条
三
号
の
意
味
で
の
「
矛
盾
」
な
い
し
は
「
両
立
し
な
い
」
と
い
え
る
の
か
、
が
本
件
と
の
関
係
で
は
問
題
と
な
っ
た
。

（
（94
）　

本
件
先
決
判
断
は
、
そ
の
四
一
節
で
次
の
よ
う
に
理
由
付
け
た
。
す
な
わ
ち
、
条
約
二
七
条
三
号
は
、
二
五
条
が
条
約
第
三
編
の
冒
頭

で
「
裁
判
」（�judgm

ents;�décision�

）
と
は
如
何
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
締
約
国
裁
判
所
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
判
断
を
い

う
旨
の
規
定
を
し
て
い
る
の
に
続
き
、
同
じ
く
「
裁
判
」（�judgm

ents;�décision�

）
の
語
を
用
い
、
そ
れ
以
外
の
特
別
の
限
定
を
行
っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
裁
判
」
一
般
に
つ
き
適
用
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
保
全
命
令
も
、
二
五
条
が
い
う
他
の
「
裁
判
」
と
同
様
に

「
矛
盾
」
に
関
す
る
条
約
上
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
。

（
（95
）　

イ
タ
リ
ア
裁
判
所
が
仮
処
分
を
命
じ
る
に
あ
た
っ
て
被
保
全
権
利
に
つ
い
て
も
一
定
の
判
断
を
し
て
そ
の
存
在
を
認
め
た
の
で
あ
れ
ば
、

本
案
訴
訟
段
階
で
も
同
様
の
判
断
が
下
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
裁
判
所
は
仮
処
分
命
令
申
立
て
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
被

保
全
権
利
の
存
在
を
否
定
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
こ
の
点
、X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.�963.

（
（96
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、M

uir�W
att�

教
授
（�supra�note（（（,�p.（30

）
も
同
様
の
指
摘
を
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
共
同
体
の
承
認

原
則
は
単
に
、
承
認
国
の
執
行
命
令
に
よ
っ
て
も
原
裁
判
国
の
裁
判
の
既
判
力
や
実
体
的
効
力
（�une�effi

cacité�substantielle�

）
以
上
の

も
の
が
付
与
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
本
件
で
ド
イ
ツ
裁
判
所
が
「
質
問
二
」
と
し
て
先
決
判
断
を
求

め
た
よ
う
な
執
行
方
法
の
問
題
は
、
執
行
地
国
の
手
続
法
上
（�dom

aine�des�lois�nationales�de�procédure�

）
の
問
題
で
あ
り
、
右
の

よ
う
な
共
同
体
の
承
認
原
則
と
は
別
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に
承
認
さ
れ
た
裁
判
の
執
行
方
法
は
執
行
地
国

法
（�la��lois�locale�

）
の
問
題
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
し
ま
う
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
は
あ

る
。
つ
ま
り
、
債
権
者
は
、
な
る
べ
く
容
易
に
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
法
域
で
裁
判
を
行
い
、
そ
れ
を
、
最
も
実
効
的
に
執
行
し
て
く
れ
る



（0（ 欧州司法裁判所による保全命令関連判断

法
域
で
執
行
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。

（
（9（
）　St.�Paul�D

airy�Industries�N
V
�v�U

nibel�Exser�BV
BA

,�ECJ�C-（04/03,�（005�ECR�

Ⅰ-0348（;�Rev.�crit.�D
IP�（005,�pp.（4（�

et�s.,�note�Etienne�Pataut.
（
（98
）　O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Ruiz-Jarabo�Colom
er�

（（005�ECR�（-348（,�Septem
ber�9,�（004

）,�point�4.

（
（99
）　O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Ruiz-Jarabo�Colom
er,�supra�note（98,�point�6.

（
（00
）　Council�regulation�

（EC

）�no�（（06/（00（�of�（8�M
ay�（00（�on�cooperation�betw

een�the�courts�of�the�M
em

ber�States�in�

the�taking�of�evidence�in�civil�or�com
m
ercial�m

atters,�O
J�L（（4,�（（.6.（00（,�p.（.

（
（0（
）　Pataut,�supra�note（9（,�pp.�（49-（50.

（
（0（
）　Pataut,�supra�note（9（,�pp.�（5（-（53.

（
（03
）　Patau,�supra�note（9（,�pp.（5（-（53.

（
（04
）　Patau,�supra�note（9（,�p.�（5（.�

（
（05
）　Pataut�supra�note（9（,�p.�（4（;�O

pinion�of�M
r�A

dvocate�General�Ruiz-Jarabo�Colom
er,�supra�note（98,�points�3（,�3（.

（
（06
）　

こ
の
規
定
は
、
次
の
と
お
り
。,,S ,il�existe�un�m

otif�légitim
e�de�conserver�ou�d ,établir�avant�tout�procès�la�preuve�de�

faits�dont�pourrait�dépendre�la�solution�d ,un�litige,�les�m
esures�d ,instruction�légalem

ent�adm
issibles�peuvent�être�

ordonnées�à�la�dem
ande�de�tout�interessé,�sur�requête�ou�en�référé. ,,

（
（0（
）　

フ
ラ
ン
ス
判
例
は
、
こ
の
措
置
に
つ
い
て
も
、
①
本
案
管
轄
を
有
す
る
国
の
裁
判
所
、
②
措
置
の
執
行
地
国
（
証
拠
調
べ
が
行
わ
れ

る
国
）
の
裁
判
所
、
に
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
証
拠
調
べ
の
措
置
の
国
際
裁
判
管

轄
が
争
わ
れ
た
比
較
的
新
し
い
事
例
と
し
て
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が
適
用
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、Société�anonym

e�de�droit�

m
onégasque�industrie�du�bâtim

ent�

（SA
M
IB

）�c.�Société�Bachy,�du�（�avril�（998,�Cour�de�cassation,�（re�Ch.�civ.,�Rev.�
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crit.�D

IP（998,�pp.�459�et�s.,�

（�note�H
oratia�M

uir�W
att�

）（
モ
ナ
コ
公
国
所
在
不
動
産
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
工
事
契
約
の
履
行
に
関

す
る
鑑
定
申
立
て
に
つ
き
、
パ
リ
の
レ
フ
ェ
レ
裁
判
官
の
管
轄
が
争
わ
れ
た
）、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、V

an�

U
den�

事
件
先
決
判
断
後�St.�Paul�D

airy�Industies�

事
件
先
決
判
断
前
の
事
例
で
、V

irgin�A
tlantic�A

irw
ays�Ltd�et�autres�c.�GIE�

A
irbus�Industries�et�autres,�du�（（�decem

bre�（00（,�Cour�de�cassation, �（re�Ch.�civ.,�Rev.�crit.�D
IP（00（,�pp.�3（（�et�s.�

が

あ
る
。

（
（08
）　M

uir�W
att,�supra�note�（0（,�Rev.�crit.�D

IP�（998,�esp.,�pp.�463-464.　

た
だ
し
、
こ
の
参
照
箇
所
で�M

uir�W
att�

教
授
は
、pre-

trial�discovery
は� ,,des�m

esures�judiciaires� in personam ,,

（
人
的
措
置
）
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
措
置
の
場
合

と
異
な
っ
て
、forum

 loci�
と
い
う
管
轄
原
因
が
性
質
上
妥
当
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
（09
）　Pataut,�supra�note（9（,�p.（50.

（
（（0
）　Pataut,�supra�note（9（�pp.�（50-（5（.

（
（（（
）　N

orm
and,�supra�note（（3,�p.�360;�Pataut,�supra�note（9（,�p.�（50.�

（
（（（
）　

た
だ
し
、
本
件
先
決
判
断
に
つ
い
て
のPataut

の
評
釈
（�supra�note（9（

）
は
こ
の
点
に
特
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
（（3
）　D

elaporte,�supra�note�8（,p.（56.

（
（（4
）　

た
だ
し
、V

an�U
den�

事
件
は
、
条
約
一
条
二
項
四
号
で
仲
裁
を
条
約
の
事
項
的
対
象
外
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
間
に

仲
裁
合
意
が
存
在
す
る
場
合
で
も
即
座
に
条
約
の
適
用
が
な
い
と
の
立
場
は
採
ら
ず
、
締
約
国
が
条
約
二
四
条
に
基
づ
く
保
全
命
令
管
轄
を

有
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
保
全
命
令
管
轄
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
締
約
国
が
条
約
上
の
本
案
管
轄
を
持
た
な
い
こ

と
等
に
よ
る
制
約
を
さ
ら
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
（（5
）　M

uir�W
att�

教
授
（�supra�note（（（,�pp.（（0-（

）
は
マ
レ
ー
バ
・
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
等
の
措
置
が
「
債
務
者
へ
の
人
的
な
命
令
」

と
い
う
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、
措
置
が
領
域
外
に
効
果
を
生
じ
せ
し
め
る
場
合
（�une�injunction�in�personam

�de�portée�
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extra-territoriale�

）
で
も
、
債
務
者
へ
の
人
的
な
命
令
と
い
う
性
格
の
せ
い
で
他
国
主
権
侵
害
を
回
避
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

随
所
で
指
摘
し
て
き
て
い
る
（
例
え
ば
、M

uir�W
att�

教
授
の� ,,Extraterritorialité�des�m

esures�conservatoires�in�personam
,,,�

Rev.�crit.�D
IP（998,�pp.（（�et�s.

）。
た
だ
し
、
訴
訟
差
止
命
令
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
全
く
同
じ
よ
う
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
問

題
性
は
主
に
差
止
め
を
命
じ
る
対
象
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
（（6
）　

本
稿
の
注
（44
や
注
（49
、
及
び
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（（
）　M

.�W
olfgang�O

tto�Stolberg�c.�CIBC�M
ellon�T

rust�Com
pany�et�autres,�Cour�de�cassation,�（re�Ch.�civile,�30�juin�（004,�

Bulletin�des�arrêts,�n.（9（,�（004;�U
zan�gegen�M

otorola�Credit�Corporation,�Bundesgericht,�30�Juli�（003,�BGE�（（9�

Ⅲ�6（6.

　

た
だ
し
、
後
者
は
ル
ガ
ノ
条
約
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
。

（
（（8
）　

な
お
、「
本
案
管
轄
を
持
た
な
い
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
地
裁
が
債
権
者
の
金
銭
支
払
い
請
求
権
を
保
全
す
る
た
め
に
債
務
者
の
有
す
る
一

切
の
動
産
、
不
動
産
等
に
つ
い
て
一
定
額
に
至
る
ま
で
仮
差
押
え
を
命
じ
た
処
分
」
の
承
認
が
ド
イ
ツ
で
求
め
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、

越
山
・
前
掲
注
（9
（
二
〇
〇
二
年
）
四
九
三
頁
の
脚
注
（
5（
）。

（
（（9
）　M

ietz�

事
件
先
決
判
断
の
第
三
四
節
。
オ
ラ
ン
ダ
民
事
訴
訟
法
二
八
九
条
一
項
。

（
（（0
）　

た
だ
し
、
オ
ラ
ン
ダ
法
上
要
求
さ
れ
る
「
緊
急
性
」
の
要
件
の
程
度
に
つ
い
て
は
、「
本
来
必
要
で
あ
る
べ
き
緊
急
性
（
ド
イ
ツ
や
わ
が

国
で
い
う
仮
処
分
の
必
要
性
）
に
つ
い
て
高
い
要
求
を
す
る
こ
と
な
く
、
容
易
に
発
令
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
」（
野
村
・
前
掲
注
（9
三
三
三

頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
対
す
る
指
摘
が
全
く
無
関
係
だ
と
は
い
え
な
い
。

（
（（（
）　X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.963,�footnote�（9
（
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
が
仮
処
分
管
轄
を
認
め
る
た
め

の
要
件
）.

（
（（（
）　

先
決
判
断
の
第
四
一
節
。

（
（（3
）　X

andra�E.�K
ram

er,�supra�note（（4,�p.96（,�footnote�（5.
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（
（（4
）　A

GF�K
osm

os�c.�Soc.�Surgil�T
rans�Express,�Cour�de�cassation, �（re�Ch.�civ.,�（0�juin�（006,�Rev.�crit.�D

IP�（00（,�pp.�（64�

et�s.　

フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
は
、
ギ
リ
シ
ア
裁
判
所
の
判
決
と
の
矛
盾
が
争
わ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
裁
判
が
条
約
二
四
条
の
保
全
措

置
に
関
す
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
原
審
は
判
断
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
前
置
き
し
た
上
で
、
原
審
の
判
断
（
フ
ラ
ン
ス
の
レ

フ
ェ
レ
の
命
令
が
本
案
に
つ
き
既
判
事
項
の
権
威
（�l ,autorité�de�la�chose�jugée�sur�le�fond�

）
を
有
さ
な
い
と
い
う
一
事
に
よ
っ
て

ギ
リ
シ
ア
裁
判
所
の
判
決
と
の
矛
盾
が
生
じ
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
、
と
し
た
）
を
是
認
し
て
い
る
。�

（
（（5
）　

以
前
こ
の
よ
う
な
争
点
を
含
む
事
件
に
つ
き
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
か
ら
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
先
決
判
断
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
（�Boston�Scientific�and�others,�Case�C-（86/00

）
が
、
そ
の
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
が
こ
の
申
立
て
を
取
り
下
げ
た
た

め
、
結
局
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
解
釈
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
最
近
、
別
の
締
約
国
裁
判
所
（
オ
ラ
ン
ダ
）
か
ら

欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
て
先
決
判
断
申
立
て
が
な
さ
れ
た
事
件
（�Roche�N

ederland�BV
,�Roche�D

iagnostic�System
s�Inc.,�N

V
�

Roche�SA
,�H

offm
ann-La�Roche�A

G,�Produits�Roche�SA
,�Roche�Products�Ltd,�F.�H

offm
ann-La�Roche�A

G,�H
offm

ann-

La�Roche�W
ien�Gm

bH
,�Roche�A

B�v�Frederick�Prim
us,�M

ilton�Goldenberg,�Case�C-539/03.�

こ
の
先
決
判
断
は
二
〇
〇
六
年

七
月
一
三
日
に
下
さ
れ
た
）
が
同
様
の
論
点
を
潜
在
的
に
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
条
約
上
の
専
属
管
轄
の
規
定
と
条
約
二
四
条
と
の
関

係
、
及
び
、
条
約
六
条
一
号
と
二
四
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
先
決
判
断
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
き
、
同
事
件

の
「
意
見
」
が
触
れ
て
い
る
（O

pinion�of�A
dvocate�General�Léger�delivered�on�8�D

ecem
ber�（005,

［（006

］ECR

Ⅰ-06535�

para
3
�&

�notes�3
,�4

�and�para46

）。


